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プロローグ　ｐａｒｔⅠ







　マシロを幸せにする──。

　ソリス・アレクサンドロがそんな決意を心の中で固めていたある日の夜。

　王立トリスメギストス魔道学院の中央棟にある一室。

　魔術の明かりが照らす狭い部屋。

　書棚／食器棚／クローゼット／テーブル／椅い子す／ベッド。

　人が住むことを目的として揃そろえられた調度品の数々。

　事実、ここには人が住んでいる。

　生徒会長、シェンファ・パラケルスス。

　彼女の住居は学院のこの部屋。

　現在、部屋にはシェンファ一人しかいなかった。

　赤と青の瞳ひとみが特徴的な金髪の少女。

　椅子に腰掛けて本を読みながら、棒付きキャンディーを舐なめている。

　学院が誇る稀き代たいの天才魔道士にはとても見えない。

　のんびり、まったり。

　安息日で学院は休みだったので、今日は一日中こうやってまったりして過ごした。

　限りある時間を、特に何もせずダラダラと浪費する──これこそが最高に贅ぜい沢たくな時間の使い方だとシェンファは思う。

「うんうん、今日は実にいい一日だった」

　満足げに呟つぶやく。

　と、そのとき不意に、ノックの音コンコン。

「んー。ザックか？」

　誰何すいかの声に、ドア越しに答えが返ってくる。

「……違います」

「ほう？」

　シェンファ、驚きの色を浮かべる。

　聞き覚えのある声だった。

　しかし、アイザックでもなければ生徒会執行部のソリスやキャロルでもなく、他の役員でもない────意外な人物。

「開いてるぞ。入ってこい」

「はい」

　キィ──と音を立ててドアが開く。

「失礼します」

　部屋の中に入ってきたのは一人の少女。

　灰色の髪と瞳ひとみ／ツーテール／髑どく髏ろの髪留め／無表情。

　年の頃ころ、シェンファと同じか少し下くらい。




　ゲルニカ・バーンフィールド。




　それが少女の名前だった。
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「久しぶりだな、ニカ」

　来客用の椅い子すにゲルニカを座らせ、シェンファは言った。

　滅多に見せることのない年相応の満面の笑顔。

　また、シェンファのことを知る者にとっては常識だったが彼女は普段、人の名前をフルネームで呼ぶ。

　そんな彼女がニックネームを使うのは、余程親しい人間に限られる。

　生徒会執行部の中ではアイザック・ラムサスのみ。

　彼女曰いわく『ゾッコンラブ』なソリス・アレクサンドロですら、フルネーム。

「シェンファねえさまもお変わりなく」

　淡々と無表情でゲルニカ。

　シェンファ苦笑。

「相変わらずニカは愛想がないなあ」

「クールビューティーですので」

「……クールなのと愛想がないのとは違うぞ？　しかもビューティーて。十歳の幼女の分際で生意気だ」

「むー……」

　ゲルニカはぷくーっと可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませた。

「くくく、そうそう、そういう顔の方がニカには似合う」

　シェンファが笑い、ゲルニカは憮ぶ然ぜんとした顔になる。

「ねえさまだって私とそう変わらないじゃないですか。やーい幼女幼女」

「ふふん、だから貴様は幼女なのだ。私は幼女は幼女でもアダルトな幼女だからな。ニカのような新本格魔法幼女とはわけが違う」

「……アダルトな幼女って……なんですかその頭の悪い言葉は……。まさに幼女の発想ですね。私のような大人っぽい幼女には到底思いつきません。よってねえさまこそ真の幼女です。ざまあみてください」

「はっ、黙れこの幼女オブ幼女が。私は十一歳。貴様は十歳。ニカが一歳のとき私は二歳だ。つまり私はニカの二倍もアダルトということになる。貴様がいくら幼女であろうとも、その二倍も生きている者はもはや幼女とは呼べまい」

「そ、そんな屁へ理り屈くつが通るわけないです！」

「やれやれ、ああ言えばこう言う……。これだから幼女は手に負えないのだよ……」

「そんな無茶苦茶な……！」

「あーはいはいわかりまちたよー、もう私の方が幼女でいいでちゅよー。ニカたんは超オトナっぽいクールビューティーでちゅよー。……フッ、これでいいのだろう？」

「うううー」

　目に涙を浮かべるゲルニカ。

　幼女同士の凄すさまじくアホな舌戦は、シェンファの勝利。

「……さて。それはそうとニカ、訪ねて来るなら前もって連絡を寄越せ。そしたらケーキでも用意してやったのに」

「う……ケーキ…………いえ、ケーキなど別に必要ありません。オトナですから。幼女じゃないですから。……この街にはたまたま仕事で来ただけですので……。本当は、ねえさまに会うつもりもありませんでした」

　つんとして答えるゲルニカにシェンファ眉まゆをひそめる。

「仕事……？　ニカは今何をしているのだ？　クロウリーのじじいからは『王都のとある貴族に養女として引き取られた』と聞いていたのだが」

「引き取られたのち、立派に独り立ちして現在は事件屋として活動しています」

　さらりとゲルニカ。

　シェンファ詳しい話を訊きこうとして──やめた。

　自分から詳しい話をしようとしないのなら、それは訊くべきではないと判断。

　引き取られた家でうまくいかなかった──よくあること。

　国、時代、身分、血の繫つながりの有無を問わず、どこでもいつでもよくある悲劇。

　彼女が幸せになれなかったのなら、そこから逃げたことを自分が咎とがめるべきではないとシェンファは判断。

　……だが、家を出たことはともかく、

「……事件屋……か。危険なことはしていないだろうな？　貴様なら大抵の危険は自力で切り抜けられるだろうが……しかし貴様は危なっかしいからな。そうだニカ、この学院に通ってはどうだ？　住む場所も学費も私が手配してやるし、なんだったらここで昔みたいに一緒に住むのも──」












「ねえさま。私はもう子供ではありません」

　ゲルニカ、どう見ても子供そのものといった膨ふくれっ面。

「ねえさまに守ってもらわなくても、立派にやっていけます。それに私にはロジャーがいますので」

「ロジャー？」

「はい。私のパートナーです」

　その言葉にシェンファ、顔をしかめる。

「パートナー……ねえ……」

　普通の人間を遙はるかに凌しのぐ強大な魔力を持つ自分達たちがいれば、たしかに事件屋や傭よう兵へいといった仕事をする上で非常に役に立つだろう。

　だが、それでは……。

「ニカ。そのロジャーという男は信用出来るのだろうな？　ただお前の力を利用しているだけであれば、私は力ずくでも……」

「そんなことはありません。ロジャーはとてもいい人です。私とロジャーはたいそうラブラブなのです。何の心配もありません」

「ら、ラブラブだと……!?」

「はい」

「騙だまされてる。貴様は絶対騙されてる」

「な、何を根拠にそのような！」

「だってアレだろ……ニカは昔からどうも悪趣味というか……ゲテモノ好きというか」

「ロ、ロジャーはゲテモノなどではありません！　ロジャーは……その……とってもシブくてハンサムなお兄さんなのです。すらっとした長い足、透き通るようなブルーの瞳ひとみと絹のような金髪、甘いマスクが見る者の心を捕らえて離しません。魔法の腕前も武術の腕前も相当なものであり、毎度毎度惚ほれ惚ぼれするような仕事ぶりで依頼人からの評価も高く、さらには飾らない人柄でご近所の皆さんからも大人気です。お仕事が休みの日はボランティア活動をしたり私や近所の子供たちと一緒にバスケットボールなどをして遊びます」

　ちなみに。

　本物のロジャー・アランカル＝常によれよれの小汚いコート姿の中年男。金さえ払えば非合法な仕事でも引き受けるが、腕前はそれほどでもなく仕事なんてほとんど来ない。暇なときは大抵家でゴロゴロしている。一言で言うと駄目なおっさん。

「ふむ……そんな完かん璧ぺき超人と組んでいるのなら、まあ安心か……」

　釈然としない様子ながらシェンファ。

「しかし……そのような立派な人物なら、どうして事件屋などやっているのだ？　もっといい働き口がいくらでも──」

「か、彼は一いつ匹ぴき狼おおかみなのです！　群れるのを嫌う孤高の魔道士であり、まさにはーどぼいるどなのです」

「……はーどぼいるどなのに休みの日にはボランティア活動をしたり子供たちと遊んだりしているのか？」

「フランクで親しみやすい、やわらかめのはーどぼいるどなのです！」

「それはもうハードボイルドではないだろう」

「そ、そんなことはどうでもいいではありませんか！　それより！」

　ゲルニカ強引に話題を変える。

「それよりも、ねえさまの方こそどうなのですか？　何やら生徒会長として好き放題やっているようですが。聞いた話では、初等部から高等部二年まで十一年連続年間首席だとか。アホですかねえさま。年齢詐称にもほどがあります」

　公式にはシェンファの年齢は十七歳となっているのだが、実際は十一歳。

　十一年連続で首席をとるには、赤ん坊の頃ころから初等部に通っている必要がある。

　……というかそもそも、トリス学院の初等部に専門的な魔道の授業はほとんどなく、一般の小学校とあまり変わらないので、首席だの次席だのというランキングも存在しない。

「いやあ、会長に立候補するときに舐なめられるといけないからついノリで……」

「ねえさまは中等部からの編入でしょう。そんな噓うそをついても、実際に初等部から学院に通っている人達たちにはすぐにバレてしまうではありませんか」

「ニカよ、世の中の大抵のことは金と権力と暴力でどうにかなるものだ」

「……まさか初等部からの生徒全員に口止めしたのですか。まったく……。少しは真面目に生きてください。いつまでもそんな調子では恋人の一人もできませんよ？」

「幼女に恋人の心配をされてしまった……。私は大きな精神的苦痛を負ったぞ。賠償金三百兆サクルを請求する。支払えない場合は全裸で市内一周だ」

「鬼ですか……」

　ジト目のゲルニカ。

「冗談だニカ。まあ、貴様に心配されるまでもない。何を隠そう私も現在恋人と一緒にとてもラブラブな毎日を送っているのだよ」

「ねえさまに恋人……!?　それはまた………………悲惨な」

「む……どういう意味だニカ」

「いえ、別に……。ねえさまについて行けるくらいですから、よほど忍耐強い人なのだなあと感心してしまっただけです……」

「ニカが私のことをどう思っているのかよく解った。実に心外だな。私はこう見えて、意外と尽くすタイプなのだぞ？」

「あはは」

　ゲルニカが声を上げて笑う。それがどれだけ稀まれなことなのか、シェンファはよく知っていた。

　……というか、もしかするとこれが初めてかもしれない。

「……どこまでも失礼なやつめ……。耳をかっぽじってよく聴けニカ。私の恋人は凄すごいぞ。超イケメンだぞ。イケメンすぎて普通の女ならば顔を見ただけで失神してしまうほどの超絶美形なのだ。もちろん顔だけでなく頭脳は明めい晰せき、魔法の才能も相当なものだ。当然ながら性格も実によく出来ていて、そこらの貴族にも引けをとらないほど紳士的で礼儀作法をわきまえた完かん璧ぺき超人なのだ」

「……もしかしてザックとかいう人のことですか？」

「ザック？　ああ、それはただの犬だ」

　さらりと酷いシェンファ。

「……まあ、名前なんてどうでもいいです。その恋人さんがどんな人であれ、所しよ詮せんはまだ学校に通っているお子様なのでしょう？　ロジャーの酸いも甘いも嚙かみ分わけた大人の魅力と比べれば、まったく大したことはありませんね」

「ふん、歳を食っていれば大人というわけでもなかろう。そんなことも解らないからニカは幼女なのだ。『飴あめをあげるからおじさんについておいで』などと言われてころりと誘拐されないように注意しておけ」

「上っ面だけのイケメン男にあっさり引っかかるねえさまに言われたくありません。ロジャーの方がねえさまの恋人よりよっぽど素晴らしいに決まっています！」

「なにおう。だったら勝負するか？　なにを隠そう私の恋人は精霊魔法の達人だぞ。十六歳にして複数の精霊のランクＡ魔法を使いこなす優等生だぞ」

「む……ロ、ロジャーは……その……一人でドラゴンを召喚することも可能です！　しかもたくさん！　ロジャーが本気になれば国を一つ滅ぼすことすら容易いことです！」

「なに……!?　なかなかやるなロジャーとやら……だが私の恋人は……その……あれだ……背中に天使の翼がある!!」

「翼……!?」

「ああ。実を言うと彼は天界から堕おちてきた天使と地上人との間に生まれた子供で、魔界からの侵略者から人知れずこの世界を守っているのだ」

「くっ、そんなかっこいい設定、反則です……」

「ロジャーとやらはしょせん普通の人間だろう？　背負っている宿命が違うのだよ」

「そ、そんなことないです！　ロジャーはえっと……口から五千億度の炎を吐きます！　実はロジャーは竜人族の最後の生き残りで地底からの侵略者から世界を守るために日夜戦い続けているのです！」

「む……やるな。だが私の恋人は目から全てを凍らせる光線を出すぞ」

「ロジャーは全部で百八個の心臓を持っているので何度殺しても死にません」

「私の恋人の身体からだは鋼鉄で出来ていて、どんな武器でも傷一つ付けられないのだ！」

「ロジャーはその体内に伝説の聖剣チェルノブイリを宿しています」

「私の恋人は怒ると巨大化するぞ！」

「ロジャーだって、怒ると巨大な龍りゆうに変身します！」

　………………。

　…………。

　……。

　二人の幼女の不毛な対決は、それから一時間ほど続いた。








第一話　眼鏡がない！







　朝が来て、ソリスは目を覚ました。

　昨日はマシロを狙ねらう事件屋のロジャーおよびゲルニカと激しい戦いがあったのだが、早めに寝たおかげか体調は悪くない。

　日課だった講義の予習がまったく出来なかったのが不安要素ではあるが、まあ、どうにかなるだろう。

　トラブルの一つが一段落したところで、今日からまた、いつものように頑張ろう。

　そしてマシロを必ず人間にしてみせよう。

（あれ……いつものように……？）

　何かが引っかかった。

　何か大切なことを忘れているような。

　目を閉じて暫しばし考えるも、特に思いつかない。

「……ま、気のせいか。起きよう」

　呟つぶやき、ソリスは寝そべったまま枕まくら元もとにおいてある眼鏡に手を伸ばした。

　…………ごそごそ。

（…………？）

　眼鏡がない。

　……思い出した。

（そうだ……眼鏡はあいつに割られたんだった……）

　昨日のロジャーとの戦闘で、一時的に優位に立ったロジャーは調子に乗ってソリスの顔から眼鏡を奪い、それを見せつけるように踏みつぶして見せた。

　今も耳に残る、無惨にレンズが砕ける悲しい音（１巻Ⅴ章参照）。

「……くそっ……あの野郎……」

　思い出すと怒りがこみ上げてきた。

　二度と会いたいとは思わなかったが、もしも今度会ったら絶対弁償させてやろう。

（まあそれはともかく、当面どうするか考えなければ）

　頭の切り替えの速さは優秀な魔道士の必ひつ須す条件。

　現実は現実として受け入れ、その上で今自分が何をすべきなのか、自分に何が出来るのかを思考。

　これまでもそうしてきたし、これからもそうしていく。

　それが学院の誇る天才魔道士、ソリス・アレクサンドロの在り方。

（……もっとも、そこまで大おお袈げ裟さに考えるようなことでもないけどな。たかが眼鏡だ。なくなったところで死ぬわけじゃないし）

　ソリスは身体からだを起こし、ベッドから出ようとして──

「どわっ!?」

　ずごんっ！

　派手な音を立てて床に顔面から激突。超痛かった。

　……眼鏡がないせいで遠近感が狂い、ベッドの端に足を引っかけて思いきりバランスを崩してしまった。

「いつつ……」

　真っ赤になった鼻を押さえ、涙目になって立ち上がる。

　部屋の中で転んだことなんて、この街に越してきてから初めてのことだった。

「……ま、まあ、たまにはこういうこともあるさ……注意していればまったく何の問題もない…………筈はずだ」

　自分を納得させるように呟つぶやく。

　と、そこで目の前にぬっと白いモノ。

　真っ白な頭ず蓋がい骨こつ。

「うおっ!?　って、なんだマシロか……」

　マシロ。

　五年前に死んだソリスの幼なじみ。

　ソリスの行った『反魂』の術により、スケルトンとして復活。

　現在はこうしてソリスと同居中。

　まがりなりにも『女の子と同どう棲せい』というシチュエーションながら、色気のある事件などこれまで皆無。

　果たしてこれほどまでに色気のない同居モノラブコメが他にあっただろうかというほど、見事なまでに何もなかった。

　……あっても困るが。骨だし。

【大丈夫ですか？　ソリスくん】

　声帯がないので、首にぶら下げたノートとペンで筆談。

　マシロの字には女の子らしくない力強さがあり（＝雑。がさつ。大ざっぱ）、眼鏡をかけていなくても問題なく読むことが出来る。

「ああ……大丈夫。ちょっと躓つまずいただけだから」

　マシロ、歯をカタカタ鳴らして笑う。

【部屋の中で転ぶなんて、ソリスくんはおっちょこちょいですねえ】

「お、おっちょこちょい……!?」

　マシロが生きていた頃ころならともかく、ここ数年はまったく縁がなかったそんな人物評に本気でショックを受ける。

（おっちょこちょいだと……！　こ、この俺おれが……！　そんなことは有り得ない。もう二度と、こんなしょうもないヘマなんかしないぞ）





　　　†






　朝食をとって準備をしてアパートを出て、学院へと続く道をマシロと並んで歩く。

　マシロが学院に通うようになって二週間目。

　ソリスの『使い魔の骸骨』のことを知らない生徒はもういない。

　マシロはすっかり通学途中の風景に馴な染じんでいた。

　特に騒がれたり視線を集めたりすることなく、二人は歩いていく。

　と、そこへ賑にぎやかな声。

「ソリス先パイ！」

　後ろから凄すごい勢いで走ってきたのは金髪碧へき眼がんの可愛かわいらしい少女。

　ことあるごとにぴこぴこ揺れるアホ毛が印象的。

　死霊術科の一年、メイ・フラメル。

　続けて、メイの後ろから息を切らせながら走ってきた黒髪の少女。

　ヒカリ・ヒストリカ。同じく死霊術科の一年生。

「ぜ、ぜんばい、お、おはよう、ご、ございま……す……げふっ」

　……息切れというか、事切れかけていた。

　体力が有り余っているメイとは違い、虚弱体質。

「だ、大丈夫か？」

　顔が青ざめていて心配になったので声をかける。

「だいじょぶ、ＤＥＡＴＨ……ご心配をおかけして申し訳ありませんこんなゴミ虫ごときがぜんぱいの気を煩わせるなんてもうなんとお詫わびしたらいいのか……もうわたし死にます死ぬしかありまぜん……──って、せ、せんぱい！」

「な、なに？」

　いきなり大声を上げるヒカリに驚く。

「せ、せんぱい、め、めめめめめめめめめめめ……」

「め？」

「め、めめめめ…………めがねっ！　せんぱい、めがねしてないですっ！」

　そこまで驚かなくてもいいのになあと思いつつ、

「ああ、ちょっと割れちゃって。当分は眼鏡なしで生活しようと思う」

「そういえば先パイ、昨日も眼鏡してませんでしたね」

　メイ。そういえば彼女は昨日の夕方、気絶したソリスをマシロと一緒に家に運んでくれたのだった。

　メイ、ソリスに顔を近づけてじっと見る。

「うーんやっぱり眼鏡をしてない先パイもステキですっ！　眼鏡がなくても顔中から滲にじみ出でる知性は変わりませんよねっ！」

「そ、そう？」

　いつも眼鏡をかけていた自分がいきなり眼鏡を取ったらもしかしてみんなから変に思われるのではないかと密かに心配していたソリス、少し嬉うれしくなる。

「改めて太陽の下で見てみると、ソリス先パイの素顔、超チョー素敵、超ステキですっ！いつもステキですけどもっとステキ！　わ、わたしもうどうしたらいいのか！」

「どうもせんでいい」

　苦笑しつつも、悪い気分じゃない。

　……そう、眼鏡などなくても自分はソリス・アレクサンドロ。

　王立トリスメギストス魔道学院精霊魔法科二年の首席にして生徒会副会長にして将来は宮廷魔導師確実とされる俊英。

　容姿端麗にして頭脳明めい晰せき、常にクールで知的、まさに完かん璧ぺき超人と呼ばれるに相応しい男、それが自分だ。

　眼鏡など、自分を彩る無数のギミックの一つに過ぎない。

　これからもそんな自分に誇りを持って堂々と歩いていこう。

「あああ、眼鏡というフィルターが取り払われてせんぱいの神々しいお顔が直接わたしの眼球の中へ……はうっ、わたしのようにじめじめした暗いところでひっそりと棲せい息そくするのがお似合いのミミズ人間には、あまりの神々しさに耐えきれません……真夏の太陽に照らされたミミズのミイラみたいにこのまま干からびて逝いってしまいたいです……さようならせんぱい……むぎゅうううううう」

　いつものように自分で自分の首を絞め始めるヒカリ。

「えいっ」

　なんかもうほとんど作業的に、手慣れた様子でヒカリに当て身を食らわせるメイ。

【相変わらずにぎやかな二人ですねえ】

　マシロが吞のん気きなコメントを書く。

「そうだな」

　ソリスは苦笑しつつ、

「さ、そろそろ行かないと遅刻するぞ」

　そう言って一歩前に踏み出した。

　ずぼっ。

　道の端、蓋ふたが開いたままになっていた用水路に堂々と足を突っ込んだ。

「うげっ!?」

　慌てて足を引っこ抜く。靴とズボンの半分がグチャグチャになり水が中まで染みてきて気持ち悪い。

　さらに、

「ああくそっ、気持ち悪いっ！」

　少しでも水を切るべく足を振り、

　どてっ！

　少し大きめの石に躓つまずいて転んだ。顔面から。

「……………………こ、この俺おれが、石に躓いてこけた……？」

　倒れたまま呻うめき、よろよろと立ち上がる。

「…………せ、せんぱ、い？」

「ソリス先パイ……」

　後輩二人が何か信じられないモノを見たような顔をしてこちらを見ていた。

「い、いや、これは、その……あれだ……」

　ソリス、言い訳を始める。

「……誰だれにでも、たまにはこういうことはあるものだ」

　するとヒカリがぶんぶん首を振る。

「そうです、よくありますせんぱい、わたしなんていつも何もないところで転んだりして、そのたびに死にたくなりますっ！　何度繰り返したら気が済むのでしょうこのゴミ虫は……うう……思い出すだけでまた死にたく……」

「し、死ななくていいから。誰だれにでもあることだ。気にするな」

　ソリス、半分は自分に言い聞かせる。

「そうですよね、誰だってたまには失敗しますよね先パイ」

　満面の笑顔で言うメイ。

「だから気にしないでください先パイ！　わたし、たとえ先パイがドジっ子だったとしても気にしませんからっ！」

「ド、ジ……!?」

　有り得ない言葉に愕がく然ぜんとする。

（馬ば鹿かな、この俺おれがドジっ子だと……？　用水路に足を突っ込んだり石に躓つまずいて顔面から地面に激突したりする、そんなドジっ子……!?　あ、有り得ない、たかがちょっと視力が落ちたくらいでこんな無様な……）

　ソリス、ぎゅっと拳こぶしを握りしめて誓う。

（俺はドジなんかじゃない……もう二度と、こんな醜態を見せるものか……！）
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　……誓ったはいいが、結果は無惨なものだった。

　学院に着いたあとも、ソリスは普段では有り得ない失敗を連発。

　まずは軽いジャブとして、教室に入るときに扉に顔をぶつけた。朝から顔をぶつけてばかりだ。

　ソリスが扉に顔をぶつけた──衝撃の事件に驚きよう愕がくする他のクラスメート達たちに言い訳するように「たまにはこんなこともあるさＨＡＨＡＨＡ」と爽さわやかな笑顔を浮かべながら椅い子すに座ろうとして転倒、運悪く机の角に頭をぶつけて半泣きになるほど痛かった。

　信じられないモノを見るような顔のクラスメート達。

　授業中も大変だった。

　黒板の字が読めない。

　数学の時間、どうにかしようと黒板を凝視していたところ、いつものように教師に問題を解くように言われたのだが、ノートをとることに集中していたソリスは教師の話を聞いていなかった。仕方なく謝る。

「……すみません、聞いてませんでした」

　優等生として全幅の信頼を置いていたソリスのこの言葉に、教師はまるで裏切られたような悲しそうな顔をした。

　彼はソリスを叱しかったりしなかった。

　ただ、小さくため息をついて他の生徒を指名した。正直、怒られるよりも辛い。

　その次は精霊魔法の呪じゆ文もんの講義。

　黒板の文字は数学以上に小さくて、さっぱり読めない。

【ソリスくん、よかったらわたしが代わりにノートをとってあげましょうか？】

　マシロがそう言ってくれたのでお願いするも、

【……書き写そうにも、何が書いてあるのかさっぱり分かりません……というかアレ、本当に文字ですか？】

　素人にとっては、精霊文字なんてただのよく分からない記号の羅列にしか見えない。中には同じ文字なのに他の文字との間隔によって意味が違うとか、文字の角度や大きさ、さらにはその日の天気や月の形によって意味が変わるというものまである。読むどころか、ただ書き写すだけでも困難。

（仕方ない……今日の講義の内容は部屋に戻ったあとしっかり復習しておこう……）

　ノートをとることを諦あきらめるソリス。

　しかしそこに救いの手。

「ソリス様、もしよろしければわたくしのノートを見せてさしあげましょうか？」

　隣の席に陣取っていた赤毛の少女──キャロル・カリオストロ。

　かなり参っていたソリスにとって、彼女の姿はまるで女神に思えた。

「ありがとう、恩に着る」

　心からの感謝を込めて、とてもイイ笑顔でソリス。

　キャロル、一瞬で耳まで真っ赤になる。

「べ、べつに大したことではありませんわ。クラスメートが困っているのを見過ごすわけには参りませんもの」

　言いながら、キャロルはノートをソリスの方に寄せてきた。

　さらに身体からだも寄せてくる。そうしなければノートをとることが出来ないのは解るが、ちょっと密着しすぎのような気がしなくもない。顔も赤いままだし。

【キャロルさん、デレるのが早過ぎです……ここはもうちょっとツン度を維持しておかなければ、他の人たちとかぶってしまいますよ？】

　意味不明なことを言うマシロ。

「な、何を言っていますの!?　べ、べつにわたくしはデレてなど！」

　身体を密着させたまま、キャロルは弁明。

　と、そのとき、

「ソリス・アレクサンドロ、キャロル・カリオストロ」

　いきなり教師に名前を呼ばれた。

「……私の授業でラブコメごっことはいい度胸だ」

　男にも女にも優等生にも問題児にも平等に厳しいことで有名な教師は、容赦なくソリスとキャロルを廊下に立たせた（マシロもついてきた）。

　……自分が廊下に立たされる日が来るとは、正直想像すらしたことがなかった。

　本気で泣きそうだった。

　隣で立っているキャロルの方は、妙に幸せそうな顔をしていたけれども。
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　災難はそのあとも続いた。

　朗読しろと言われたページを間違えたり教科書自体を間違えたり壁に頭をぶつけたり、移動する教室を間違えて女子生徒達たちが着替えている部屋に入ってしまったり（幸か不幸か、よく見えなかったが）。

　午前の授業が終わりへとへとになったソリスは学食で珍しく奮発してオムライスの大盛りを頼みケチャップをかけ────たつもりが特製激辛唐辛子ドレッシングを思いきりぶっかけて周囲から奇異の目で見られた。

　あまりの辛さとマズさに泣きそうになりながらも「たまにはドレッシングをかけて食べるのもいいものだ。辛いな……ふっ」などと嘯うそぶきつつむしゃむしゃとオムライスを食うソリスを他の生徒達は恐ろしげな顔で見守っていた。

　極めつけは昼食後の実技だった。

　教師の指示＝各自、自分の得意な魔法を使って見せなさい。

　調子が悪いときは悪いことが重なるものだからここは無難にやりすごせばいいものを、見栄っ張りなソリスは汚名を返上すべく、得意技である風精霊のランクＡ、『荒嵐裂波迅タイラントストーム』を派手にアレンジして見せようとした。

「見ろ！　これが俺おれの本当の姿だ！　今朝からの俺はその、なかったことに！」

　……しかし出てきたのは、あらゆるものを切り裂く真空の刃ではなくただの吹き荒れる風。しかもコントロールが利かず周囲で見守っていた他の生徒達を巻き込む。

「しまった！　杖つえにセットする魔石を間違えた!?」

　魔道士としてあまりに致命的かつ初歩的なミス。

　魔法を使う際は触媒の選択を慎重に行うべし──初等部の児童ですら知っている、基本中の基本。

「「きゃあああああああ!?」」

　派手にめくれあがる女子生徒の制服、乱れ咲く下着。

「「おおおおおおおおお!?」」

　男子生徒達たちの歓声。

　対して、女子生徒達のゴキブリでも見るかのような目。

「グッジョブ！」「信じてたのに……」「奴も所しよ詮せんは年とし頃ごろの男の子か……」「今どきスカートめくりなんて初等部の男子ですらやらないのに」「そこにしびれるあこがれる」「ほほう、なるほど、これがソリスの本当の姿だったのか」

「ち、違う、違うんだみんな！　これは、その……」

「……ソリス様、疲れているのなら今日はもう休まれた方が……。生徒会の仕事はわたくしが代わりにやっておきますから、ね？　大丈夫ですわソリス様。たとえあなたの正体がスカートめくり魔であったとしても、あなたはわたくしの良きライバルなのですから……」

「うう……」

　キャロルの優しい言葉が痛かった。

　せめて目を合わせて言ってほしい……。
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　ソリスの本日の醜態は、あっという間に全校に広まった。

　それはもう、使い魔召喚の件や試験で首席だったといった華々しいエピソードよりも遙はるかに早く。

　眼鏡がなくなっただけで一気にこの有様。

　もしかしてソリス・アレクサンドロの力はあの眼鏡によるものだったのではないか。

　精霊魔法科首席の頭脳もランクＡの魔法を使いこなす魔力もマシロという高等な使い魔を召喚するほどの才能も、全ては眼鏡のおかげだったのだ。

　というかむしろあの眼鏡こそがソリスの本体で、今学校に来ているのはただの操り人形なのではないか──。

　そんな馬ば鹿か馬鹿しい噂うわさすら、まことしやかに囁ささやかれる始末。

（眼鏡の操り人形って何だよ!?）

　思わずそう叫びたい衝動に駆られたが、常にクールな優等生を演じてきたソリスがいきなり叫びだしたりしたら、その噂に信しん憑ぴよう性せいを与えてしまうだけだ。

（実際、自分で振り返ってみても今日の俺おれは酷かったし……）

　こんな失敗など明日から挽ばん回かいすればいい。

　いつものソリスならすぐにそうやって思考を切り替えるところだが、ここまでアレだとその気力もない。

　順調だった過去五年分の失敗を、今日一日でやらかした気がする。




「…………認めよう……俺には、眼鏡が必要だ」




　ひどく重々しく、ソリスは呟つぶやいた。

「眼鏡がないと俺は駄目なんだ……！　なくなって初めてその大切さに気付いたんだ。もう俺は、君なしでは生きられない……帰ってきてくれ……マイ眼鏡……」

　なんかもう、愛の告白でもしているかのようなノリであった。

【でも、ゲルニカさんと戦っているときは、眼鏡がなくても大丈夫でしたよね？　それに部屋に戻ったあとも特におかしな様子はなかったですし】

　心配そうなマシロ。

「……戦闘中はずっと気を張り詰めていたし、そのあとは部屋から一歩も出てないしすぐに寝ちゃったし……。どうも一晩寝て緊張の糸がプッツリ切れたみたいだ」

【なるほどー】




「というわけで……今から眼鏡を買いに行く」




　ソリスはついに決意した。

　最初は我慢して眼鏡なしの生活を送るつもりだった。

　奨学金頼みの貧乏学生であるソリスの生活は非常に苦しい。

　特に生徒会に入ってからは忙しくてアルバイトをする暇もなかったし。

　値段にもよるが、眼鏡を新調する余裕などない。

「それでも……たとえ何を犠牲にしてでも、俺おれは君を手に入れてみせる……」

　拳こぶしを握りしめ、ソリスは静かに宣言。

【うわー……ソリスくんがかつてないほどアホな子に見えます……】

　マシロが小さな文字でコメント。

　しかしその字はソリスには小さすぎて読めなかった。
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　キャロルの言葉に甘えて今日の生徒会の仕事は休ませてもらい、校門を出る。

　そこでメイとヒカリに出くわした。

「あれ？　珍しいですね先パイ！　今日はもうお帰りですか？」

「ああ」

　するとメイ、太陽のような笑顔を浮かべる。

「だったら一緒に帰りましょましょ先パイっ！」

「あー、悪いけど、これから寄るところがあるんだ」

「寄るところ？」

「眼鏡屋」

「あ、だったらわたし、いい感じのお店知ってますよ。店長さんと知り合いなので値引きしてもらえると思います。ご案内しましょうか？」

　渡りに船だったので、頼むことにした。

「じゃ、さっそく出発しましょー先パイっ！」

　元気よく言って、メイはごくごく自然にソリスの腕にしがみついてくる。

　ふくよかな胸の感触が腕に伝わってきて、思わず顔が赤くなる。

「は、放せって」

　慌てて振り払う。

「照れなくてもいいのに～。先パイってばウブなんですから」

　小悪魔みたいな笑顔で言うメイに、ソリスは憮ぶ然ぜんとして歩き出した。

「怒らないでくださいよ～先パ～イ」

　メイがソリスの横に並ぶ。

　左にメイ、右にマシロ。

　両手に花というにはシュールな光景。

　と、そのマシロが不意に、ソリスの腕にしがみついてきた。

　肋ろつ骨こつの感触が腕に伝わってきて…………特に何とも思わない。

「どうしたんだマシロ」

　何がしたいのかよく解らなかったので尋ねると、マシロはすぐに自分から腕を放した。

【なんでもないです】

「……？　そっか」

　特に気にすることもなく、ソリスは歩く。

　歩きながらメイに尋ねる。

「ところでその眼鏡屋ってどのあたりにあるんだ？」

「七番通りからちょっと行ったところです」

「ふーん……結構歩かなきゃいけないな」

「そうですね～。なんだったら馬車で行きますか？」

「いや、歩く」

　即答。

　……市営の馬車は学生でも気軽に乗れるくらいの良心的な値段設定なのだが、今のソリスには馬車代すら惜しい。

「……しかしまあ、君は顔が広いな。なんで眼鏡屋の店長なんかと知り合いなんだ」

　素直に感心する。

　勉強ばっかりしていて、四年以上も住んでいるのに観光案内すらまともに出来ない自分とは大違いだ。

「そのお店、わたしがコーチをしてるフットボールチームの子の、お父さんがやってるお店なんですよー」

「ああ、あの生意気なガキどもか……」

　昨日子供たちに吐かれた数々の暴言を思い出した。

「みんな可愛かわいい子たちですよー。たしかにちょっとやんちゃですけど」

【子供は元気すぎるくらいがちょうどいいんですよ。昔のソリスくんなんてほんとに暗くてうじうじしている鬱うつ陶とうしいガキでしたからー】

「……俺おれってそんなふうに思われてたのか……！」

　たしかにネクラだったことは認めるが、マシロと出会ったばかりの頃ころは年上のお姉さんにドキドキしてしまってマトモに話せなかっただけなのに……。

「はい？　昔の先パイですか？」

　メイが怪け訝げんな顔をしたので慌てて誤魔化す。

「ははは、マシロのボケは相変わらず面白いなあ。俺おれは昔から超爽さわやか系だったよ」

「怪しい……。先パイ、何か隠してません？」

「か、隠してない。俺が君に噓うそなんてつくと思うかい？」

「そうですねっ、先パイがわたしに噓なんてつくわけないですよねっ！　先パイの言うことは全部真実なんですっ！　先パイの言うことに間違いはありませんっ！　たとえ宇宙は地球を中心に回ってるんだって言われても信じちゃいますっ！」

「いやいや、そこは信じちゃ駄目だろう。言わないけどそんなこと」

「そうですよねっ！　宇宙は先パイを中心に回ってるんですよねっ！　ひゃあー、人類は先パイの気まぐれで生かされているんだー」

「……君は妙な宗教でも入ってるのか」

「愛と信仰は同じようなものだ──かつてとある偉人はそう言いました」

「知らねえよ」

「わたしはソリス先パイという宗教の敬けい虔けんな信者なんです。いわゆるソリスチャンです」

「人を勝手に宗教にしないでくれ……」

　どうでもいい会話をしながら、一行は街を歩く。

　途中で銀行に寄り、ソリスはなけなしの貯金を下ろした。

（……予算は三万サクル──ちょっといい眼鏡を買おうと思ったら、これじゃ足りないかもしれない……かといって安物だとすぐ駄目になりそうだし……長く使うものだから、ある程度はいい物を買いたいよな……）

　ちなみにロジャーに割られた眼鏡は、三年前にフリーマーケットで値切りに値切って三千サクルで購入した。普通なら十万はするブランドものなのだが、出品者が美少年好きのお姉さんだったことが幸いした。

「この場で半ズボンを穿はいてくれたら三千でいい」という彼女の条件を、当時のソリスは受け入れた。度もサイズもぴったりで、まるでソリスのために誂あつらえたかのような逸品、絶対に逃すわけにはいかないと思った。運命を感じたと言ってもいい。

　……眼鏡を手に入れた代償に、人として何か大切なものを失った気がしたけど。

（そんな苦労をして手に入れた眼鏡を……あの男は……）

　いつか絶対仕返ししてやろう。

　現実を受け入れて前を見ることと、恨みを忘れないことは違うのだ。

　と、そこでマシロが何やらノートに文字を書き始めた。

【ヒカリさん、さっきからずっと黙ったままですけど、どうかしたんですか？】

「え？」

　ソリス、後ろを振り返る。

　いつものように生気のない顔をして無言で歩いている黒いローブ姿の黒髪の少女。

「あ、いたのか」

　ソリス、思わず言ってはならないことを言ってしまった。

　ヒカリ、目をくわっと見開いてわなわなと震える。

「い、いたのかって……ひ、ひどいですせんぱい……でもいいんです、私のようなゴミ虫にせんぱいを非難する権利なんてありません、どうか思う存分無視してください虫だけに無視ですよあははは……はぁ、どうせ私のようなゴミ虫なんていてもいなくても同じなんです、むしろ酸素を消費しないぶんいない方がマシなんです……。あ、そうか、つまりせんぱいは遠回しに死ねって仰ったんですね、気付かなくてすみませんでしたこの愚か者は今すぐ自害して果てますっ！」

【ちょっぷ】

「ぐげぶぅっ！」

　わざわざノートに書いて宣言したあと、マシロがヒカリの頭に痛烈なチョップ。

「……うぅぅ……ひ、ひどいですマシロさん……」

　……かなり痛そうだった。

「まあそれはそうと、いつにも増して元気がない気がするけど、どうかしたのか？」

「うう、『それはそうと』で存在を忘れたことを誤魔化そうとするせんぱいは非道い気がしますけど、お気遣いありがとうございます。少し考え事をしていたんです……」

「考え事？」

「はい……」

　足を止め、暫しばし無言でヒカリはじっとこちらを上目遣いで見つめる。

「な、なに？」

　ソリス、少しドキドキ。

　メイに比べて地味とはいえ、よく見れば彼女の顔立ちは相当に整っている。

　生前のマシロと共通するものがある、典型的なアメツチ美人だ。

　そんな美少女が、

「せんぱいは、ぱんつがお好きなんですかっ!?」

　人通りの激しい夕方近くの大通りで──大声で。

「は、はあっ!?」

　ソリス、動揺。

　ヒカリ、周囲の奇異の視線にも気付かず、真っ赤になって言う。

「聞きました、せんぱいが実技の時間に、そ、その……す、すかーとめくりをしたって！　午前中にも女の子の着替えを覗のぞいたって……」

「ま、待て、ちょっと待って！　そんな大声で……」

　周囲の視線がソリスに刺さる。ヒソヒソ、ヒソヒソ……。

　ヒカリ、なおも口を開く。

　まるで愛の告白でもしているかのような懸命さで、他のことなど一切認識できないらしい。はた迷惑なことに。

「も、もしもその、せんぱいがぱんつがお好きでしたら、……そ、その、わ、私のぱんつをいくらでも差し上げます！　だ、だからせんぱい、もうこれ以上罪を重ねるのはやめてください……！」

「ひ、人を下着ドロの常習犯みたいに言うんじゃねえーっ！」

　ソリス、ほとんど悲鳴。

「いいんですせんぱい、私、せんぱいにだったら何をされても……せんぱいが望むのなら、家にある全てのぱんつをせんぱいに捧ささげても──」

【ヒカリさんヒカリさん】

　マシロがヒカリの肩を優しく叩たたく。

「マ、マシロさん？」

（ふう、良かった、止めてくれるのか）

　マシロ、書き書き。

【ソリスくんは、モノ自体よりもシチュエーションを重んじるタイプです。つまり今はいているブツをそのまま渡すのがベスト！】

「んなアホな……っ!?」

「そ、そうだったんですかせんぱい、わかりました、だったら今ここで私のぱんつ──」

「乱風衝拳ウインドフイストォォォォォォォォ────ッ!!」

「ぐげぶっ!?」

　高速詠唱によって放たれた風の塊がヒカリの身体からだを激しく打ち据すえて気絶させた（ちなみに近くにいたマシロは、恐ろしいことに不可視の弾丸をあっさり全部避けた）。

　思わず攻撃魔法をぶっ放してしまったことを少し反省しつつ、ソリスは冷や汗を拭ぬぐう。

「ふう……まったく恐ろしい娘だな……何を考えてるのかサッパリわからん……」

「そうですかー？　ヒカリちゃん、結構単純ですよ？」

　メイ。

「ヒカリちゃんの考えてることはわたしとおんなじです。寝ても覚めてもソリス先パイのコトばっかり♥　わたしとヒカリちゃんはソリシタン仲間なんです」

「だから人を怪しげな宗教の神にするのはやめてくれ……」

　心の底からげんなりしつつ、ソリスはため息をついた。

　足下では気絶したヒカリがうわごとを言っている。

「……ぅぅ……ソリスせんぱい……ぱんつぅ……もらってください……」

「いらねえよ！」

「……ぱんつぅ……はいてますかぁ……？」

「はいてるよ！」

　律儀にツッコみつつ、ソリスはヒカリを背負って再び歩き出す。

　柔らかな腕、背中に当たるもっと柔らかな感触。

　メイもそうだけど、黙っていれば可愛かわいい女の子なのになあと心の底から思う。

【ソリスくん、顔がちょっといやらしいですよ】

「気のせいだ」

　マシロの言葉に憮ぶ然ぜんと答える。

「いいなーヒカリちゃん、先パイにおんぶ……。先パイ、ヒカリちゃんが気がついたら今度はわたしをおぶってくださいっ！」

「え」

　先ほどの胸の感触を思い出して、少し顔が赤くなる。

　あんなのを背中に感じながら歩くのは拷問に近い。

「や、やだよ。その……なんか重そうだし」

「ひ、ひどいっ！　女の子に『重そう』は絶対に禁句ですよ！」

　メイが頰ほおを膨ふくらませた。

【じゃあソリスくん、わたしならどうですか？　軽いですよ】

「え……」

　ソリス、骸骨を背負って歩く自分の姿をイメージ。

「…………なんか怪談の一場面みたいだな」

「あはは、たしかにそうですねー。それはそれでステキですけどっ！　そういえば神話にもありますよね。死の国から恋人を連れ戻して、彼女を背負って長い坂を登る男！　しかし男は『地上に戻るまで決して彼女の顔を見てはならない』という禁を破って恋人の顔を見てしまう！　そこには生前の美しい顔とは似ても似つかぬ恐ろしい姿になってしまった恋人が！　……はぁ～、ロマンティックですよねえ」

「どのへんが!?」

　相変わらずよく解らないセンスのメイに、ソリスは全力でツッコんだ。




　……だからソリスは気付かなかった。

『怪談の一場面みたい』というソリスの言葉で、マシロが俯うつむいてしまったことに。











　　　†






　目的の眼鏡屋に到着。

　大通りから人気の少ない細い路地に入り、しばらく進んだ突き当たりの、小さな建物。

　まるで隠れるようにひっそりと。ドアには『眼鏡』と古アメツチ文字で書かれた小さな看板が掛けてあるだけ。

　商売する気があるとは思えない。

　中も外装の印象通り。埃ほこりっぽくて、とても繁盛している様子はない。

（……このどこが『いい感じのお店』なんだ？）

　そういえば昨日も夕暮れ時の廃寺を『いい感じの雰囲気』と形容していたし……メイの『いい感じ』は二度と信用しないことにしよう。

　まあ、棚に幾つもの眼鏡が陳列されているので、確かに眼鏡屋ではあるのだろう。

　ソリスとしては、良いものを安く買えるなら文句はない。

　店内には誰だれもいなかった。

　とりあえず、店の片隅に置いてあった椅い子すにヒカリを座らせる。

　メイが奥の扉に向かって叫ぶ。

「おっじさーん、お客さんですよー」

　すると──

　軋む音キイイイイイーー。

　扉がほんの数センチだけ開き、こちらを覗のぞき込こむ血走った眼光。

「ひい……っ!?」

　ソリス、思わず悲鳴を上げそうになる。

　ゆっくりと、重々しく扉が開かれる。

　出てきたのは目以外を黒いローブで覆い隠した小柄な男。

　ローブのそこかしこに呪じゆ符ふが貼はられ、まるで封印された邪悪な魔法使いのよう。

「……な、なんなんだ、この無駄に個性的な怪しいやつは……」

【実は全ての事件の黒幕でしたーって言われても信じちゃいそうですねえ】

　素直な感想を述べるソリスとマシロ。

　ギロリ。無言のまま、男の眼球がソリスを睨にらむ。

「……っ!?」

「あはは、そんなに緊張しなくても大丈夫ですよソリス先パイ。店主さん、ちょっと怪しいですけど普通のおじさんですから」

（いや、どう見ても普通じゃないだろう）

　内心でツッコむ。

　恐ろしいことに彼がこの店の店主らしい。

　店主がメイに視線を向ける。

「ひっひっひ、久しぶりだなあメイたん。相変わらず見事なおっぱいだねえ。前に会ったときより大きくなったんじゃないかい？　まったく最近の若い娘この発育ときたらけしからんなあひっひっひ」

　……いきなりセクハラ発言。さすがにこれは予想できなかった。

（……たしかに普通のおっさんだ）

　普通のスケベなおっさんだった。

「こんなけしからんおっぱいに指導されるんなら、息子に代わっておれがチームに入りたいくらいだね、ひっひっひ」

「やだもうおじさんったら。えっちなんだからー」

　笑いながら普通に会話しているメイのことを、ソリスは心底凄すごいと思った。

「んで、今日は何の用かね。息子ならまだ帰っとらんぞ。もしや……メイたん、ついに眼鏡をかける気になったんかね。おれは常々思っておったんだ。メイたんのような華やかな美少女にこそ眼鏡は相応しいと」

「あ、眼鏡が必要なのはわたしじゃなくてですね、こっちのソリス先パイなんです」

「ああ？」

　ギロリと店主の目がソリスの方に向けられる。

　そして、

「てめえがソリスかああ!!」

「っ!?」

　いきなり怒鳴りつけられ、ソリスの心臓が跳ね上がる。

「可愛かわいいメイたんを誑たぶらかす悪魔の手先め！」

「あ、悪魔の手先って！　あんたに言われたくない！」

「ふんっ！　てめえに売る眼鏡はねえっ！　去れ！　いや、死ね！」

「死ねとまでっ!?」

　予想外すぎる反応に焦る。

　まさか問答無用で販売拒否された上にこんな暴言を吐かれるとは思わなかった。

　が、

「ん……？」

　店主の目がソリスの横、マシロに向く。

「むう、これはまた、美しいスケルトンだなあ。メイたんが作ったんかい？」

「違いますよ。マシロっちは先パイの使い魔なんです」

【マシロ・アナスタシアといいます。今はとりあえずソリスくんの使い魔ということになっています】

「むう……」

　ギロリ。

　また睨にらまれた。怖いのでやめてほしい。

「貴様が、なあ……。まあ、魔道士としてはそれなりだと認めないわけにはいかんか」

　不機嫌そうな店主。

「ここはですね、魔道士御ご用よう達たしのお店なんです」

　メイが言った。

「古代ヘルメス王朝時代の伝説の眼鏡だとか魔力の流れが見える眼鏡だとか強力な魔法防御が掛けられていて火山の中に落としても大丈夫な眼鏡だとか傷が付いても自動的に修復される眼鏡だとか、珍しい眼鏡がいっぱいあるんですよ」

「ふーん、魔道具科の生徒だったら大喜びしそうな店だな……」

　……自分が買いに来たのは魔道具じゃなくて眼鏡なのだが。

「んで、どんな眼鏡をお望みだ？」

　店主が睨みながら言う。

「おれとしてはこのへんの『付けると外せなくなる眼鏡』、『レンズから攻撃魔法を放つ眼鏡』、『幻術によって愉快な顔になってしまう眼鏡』、『足が臭くなる眼鏡』、『太陽光を集中させてかけた人間の目が潰つぶれる眼鏡』あたりがてめえにはお似合いだと思うんだが」

「いや、そんなオモシロ眼鏡は全力で御免こうむる。普通の眼鏡でいい。というか、普通の眼鏡じゃないとイヤだ」

「ふん……つまらん男だな。何も言わずにこの『レンズから冷凍光線が出る眼鏡』を選ぶくらいの男気を見せてもらいたいもんだ」

「目が凍るだろそれは……」

「ケッ、細かいことをぐちぐちと。やっぱりメイたんには相応しくねえよ。せめてメイたんのおっぱいくらい器のでかい男でねえと」

　店主、不機嫌な様子で奥の方にある棚を指差す。

「ほれ、そこの棚のが普通の眼鏡だ。おれは興味はないが『アポロン』やら『プロキオン』やら『グラスホッパー』やらもある。まあ適当に選べ」

「どれも有名ブランドじゃないか……いいのかこんな小汚い棚で埃ほこりかぶってて……」

「値段はどれも二千」

「安っ!?」

「二千万だ」

「ぼったくりかよ！」

「おじさんおじさん、安くしてあげてよ。今度の試合でチアガールしてあげるからっ！」

　メイが笑顔で言うと店主は目をいやらしく細めた。

「そりゃあ是非とも見物に行かねえとなあ。ちっ、しょうがねえなボンクラ、奮発してやるからとっとと選びやがれ」

「……今度はボンクラ呼ばわりか……まあ、安くしてくれるならいいけど……」

　釈然としないが、とりあえず眼鏡選び開始。

　それほど大きな棚ではなかったが、意外なことに品しな揃ぞろえは悪くない。

　千サクルの安物からン十万サクルの高級品まで揃っている。

　量よりも質──いい眼鏡が厳選されているという印象。

　ソリスの趣味に合うものも多く、目移りしてしまう。

「……あのさ、この『アポロン』の創業百周年記念限定生産モデルを三千で売ってくれって言ったら……」

「アホかてめえは。オークションにかければ五十万は堅いプレミア品だぞ。便器に頭突っ込んで死ねこの早漏野郎が」

「……くっ、言ってみただけなのにここまで罵ば倒とうされるとは……。つーか、そんな貴重品を無造作に並べておくなよ……」

　文句を言いながら、他のものをじっくり見て回る。

「それにしても眼鏡って色々あるんですねー。これなんかすごい面白い。ねーねーおじさん、わたしもかけてみていい？」

　メイが言った。

「もちろんだぜ。むしろこっちからかけてくださいとお願いしたいくらいだ。だが、メイたんはこっちの棚の度が入ってないやつにしておきな。目が悪くなる」

「はーい」

【あのー、わたしも眼鏡を試していいですか？】

　興味を惹ひかれたらしく、マシロまでそんなことを言い出した。

「あんたが？　くっくっく、面白いことを言う使い魔だなあ。主人とは大違いの面白さだ。まあ、好きなのをかけるといいさ。だが、そっちの棚にあるやつだけは注意しろよ」

　店主がヒカリの寝ている椅い子す近くの棚を指さした。

【？】

「あそこにあるのはいわく付きの眼鏡ばっかりでな。所有者がいつも不審な死を遂げるとか発狂するとかそんなんばっかりだ」

「そんな眼鏡を置いておくなよ！」

「いちいちうるせえ野郎だなあ。てめえはさっさと買う眼鏡を選べボケナスイモ野郎」

「あんたもいちいち人を罵ば倒とうしないと気が済まないのか……」

「へこんだか？　その痛みはメイたんを奪われたおれの心の痛みだ」

「無茶苦茶なこと言うなあ……」

　これ以上相手にするのも不毛なので、言われたとおり眼鏡選びに専念することにする。

　だが、

「先パイ先パイっ！」

　メイがわざわざ眼鏡をかけた姿を見せに来た。

「えへへ～、どうですか？　似合いますか～？」

　顔をぐっと近づけて、上目遣いに覗のぞき込こんでくる。

「……ッ！」

　ソリス、絶句。

　メイがかけていたのはフレームのないタイプの四角い眼鏡。特に珍しいものでもない。

　それなのに……。

（それなのに何故だ!?　いつものメイと全然違って見える……！）

　ただ眼鏡をかけているだけで、いつもの元気そのものといった雰囲気がなりを潜め、どこか大人しそうな、知的な雰囲気の美少女に変へん貌ぼうしている。

「？　どうしたんですか先パイ？」

　ちょこんと小首を傾かしげる仕草も、恐ろしいくらいハマっている。

「か、可愛かわいい……」

　思わず、口に出して呟つぶやいていた。

　メイ、満面の笑顔。

「きゃーっ、すっごいすっごいすっごいっ！　先パイに可愛いって言われちゃった言われちゃった言われちゃったーっ！　しかも今なんか素でしたよね？　ガッチガチの本音モードでしたよねっ!?　ねっ!?　ねっ!?」

「い、いや、その……」

　ソリス、頰ほおを赤くして顔を背ける。

　メイの顔を直視できないなんて、こんなことは初めてだった。

「くっくっく……それが眼鏡の魔力だ……。かけるだけで顔の印象を一瞬にして変えてしまう。しかもほとんどの場合上方修正だ。可愛い女の子はより可愛く、普通の女の子も普通に可愛く、メイたんのようなハイクオリティ美少女ならその効果はさらに凄すさまじいものになる……恐れ入ったか……」

　店主が勝ち誇った笑みを浮かべる。

「……これが、眼鏡の魔力……。たしかに恐れ入った……。俺おれは……眼鏡というものを甘く見ていたのかもしれない」

　ソリス、絞り出すようにアホな台詞せりふ。

　つんつん。

「ん？」

　メイに続いて、「今度は自分の番」とでも言いたげにマシロが来る。

　マシロはサングラスをかけていた。サングラスをかけた頭ず蓋がい骨こつ。

「ん、まあ……普通だな」

　正直な感想。

【それだけですか？】

「ああ」

【……ソリスくんのばか】

「そんなこと言われても……」

【むー……だったらもっとインパクトのある眼鏡でリベンジです！】

　マシロ、再び眼鏡を物色し始める。

「無駄だと思うけどなあ……」

　そもそも『ガイコツである』という時点でビジュアルのインパクトが大きいので、どんな眼鏡をかけても『眼鏡をかけたガイコツ』以上にはならない気がする。












「サングラスよく似合うよマシロっち！　……それにしてもソリス先パイが眼鏡めがね萌もえの人だったとは驚きです。これからはたまに眼鏡をかけることを検討しなければいけませんね。いざというときの勝負眼鏡を買わないとっ」

　メイが楽しげにアホなことを言った。

　そのとき。

「……ぅ……うぅん……」

　部屋の隅で、ヒカリがようやく目を覚ました。

「……わ、私……？　ここ、どこでしょう……眼鏡屋さん……？　あれ、メイちゃんにマシロさん、なんで眼鏡なんか……」

「ヒカリちゃんヒカリちゃんっ！　大ニュース大ニュースっ！　なんとソリス先パイは眼鏡好きなのでしたっ！」

「そ、そんなこと大声で言うなー！」

　焦るソリス。

「え……眼鏡好き……？」

「そうなのっ！　ヒカリちゃんもかけてみかけてみっ!?」

「あ、うん……」

　まだ寝ね惚ぼけている様子で、言われるままヒカリは近くの棚に陳列してあった眼鏡を手に取り、無造作にかけた。

　黒いフレームの眼鏡。大人しそうなヒカリの雰囲気によく似合っている。

「げっ！　それは！」

　店主の焦った声。

　あの棚にはたしか、危険な眼鏡が集まっているとか──。

「ヒ、ヒカリちゃん、なんともない……？」

　心配そうにメイ。

「……ええ、なんともないですよ？」

　ヒカリが答え、一同ホッとする。が、

「えへへ……全然、なんともないですよぉ……。むしろとっても身体からだが軽いんですぅ……。ふわふわしてとってもいい気持ち……頭の中がとっても澄んでるんです……自分がどれだけちっぽけなことで悩んでいたのか解りました……解っちゃいました……くだらない……ぜんぶくだらないんです……きゃはははははは、私は、私を縛っていた色んなモノから解き放たれて、ああ、私は今、自由ですっ！　今なら空だって飛べる気分ですっ!!」

　虚うつろな目、うっすらと開いた口、ひくひくと痙けい攣れんする身体。

　空を飛べる気分どころか、本当に微妙に足が空中に浮いていた。

　全身から漂っている黒色の霧みたいなもの＝だだ漏れになったヒカリの強大な魔力。

　…………どこをどう見ても、ヤバかった。

「よりによってアレをかけちまうとは……」

「なんなんだあの眼鏡!?」

「……アレは……『リビング眼鏡』だ。眼鏡の形をしちゃいるが、立派な異界生物──つまり召喚獣だ。普段は眼鏡に擬態し、かけた人間の意識を乗っ取り、本能のままに暴れ回る恐ろしいモンスターだ……！」

「…………」

　ソリス、どう反応していいか迷う。

（……え？　今の笑うところ？　死ぬほど馬ば鹿か馬鹿しい気がするのは俺おれだけか？　でも状況的には全然笑い事じゃないみたいだし……）

　こういう不条理な状況って、アンデッドの次に苦手だ。

「ヒカリちゃんっ！」

【ヒカリさん、正気に戻ってください！】

　すんなりシリアスモードに移行したメイとマシロが呼びかける。

（こいつら順応性高いなあ……）

　眼鏡に操られたヒカリが、けたたましい哄こう笑しようを上げる。

「きゃはははははははははははははははっははははっははははははは──────ふん」

　不意に無表情になり、

「……せんぱいの側そばから離れてください。消しちゃいますよ？」

　言うが早いか、ヒカリの手に黒い霧が集中、霧は弾丸となってメイとヒカリに向かって撃ち出される。

「《魔風障壁ウインドシールド》!!」

　ソリス、とりあえず発動させておいた魔法障壁を二人の前に展開。

　黒い弾丸が魔力を帯びた不可視の風の盾たてに衝突し、黒い火花を散らす。

　無詠唱──魔法ですらない、魔力の塊をただ放出するだけの単純な攻撃。

　それなのに、ランクＢの魔法障壁がたった一撃で消失。

「んな馬鹿なっ!?」

　ヒカリがソリスの方に顔を向け、不思議そうに首を傾かしげる。

「あれー？　せんぱい、いま、いま、私の邪魔をしませんでしたかあ？　許せない。許せない。許せない。裏切り者。裏切り者。裏切り者。殺してやる」

「どうしてそうなる!?」

　思わず悲鳴。

「うふふ、せんぱぁい……」

「……なあ、この娘こって死霊術科一年でトップなんだろ？　それだけの力があれば、こんな他人に寄生しないと活動できないような低級モンスターの呪じゆ縛ばくなんて、自力ではね除けられるんじゃないのか？」

「ヒカリちゃんは魔力も大きくて魔法の才能もバッチリなんですけど、いかんせん意志薄弱ですから！」

　メイが真顔で即答。

「な、なるほど……手軽に取り憑つけるくせに高性能……寄生タイプのモンスターにとっては最高の人材ってことか」

「きゃはっ、最高って……せんぱいにほめられちゃった♥」

「ほめてない！」

「だったら死ねええええええええ！」

　ヒカリの手から放たれる黒い弾丸。

　とっさに前に転がって回避、ソリスのいた床に黒いクレーターが生じる。

「うわ……マジかよ……」

　どうやらかなりシリアスな状況らしいとようやく実感。

　ソリス、ヒカリの横をすり抜けて蹴け破やぶるように扉を開け狭い店内から外へ脱出。

「あららあ？　逃げるんですかせんぱい……？　おっかしいなあ……いつものかっこいいせんぱいだったら逃げるわけないのに……あ、そっか、さてはせんぱい、ニセモノですね？　ほんもののせんぱいはどこですか？　せんぱいのおなかのなかですか？　出してくださいせんぱい。せんぱいを出してください。出して、出して、出して、出して、出せ、出せ、出せ、出せ、出せ、出せ、出せ、出せ、出せええええええええええええ！！！！！！！」

　支離滅裂なことを言いながら白目をむいて追いかけてくる眼鏡憑きヒカリ。

「こ、怖えええ……っ！」

　引きつった笑みを浮かべながらソリスは逃げる。

　後方に魔力の接近を察知し横に跳ちよう躍やく、ソリスのいた場所を黒い弾丸が穿うがつ。

　ソリスが得意とする闇精霊シエイドのランクＡ《闇渦への供物アビスゲート》──異界へと通じる闇の穴ブラツクホールを造り出し対象を引きずり込む術──そのミニチュア版といったところか。

　大きさはそれほどではないものの、普通の人間なら身体からだの中心にでも一発食らえばオシマイだ。

「洒落しやれになってないぞ……!?」

　さらに放たれる弾丸／ソリス回避／二発目／回避／三発目／回避／四発目／回避！

「ええい、きりがない！」

　幸いにして路地に人はいないので、他人を巻き添えにする心配はない。

　どうにか反撃の隙すきを見つけて、あの眼鏡を破壊する！

「きゃははははははははせんぱいせんぱい、逃げてばっかりじゃダメですよお、ちゃんとわたしを捕まえてくれないとおおおおおおお。ねえどうして逃げるんですかせんぱい。逃げないでくださいよせんぱいいいいいいい。あー、そっかあ、せんぱいわたしのこと嫌いなんだー。そっかー……そっかああああああ…………なら死んじゃえ★」

　これまで以上に巨大な魔力。イヤな予感に突き動かされるまま大きく跳ちよう躍やく！

　次の瞬間、ソリスのすぐ隣にあった建物に大きな穴が空く。

　中でご飯を食べていた住人が悲鳴を上げる。

「くそっ、このままじゃマズい……！」

　ほぼ確実にヒカリにも怪け我がを負わせることになるが、ある程度破壊力がある魔法を振り向きざまに放ち眼鏡を破壊する！

　都合がいいことに、誰だれもいない小さな広場が視界に入る。

　攻撃魔法をぶっ放すのに最適の場所。

　そこを目指し走りながら杖つえを構え魔力を集中。

　風精霊のランクＡ、《嵐の道ストームロード》──詠唱開始。

「散サン在ザイせし大タイ気キの獣ケモノ／某ソは巨キヨ人ジンなり／某ソは大タイ樹ジユなり／某ソは大ダイ地チなり／歩ススめメ／駆けよススメ／飛べススメ／汝ナンジの行く手ミチに止める者なし／汝ナンジの行く後ミチに立てる者なし／悉コトゴトくク／尽コトゴトくク／孤コとト如ゴトくク／その勇壮なる無ム色シキの体タイ軀クをもって／蹂躙せ──よっとっとおっ!?」

　ついに広場に到達しいざ振り返ろうとした、まさにその瞬間。

　足下に転がっていた木の棒に気付かずに蹴け躓つまずいた。

　普段ならたとえ詠唱しながらでも注意力が損なわれることなどないのに。




　忘れていた────今日の自分は、眼鏡をしていない！




「ぐぎゃー！　俺おれの馬ば鹿か俺の馬鹿俺の馬鹿!!　なんでこんなクソ最悪なタイミングでドジっ子モード発動!?　死んでこいこの馬鹿俺！」

　かつてないほどみっともなく自分を罵ののしりながらソリスが立ち上がろうとしたときには、ヒカリは既にソリスの目の前に来ていた。

　虚うつろな笑みを浮かべるヒカリ。

「あはははははははははははは──そりすせんぱい、つーかまえた♪」

　あ、ヤバい……俺はこんな馬鹿馬鹿しい眼鏡の怪物なんかに殺されるのか──。

　思わず目を閉じたそのとき、

「えーいっ！」

　がこんっ！

　いい音がした。

　後ろから近付いてきたメイが、ヒカリの頭を杖でぶっ叩たたいた音。

（やった！　これで眼鏡が──）

　しかしソリスの期待は外れた。

　ヒカリは痛みなど感じていない様子。眼鏡も外れていない。

「……ひどいなあメイちゃん……いつもいつもそうやってわたしのことぽかぽかぽかぽか……ともだちなのに……ともだちだと思ってたのに……裏切り者……メイちゃん、わたしのこと本当は嫌いなんでしょ……？　そうなんでしょ？」

　ギギギ……と妖よう怪かいじみた不気味な動きでメイの方を振り返るヒカリ。

　メイ、怯ひるまずにヒカリを睨にらみ返す。

「ヒカリちゃんのことは大好きだよ？　でも、今のヒカリちゃんは嫌い！」

「なら死ねええええええええええ！！！！！！！」

　鬼の形相でメイに向けて黒い塊を放とうとするヒカリ。

（守らないと！　くそっ、風の障壁では破られる、なら闇やみには闇の障壁を！）

　ソリス瞬時に判断して魔石を入れ替え、呪じゆ文もんを高速詠唱。

「禍わざわいを吞のみ込め！　《闇禍の楯ブラツクシールド》！」

　だが、ソリスが魔法を発動させようとした瞬間、杖つえの先端から魔力が霧散。

　魔法は不発に終わる。

（何故!?）

　まじまじと杖の先端を確認。

　魔石の色──赤サラマンダー。

「間違えたああ!!」

　一度ならず二度までも。

　しかもこんな最悪のタイミングで。

　ヒカリの魔弾がメイに迫る。しかしメイ、驚異的な反射神経でそれを回避！

「おおっ！」

　歓声を上げるソリス。

「……なまいきです」

　再びメイに狙ねらいを定めるヒカリ。

「マシロっち!!」

　二度目の攻撃を回避しながら、メイが広場の入り口に向かって叫ぶ。

「はやくそれをソリス先パイに!!」

　メイに気をとられているヒカリの横を通り抜けて、手を振りながらこちらに走ってくるのは真っ白なスケルトン。

　その手に何かを持っている。

　よく見えない。

　だが確信。

　あれこそ──眼鏡!!

　それに気付いたヒカリ、今度はマシロに狙ねらいを定める。

　マシロ目がけて迫る闇やみの弾丸。紙一重で回避。

　マシロ、ソリスに向かって眼鏡を投げる！

　ぱしっ!!

　絶妙なコントロール、見事にソリスの手に眼鏡が収まった。

「さあ──反撃開始だ!!」

　ソリス、眼鏡を装着。

　霞かすんでいた視界が一気にクリアになる。

　それは単に、視力が矯正されたことのみが原因ではない。

　眼鏡とは──長い間苦楽をともにしてきた、自分の半身なのだ。

　それが失われれば、単に「モノがよく見えない」以上の決定的なズレが生じる。

　ソリスは今、自分自身を取り戻した！




「これがこの俺おれ、ソリス・アレクサンドロの本当の姿だ」




　不敵な笑みを浮かべ、ソリスはヒカリに宣言。

「う……せんぱい……」

　圧倒的なプレッシャーにヒカリが気け圧おされる。

「……眼鏡をかけた俺に、お前ごとき下級モンスターが勝てると思うなよ？　三十秒で片付けてやる」

　勝利の宣告。

　そしてソリス、ヒカリ──いや、リビング眼鏡に向かって疾駆。

　魔石の切り替えと呪じゆ文もん詠唱と回避を同時に行いながら。

　その勇姿はまさに、学院の誇る天才魔道士の称号に相応しい。

　…………ただ一点を除いては。

　完全に本気モードに移行してノリノリのソリスは気付いていないが。

　ソリスのかけている眼鏡は、先ほど眼鏡屋でマシロが『もっとインパクトのあるものを』と物色していたときに発見したモノで────なんか、チョビ髭ひげと鼻がついていた。

　宴会とかで身につければ笑いが取れそうな感じの……鼻眼鏡だった。

　堂々と『これが俺の本当の姿だ』などと啖たん呵かを切ったソリスが、自分を殺したいと半ば本気で思うのは、ちょっとだけ後の話。




　……ちなみに、戦いは本当に三十秒で終わりました。





　　　†






　リビング眼鏡との無駄に熱い死闘が終わり、ソリスたちは家路についた。

【これにて一件落着ですねー】

「うんうん、よかったよかった」

　マシロの言葉に、メイが快活な笑顔を向ける。

　夕焼けの道を四人は歩く。

　ソリスの顔には、ロジャーに割られたのと同じタイプの四角い眼鏡。

　店主が値引きしてくれたとはいえかなり痛い出費だったが、やっぱりこれが一番自分に似合うと思う。

　明日から、この眼鏡と一緒に頑張ろうと心に誓う。

　リビング眼鏡を破壊した件については特に弁償などは要求されなかった。

　眼鏡の形をしているので店に置いてはいたものの、やはりこれは眼鏡ではないだろうと近々処分する予定だったらしい。

　意味もなく眼鏡のブリッジを指で触ったりして、上機嫌なソリス。

　笑い合うメイとマシロ。

　そんな三人とは対照的に、少し離れてうなだれて歩く黒髪の少女。

　ヒカリ。

「……うう……私はやっぱりクズです……生きてる資格のないハイパーハイブリッドパーフェクト駄目人間なんです……人類史上最も負方向の奇き蹟せきは、私のようなゴミ人間が生まれてきてしまったことです……」

　いつもならここで死のうとするところだが、もう自分で自分の首を絞める気力すら残っていないらしい。

「まあまあ、気にしないのヒカリちゃん。全部リビング眼鏡のせいなんだから」

【そうですよー。みんな無事だったんですから、いいじゃないですか】

「うう……私のようなクズにみんな優しい……その優しさが今は辛いです……」

　ますます落ち込むヒカリ。

「……まあ、その、なんだ」

　ソリス眼鏡の位置を直しながら、

「起きてしまったことはいくら悔やんでも仕方ない。だからそれをしっかりと受け止めて、これからどうするのか考えるんだ。転んでも、起きあがったときに一歩でも前に進んでいればいいんだ。俺おれはそう思うけど」

「おっと、ソリス先パイが説教モード！」

【……「へへっ、転んでも、起きあがったときに一歩でも前に進んでいればいいんだぜベイベー」……おニューの眼鏡をゲットしてなんか調子こいてるソリスくんでした】

「くっ、お、お前ら……」

　猛烈に恥ずかしくなってソリスはそっぽを向く。

「一歩でも……前に……」

　ヒカリが嚙かみしめるように呟つぶやいた声は、誰だれにも届かずに風に消えた。




　やがて分かれ道にさしかかる。




　ソリスとマシロ／メイとヒカリ。

「それじゃ先パイ、また明日～」

　手を振りながら元気よく走っていくメイ。

「それじゃ、俺おれたちも帰るか……ん？」

　ヒカリが、分かれ道の真ん中で立ったままじっとこちらを見ている。

「どうした？」

　ヒカリ、小さな声で呟く。

「……せんぱい、今日は本当にすみませんでした」

「気にするな。これくらいのトラブル、俺にとってはどうってことないから」

　ソリス、見栄を張る。

「せんぱい！」

　先ほどより強い口調で──珍しくまっすぐにこちらを見て、ヒカリ。

　いつものヒカリらしからぬ凛り々りしさに少し驚く。

「私、もっと強くなります！」

　その言葉に──ソリス、微笑ほほえむ。

「ああ、頑張れ」

　踵きびすを返し走っていくヒカリ。

　ソリスも今度こそ歩き出そうとして、

「せんぱい！」

　また振り返る。

　ソリス達たちから十メートルほど離れたところで、夕陽をバックに立つヒカリ。

　何故か手でローブの裾すそを持っている。

　ヒカリが叫ぶ。

「せんぱい、これは、今日のお礼ですっ！」




　ばさぁ────。




　ヒカリが自分のローブの裾すそを思いきりめくり上げた。

　新しい眼鏡をかけたソリスの目に飛び込んでくる、ぱんつ。

　ローブの黒に隠された、純白。

【黒と白の鮮やかなコントラスト。

　それはヒカリが頰ほおを真っ赤に染めて走り去ったあとも、ソリスの目に焼き付いていた。

　いつまでも、いつまでも……】

「……いや、いつまでも焼き付いてないから……あと、俺おれべつにパンツとか好きじゃないから。ほんとだから。頼むからみんな分かってくれよ……」

　勝手なナレーションをするマシロに、ソリスは疲れた顔でツッコんだ。








プロローグ　ｐａｒｔⅡ







「私の恋人は眼鏡を外すと、どんな物でもなぞるだけで破壊する『死の線』を視みることが出来るのだ。さすがにこれには敵かなうまい」

「……甘いですね。ロジャーの暗黒波動絶空弾は百八式まであるのです。よって触れることさえ──って、どうして私達たちはこのような不毛な争いをしているのですか！」

　不意に我に返ったゲルニカは叫んだ。

　ゲルニカとシェンファ、一時間にもおよぶ『どっちの恋人が凄すごいか論争』は両者一歩も引かずアホな脳内設定が延々と積み上げられ、いろいろと大変なことになっていた。

　たとえば、シェンファの恋人は背中に生えた究極聖魔堕天使神シヤイニングイビルホーリーメサイアリュシファラエルの翼によって音速を超える速さで空を飛ぶことができる。

　対するロジャーは、体内に宿す大宇宙最強虚空龍アルテイメツトコスモドラゴンドルバゲルギアスの力によって深海五千億メートルでも自由に活動できる。できるのだ。

　……狂気すら感じられる、恐るべき電波設定であった。

「……まったくもう……なにが究極聖魔堕天使神リュシファラエルですか馬ば鹿か馬鹿しい……そんな人間がいるわけがないではありませんか」

「え？　まさか今いま頃ごろ気付いたのかニカ。私はてっきり、いかに途方もないアホ発言で相手の気力を奪うかという勝負だと思っていたのだが」

　頰ほおを膨ふくらますゲルニカに、あっけらかんとした顔のシェンファ。

「わ、私だって気付いていましたとも！　わざとねえさまの戯ざれ事ごとに付き合ってあげていたのです。感謝してください」

「そうか。だが、私の恋人が超イケメンなエリートというのは紛れもない真実だぞ」

「そ、それは私も同じです。ロジャーはとてつもなくかっこいいです」

　ゲルニカ、堂々と大おお噓うそをつく。

　まあ、どちらも本当は『恋人』ではないので、どっちもどっちではあった。

「はいはい、そういうことにしておこう。それより、白熱しすぎて少し汗をかいてしまったな。ちょうどいい、風ふ呂ろに行くぞ。ニカも来い」

「いえ、私は長居するつもりは……」

「生徒会長専用の温泉だ。特別に入れてやるから感謝するがいい。ソリス・アレクサンドロすら立ち入らせたことのない禁断の花園だ。ところでニカは温泉に入ったことがあるか？　温泉はいいぞー。北のエスカレナ火山のおかげで、この地方の街には源泉があちこちにあるからな。ためしに中央棟の一階で『こんなに温泉だらけならこのへんにもあるんじゃないかな？』ってギャグで床に攻撃魔法をぶっ放してみたら大当たり。私専用のプライベート温泉として使っているというわけだ。さすが私、偉大すぎる」

「本当に好き勝手に生きていますね……」

「それはそうだ。世界は私のためにある」

「馬ば鹿かなことを……」

　上機嫌で話しながら部屋を出るシェンファに、仕方なく続くゲルニカ。

　夜中の学校を、二人の幼女が歩く。

「……ときにねえさま。先ほど、ソリス・アレクサンドロと仰いましたか？」

　歩きながらゲルニカ。

「ああ。それが私の恋人の名前だ。さっきの話が噓だと思うなら、学院の生徒を適当に捕まえて訊きいてみるがいい」

「……たしかに、彼は整った顔立ちをしていますね。将来は宮廷魔導師確実と噂うわさされる学院きっての神童……その評判にたがわない一流の魔道士と言えるでしょう」

　シェンファ、眉まゆをひそめる。

「ニカ、まるでソリス・アレクサンドロを知っているような口ぶりだな」

「ええ、まあ。……実は今回私がねえさまを訪ねたのとも無関係ではないのです」

「ふむ？　……っと、ついたぞ」

　階段を降りてたくさんの部屋が並ぶ長い廊下をひたすら進んだところに、『浴場　会長専用』というプレートの付けられた部屋があった。

　シェンファ、持っていた鍵かぎで扉を開ける。

　脱衣所に入るなり、あっという間に服を脱ぎ捨てて素っ裸に。

「……豪快ですね」

　呆あきれながら、ゲルニカはゆっくり着ていたローブを脱ぐ。

　ローブの下は丈の長い薄手のシャツにスカート。

　そんなゲルニカを、シェンファは裸のまま突っ立ってじーっと見ていた。

「……何を見ているのですかねえさま」

「ニカが脱ぐのを待っているだけだが？」

　ゲルニカ、少し頰ほおを染める。

「……恥ずかしいので先に行ってください」

「恥ずかしがる必要などあるまい。昔はいつも一緒に入っていただろう」

「ねえさま。私はもう子供ではないのです。ねえさまとはいえ人前で堂々とすっぽんぽんになれるお年とし頃ごろではないのです。だから見ないでください」

「やだ」

　即答だった。

「な……！」

「くっくっく、可愛かわいい妹分の脱衣シーンを見過ごす手はないだろう？　ほら、はやく脱ぐのだニカ。なんなら私が脱がしてやろうか？　じゅるり」

「へ、変態ですかねえさまは！」

「変態？　妹と思っていた貴様にそんな暴言を吐かれて私はとても悲しいぞ。というわけでここは私自ら──脱がすっ！」

　全裸のシェンファ、ゲルニカに飛びかかる。

「や、やめてくださいねえさまっ！　はうっ、ど、どこを触っているのですかっ、くっ、こんな恥辱……や、やめてくださいっ！　んぁ、やっ、あぁんっ！」




　……抵抗するゲルニカを、シェンファはあっという間に脱がせてしまった。




「さて、入ろうかニカ」

「うぅ……ひどいですねえさま……」

　満足げな笑顔で言うシェンファと、半泣きのゲルニカ。

　──ゲルニカの身体からだには明らかに最近のものではない痣あざや傷が無数にあったのだが、シェンファは無視した。

　ゲルニカが引き取られた先の家を出た理由が予想通りだった──そんな確信を抱いたところで、何の意味もない。

　彼女は今、ロジャーとやらと一緒にいて幸せそうだ。ならそれでいい。

　過去など気にしない。

　現在を、ひたすら楽しく過ごす。

　それがシェンファ・パラケルススの生き方だった。

「それにしてもニカ、相変わらずぺったんこだな」

「ね、ねえさまだって同じではありませんか！」

　真っ赤になって胸元を押さえるゲルニカを、シェンファは鼻で笑う。

「同じ？　失敬な。私は『ちょっとだけならある』と言えないこともない。ニカは正真正銘の『まったくない』だ」

「……やっぱりほとんど同じではありませんか」

「ほとんど同じ？　くっくっく、魔道士の言葉とは思えんな。ゼロと一、無と有、存在と非存在がどれほど違うと思っている？」

「大おお袈げ裟さな言葉で誤魔化さないでくださいねえさま。傍から見ればぺったんこはぺったんこなのです」

「ふう……子供は屁へ理り屈くつばかり言う……」

「どちらが屁理屈ですか……。まあ、胸のことはともかく、ねえさまだってその、アレではないですか。…………は、生えてないではありませんか」

「…………！」

　シェンファの顔が引きつる。

　実はちょっとだけ気にしていた。

「ふふん、ねえさまも所しよ詮せんは子供ですね。それで大人ぶろうなんて百年早いのです。鼻で笑ってしまいます」

「なんだとこの幼女風情ふぜいが」

「なんですか幼女の分際で」

　生えてない幼女が二人、仲良く口くち喧げん嘩かしながら揃そろって湯船に入る。

　生徒のほとんどが存在すら知らないシェンファ専用の浴場。

　檜ひのきの浴槽は普通の家の風ふ呂ろの三倍程度の広さ。

　生えてない幼女二人が入るには十分すぎる。

「普通のお風呂ですね。硫い黄おうの臭においはしますが」

　淡々と言うゲルニカにシェンファ、

「校舎内だからなあ。岩とか運び込んで、もっと風情を出したかったのだが」

　ゲルニカ、目を閉じて「ふう……」と大きく息を吐く。気持ちよさそう。

「……まあ、これだけ広いお風呂に二人だけというのは悪くありません」

「そうだろうそうだろう。温泉はいい。一日の疲れが吹き飛ぶ」

「……ねえさまがそこまで温泉好きだったとは知りませんでした」

「クロウリーのじじいに国中の温泉街を連れ回されたからな。最近は近場の温泉しか行っていないが、そろそろ遠出してレンデアあたりに行ってみたいところだ。温泉街としては新興もいいところだが、あのあたりは雪が降る。冬のレンデアで雪を見ながら露天風ぶ呂ろにつかるのが当面の夢だ」

「随分とささやかな夢なのですね。学院きっての才女の言葉とは思えません」

「私は完かん璧ぺきすぎるからな。魔道士の導師号を取るのも遠くの温泉に遊びに行くのも大した違いはない」

　半ば本気で、他の魔道士が聞いたら激怒するようなことを言う。

「ニカ、いつか露天風呂のある宿屋を貸し切りにして泊まろうか。キリエやパーラも集めてみんなで騒ごう」

「……騒ぐのはあまり好きではありませんが、それは楽しそうですね……。そのときは呼んでください」

「まかせておけ」

　微笑ほほえむゲルニカに、シェンファ、快活に笑う。

　しかしゲルニカ、不意に無表情に戻る。

「……キリエやパーラで思い出しました。ねえさま。先ほどの話の続きですが」

「話？　おっぱいのことか？　毛のことか？」

「ち、違います！　浴場に来る前にソリス・アレクサンドロがどうとか話したではありませんか」

「ああ、そういえばそうだったな」

　湯船につかってぽけーっとしながらシェンファ。

「……ねえさま。私とロジャーは今、ある組織からの依頼をメインで請け負っています。この街にも、その組織からの指示でやってきたのです」

「ふうん？」

「組織の首領の名は──ロジャーには違う名前を名乗っていますが、本当の名前はカイゼル・ファウスト」

「カイゼル……ファウスト、だと……！」

　シェンファが息を吞のむ。

「そして組織から私達たちへの依頼は──『《フラグメント》の回収』です」

「…………！」

「《フラグメント》の存在する場所では特殊な力場が発生して怪現象が引き起こされるケースが多いことから、怪現象が報告されている様々な場所の調査を主に行っています」

　ゲルニカの言葉に、シェンファの顔が見る間に険しいものになる。

　目を細め、憎々しげに呟つぶやく。

「カイゼル……あの馬ば鹿かはまだ、《賢者の石》なんてものを追っているのか……。父親と同じ道をたどるつもりか馬鹿め……！」








第二話　キャロルさんちの家庭の事情







　ソリスは飢えていた。

　新しい眼鏡を購入した日の翌日、昼休み＝ご飯の時間。

　眼鏡による出費で生活費が凄すさまじく圧迫されているため、来月の奨学金が振り込まれるまでは昼食を抜くことを決めた。

　幸いにしてソリスのアパートは朝夕の食事付きだから、一食くらい抜いても問題ない筈はずだと思ったのだが──甘かった。

　魔法というのは基本的に、魔力の他に体力を必要とする。

　魔力は魔道士でなくとも誰だれもが持っているが、普通に生きていく上では使わない。

　普段使わないものを無理矢理捻ひねり出だす以上、気力と体力を消耗するのは当然。

　その感覚は──汚い表現になるが、『便秘のときに便器の上で唸うなりながらふんばる』感じとよく似ている。

　修練を積めばそこまで苦労しなくても大丈夫になるものの、それは消耗する体力が減少することを意味しない。

　慣れによって魔力放出の痛みに対して鈍感になるだけ。

　しかも今日は、午前の授業に体育や魔法の演習など体力を使う授業が集中。

　さらに言えば、昨日の『眼鏡の操り人形』などといった汚名を濯すすぐべく、普段以上に張り切ってしまった。

　学食の、味はそこそこだがとにかく量が多いご飯が食べたい。

（カロリーを……俺おれにカロリーをくれ……）

　教室には、他の生徒達たちの昼食の美お味いしそうな匂においが立ちこめている。

　この匂いを思いきり吸収することで飢えを満たすことは出来ないだろうかと馬ば鹿かなことを考えて実行してみたところ、見事に逆効果。

　ますますお腹が減った。

　ぽつりと呟つぶやく。

「あー、そっかあ……人間ってご飯を食べないと生きていけないんだなあ……」

　そんな当たり前のことをここまで酷く痛感したのは生まれて初めてだった。

　マシロが心配そうに、

【気をしっかりもってくださいソリスくん！　よかったらわたしの腕をちょっとかじってもいいですよ？　カルシウムたっぷりです！】

「いや、犬じゃないんだから──ていうかそもそも人の骨なんかかじるかその冗談は洒落しやれになってねえ！　……あう……ツッコミをするとますます腹が減る……」

　ぐったりと机に伏せるソリス。

【え？　冗談じゃないですよ？】

「なお悪いわ！　…………うぅ……」

　と、そのとき、

「め、珍しいですわね、ソリス様がお昼休みに教室にいらっしゃるなんて」

　縦ロールの赤髪の少女──キャロル・カリオストロ。

「……なんだキャロルか……。あ、そういえば昨日はありがとう、生徒会の仕事を代わってくれて……」

　するとキャロル、頰ほおを染めてそっぽを向く。

「べ、べつに大したことではありませんわ。それにソリス様には先日、わたくしの仕事を代わりにやっていただきましたし、おあいこです」

「あー……そんなこともあったなあ……」

　無気力なソリスに、キャロルは心配そうな顔。

「あの、ソリス様、もしやお身体からだの具合でも悪いのですか？」

「…………」

【ソリスくん、お腹が減ってるんです。でも新しい眼鏡を買ったせいでお金がないのでご飯が買えません】

「まあ、それは大変ですわね」

「い、言うなよマシロ……恥ずかしいだろ……」

　見栄っ張りなソリスとしては、貧乏暮らしをあまり人に知られたくない。

「ソリス様、よろしければわたくしの昼食を分けて差し上げましょうか？」

「ほんとか!?」

　がばっと起き上がり、恥ずかしくなって小声になる。

「……あ、いや……その……いい、のか？」

「構いませんわ。どうせいつも半分ほど余りますし」

　キャロルの机の上を見やる。

　先ほどから一際美お味いしそうな匂においが漂ってきて、激しく食欲を攻め立てていた。

　毎日わざわざ学院近くの高級料理店から運ばせているキャロルの食事。

　あれが、自分のモノに。

「ありがとうキャロル……最近優しいよな」

　ここ一週間ほど、彼女が無意味に突っかかってくることもないし、やたらとライバルライバル連呼することもないし、昨日だってソリスにノートを見せてくれたり生徒会の仕事を代わってくれたりした。

　明らかにキャロルの態度は以前より軟化している。

「そ、そのようなことはございませんわ。クラスメートに親切にするのは当然のことであり別にソリス様が特別ということではありません」

「そうか？　まあ、いいけど」

　ソリス自分の席を立ち、キャロルと向き合うようにして座る。

「……ソリス様と一緒にお食事ソリス様と一緒にお食事ソリス様と一緒にお食事……ああ、今日はなんという幸運な日なのでしょう……」

　キャロルが何やらぶつぶつ呟つぶやく声、ソリスの耳には届かない。

　目の前にある料理の豪華さに本気で眩暈めまい。

　十を超える皿に盛られた、ご飯に海え老びに肉にスープにサラダに魚に────。

【はー、なんかもう、『料理』というか『お料理様』って感じですねえ】

　感心した様子のマシロ。激しく同意。

「ほ、本当にこれを食べてもいいのか？　俺おれなんかがこのお料理様を食べたりしたら、バチが当たったりしないか？　いや、もしかして俺がフォークを突き立てようとしたらお肉様に拒絶されるかも……」

　貧乏人根性丸出しのソリス。

「あら、ソリス様は冗談がお上手ですわね、おほほほほ」

　キャロルは上品に笑った。それから自然にスープを口に運ぶ。

　ソリス、それを真似して最初はスープに手をつけることにする。

　卵の他にも何やらよく分からないものが色々入っている卵スープ。

　全身に染みてくるようないい匂におい。

　ソリス、恐る恐るスプーンを口に運ぶ。

　こんなおスープ様を飲んだら自分の貧乏な舌は硫酸を流し込まれたように無惨に焼やけ爛ただれてしまうのではないか。

　ついにスプーンが口の中に到達、ゆっくりと舌の上に注がれるスープ。

　口の中全体にその味が広がる。

　信じられないほどに、美お味いしかった。

（なんだこれは。おかしい、これは一体何だ。俺おれの頭の中に──宇宙が見える。無数の星星に囲まれて俺はもしかして死んだのか、何だこの安らぎは、ああ、そうか、これが──生きるということか──……）

　支離滅裂な思考。気付けば……

「あ、あれ……スープの湯気で眼鏡がくもって前がよく見えないな……」

　ソリス────スープ一杯で泣いていた。

「そ、そこまで喜んでいただいて、光栄ですわ」

　まさか泣かれるとは思っていなかったらしく、さすがのキャロルも引き気味だった。




「キャロル……俺は……君に逢あえてよかったよ……」




「!!」

　キャロルの顔、炎上。

　そう表現するのが相応しいほど、瞬時に真っ赤になった。

　硬直するキャロル。

　自分の言葉が彼女に及ぼした影響にも気付かず、ソリスは二口目のスープを啜すする。

　あっという間にスープを飲み干す。

　サラダを食べさあ肉だ、メインディッシュだ。

　メインとそうでないものの区別がある食事なんて何年ぶりだろう。

　ステーキ──肉にく汁じゆうの滴るミディアムレア。

　最後に肉を食ったのはいつだったか。アパートのおばちゃんは基本的に寺院の精進料理みたいなものしか作ってくれないし。

　信じられないほど簡単に切れる肉を切り分け、口に運ぶ。

　刹せつ那な、世界が変わる。

　これが──肉か。

　だったら俺おれがこれまで肉だと思ってきたものは何だったのだろう。

　脳内に広がる大草原／悠然と闊かつ歩ぽする牛の群れ。

　圧倒的なビジョンに心を満たされる。これはもしかして魔法なのか。

　これぞまさしく人の生み出した奇き蹟せき。

　この料理を作った人よ、あなたこそが本物の魔法使いだ。

　俺の魔法など、これに比べれば児じ戯ぎに等しい──。

【大丈夫ですかソリスくん？　その……脳とか】

　何やらヤバい境地へとトリップしていたソリスの顔をマシロが覗のぞき込こむ。

「うおっ！　……だ、大丈夫。あまりの美う味まさに感動しただけだから。俺もう、いつ死んでもいいや……人生に満足しました」

【何を馬ば鹿かなことを言ってるんですか……】

「キャロル、これを作った人に伝えてくれ……『ありがとう』って……」

「りょ、了解しましたわ。シェフに伝えておきます」

「シェフ……そうか……シェフが作ったんだ……シェフすげえなあ……俺、将来シェフになろうかなあ……」

【そこまで!?　立派な魔法使いになる夢はどうしたんですか!?】

「……まあ、たしかに『メルセデス』のシェフはなかなか良い仕事をしますわね。今日もそれなりの味でした」












　ソリス、絶句。

「こ、これで『なかなか』で『それなり』なのか……」

「そうですわね……うちのシェフの腕前を10点満点中９とすれば、７・５くらいの評価をつけてもいいくらいでしょうか」

　当然のことのようにキャロルは言った。

「こ、これが生まれついての勝ち組か…………犬とお呼び下さいお嬢じよう様」

【うわっ！　ソリスくんがかねのちからに屈しました！　気をしっかりもってくださいソリスくん、お金なんかより大切なものだって世の中にはあります！】

「……！　そ、そうだな！」

　マシロの言葉にハッとする。

「ふう危なかった……危うく俺おれが俺でなくなるところだったぜ…………でもさあ、ないよりはあった方がいいよな、お金って。少なくとも餓うえなくて済むし……。明日のパンにも困るような状態で、果たして『お金で買えない大切な物』とやらを追い求めるような精神的余裕があるだろうか？」

「ソリス様、パンがなければケーキを食べればいいのではありませんこと？」

「ひいっ！　素だ！　素で言ってますよこの人！」

【キャロルさん……怖い子……！】

　ソリスとマシロの反応に、キャロル顔を真っ赤にする。

「じょ、冗談に決まっていますわ！　ケーキはすぐに飽きてしまいますものね」

「……あ、やばい、ちょっと本気で殺意が」

【……奇遇ですねソリスくん。わたしもです】

「え？　ええ？」

　キャロル、本気で困惑しているっぽい。恐ろしいことに。

　呆あきれ顔のソリス。マシロも顔があれば同じ表情をしているだろう。

「……も、申し訳ありませんソリス様……わたくし、多少世間知らずなもので……」

　しゅんとなるキャロルに、ソリスは驚く。

（これで『多少』なんだ!?　……って、そうじゃなくて！）

　やっぱり最近の彼女はおかしい。以前なら、

「何故この高貴なるわたくしが庶民の常識など知らねばなりませんのっ!?　庶民は庶民らしく惨めに地べたを這はい蹲つくばっていればいいのですわ、わたくしという天上の星を見上げながら！　おーっほっほっほっほっほ!!」

　……みたいな感じで高笑いをしていた筈はずだ。

　それがこんな不安そうな顔で。

「……ソリス様、もしやわたくしのこと、軽けい蔑べつなさっておられますか……？」

　潤んだ目で、上目遣いでそんな。

「い、いや、別に軽蔑なんてするわけないだろ。ただカルチャーギャップに驚いただけというか……俺おれも驚きすぎたよ、悪かった。こんなに美お味いしい料理を食べさせてもらったのに、失礼だったな」

「ほっ……」

　安あん堵どした顔で微笑ほほえむキャロル。

　普段の強気な彼女とのギャップが激しく──思わず見み惚とれてしまう。

「あ、あのっ！　ソリス様」

　不意にキャロル。

「なに？」

　キャロル、しばし呼吸を整えるように息を吸い込み、

「料理がお気に召したのでしたら……よ、よろしければ、本日わたくしの家に招待させていただけませんか？　ディナーなら、もっと凝ったものをお出しできますし」

「こ、これよりももっと凄すごい料理が……!?」

　想像するだけで涎よだれが出そうだ。

【……ソリスくん、みっともないですよ】

「……っ！」

　ハッと我に返り、表情を引き締める。

　食べ物にほいほい釣られるなんて、常にクールな完かん璧ぺき超人のすることじゃない。

「この料理だけで十分だよ。さすがにそこまで甘えるわけにはいかない」

　だがキャロル、

「こ、この前のお礼をせねばなりませんから！」

「お礼……？」

「先週、わたくしを助けていただいたお礼です」

「それならもう、昨日もノートを貸してもらったし生徒会の仕事を代わってもらったし昼食をご馳ち走そうしてもらったし……十分だと思うけど」

「ぜ、全然十分ではありませんわ！」

　勢い込むキャロル。

「それらはわたくしの会計としての仕事を代わりにやっていただいたお礼です。あのあとのことのお礼がまだなのです」

「あのあとのこと…………」

　思い出す。

　一巻Ⅳ章参照。

　召喚魔法科の生徒がソリスに対抗して召喚した異界生物との戦い。

　巨大ウミウシに服を溶かされたキャロルに、自分の上着をかけた。

「あれは別に、当然のことをしただけだから……お礼をされるようなことじゃない」

　キャロル静かに首を振る。

「いいえ、ソリス様はあのとき、このわたくしの名誉を守ってくださったのです。このキャロル・カリオストロの名誉を。わたくしの名誉はそこらの一般人の名誉よりも遙はるかに重く、よって、ちょっとやそっとでは到底恩返しになどならないのです」

「そういうもんなの？」

「そういうものなのです！」

　断言された。

　顔を赤くして、まっすぐにこちらを見つめてくるキャロル。

　彼女の頑固さはよく知っている。

　恐らく、ソリスが承諾するまで絶対に諦あきらめないだろう。

　自分にとっても別に悪い話じゃないし……ていうかキャロルの家のシェフが作るディナーは正直ものすごく食べてみたいし……。

　というわけで。

「……わかったよ。それじゃ、お招きにあずかる」

「ソリス様……！」

　キャロル、心の底から嬉うれしそうな、すごく可か憐れんな微笑ほほえみを浮かべた。





　　　†






　生徒会の仕事を早めに切り上げ、キャロルとソリス、それにマシロは校門を出た。

「いきなり押しかけても大丈夫なのか？」

　ソリスが尋ねるとキャロル、

「お客様をご招待するとお昼休みに連絡を入れておきましたから、問題ありませんわ」

　門から少し離れた道の端に、一台の馬車。

　まっすぐに馬車の前まで歩くキャロル。

　彼女の接近に気付き、御者席にいた男が振り返る。

「お帰りなさいやすお嬢じよう!!」

　野太い声で男はキャロルに叫ぶ。

　執事服を着た二十代半ばほどの男。髪は七三分け。

　……右の頰ほおに大きな傷きず跡あと／鋭い目／右手の指は四本しかない。

「……えーと、キャロル、このワイルドな人は、その……」

　ソリス思わず尋ねる。

「見ての通り、我が家に仕える執事の一人ですわ、ソリス様」

　平然とキャロル。

　男、ギロリとソリスを睨にらむ。

「あァ？　ンだあこンのガキャァ、テメェウチのお嬢じようにッれなれしく近づきヤがッてコラァいてこますぞタコガァ」

「おやめなさいメロン。彼はわたくしの友人です。今日は彼を我が家にご招待いたしますの。無礼な真似は許しませんわよ」

「す、すいやせんお嬢！　お客人の件は姐あね御ごから聞いておりやす！　こちらの御仁がそうでやしたか！」

　キャロルの命令にぴしゃりと背筋を伸ばす男──えーと、その…………メロン。

「メ……メロン、さんですか。か、変わったお名前ですね」

「ンだとゴラ！　オイテメエコラァ！　お嬢がッざわざ付けてくだすった名前ェになンか文句でもあンのかコラァブッ殺すぞコラァ！」

「おやめなさい！」

「へ、へい……」

　メロン、しつけられた犬のように大人しくなる。

　キャロル、ソリスに向き直り、

「うちの執事の無礼、お許しくださいソリス様」

「あ、ああ……」

　釈然としないものを感じながら、ソリスとマシロはキャロルと共に馬車に乗り込む。

「お嬢、そっちの骨っ子もご友人ですかい？」

　御者台のメロンが怪け訝げんな顔をする。

「この方はソリス様の使い魔のマシロさんですわ」

「へえ……この野郎はソリスって言うんですかい……」

　メロン、キャロルに気付かれないよう一瞬だけソリスを睨み付け、馬車を走らせる。

　これと同じ視線を前にも経験した気がする。

（……昨日の眼鏡屋のおっさんと同じ視線だ……。……なんで初対面の人にこんな睨まれるんだよ……）

　つんつん。

　マシロがノートを開く。

【ソリスくん、わたし、本物の執事さんって初めて見るんですけど、なんだかイメージと違う気がするんです……】

「……俺おれもそう思う。でも実際、お嬢様が執事って言ってるしなあ……。きっと俺たちの方が間違ってるんだろう」

【そうですよね。お金持ちの世界は奥が深いです……】




　馬車は夕暮れの道をゆっくりと走っていく──。
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　馬車に揺られること約十五分。

　トリス学院の南方、建物のほとんどない農園風景。

　その南端、蓮れん華げの花が咲き誇る小高い丘の上に、その屋敷はあった。

　広い敷地に、木造建築／瓦かわら葺ぶきの屋根──アメツチ王国の伝統的な建築様式。

　最近ではアメツチ本国でもあまり造られなくなった、古風な印象の屋敷。

「ここがわたくしの住居ですわ」

　馬車から降り、キャロル。

　御者台から降りたメロンが立派な門を開く。

　キャロルに先導され、ソリスとマシロは玄関までの石畳を歩く。

　ふと横を見れば立派な庭。

　梅／松／鯉こいの泳ぐ池／灯とう籠ろう──屋敷の外観同様、アメツチ文化の風流な庭園。

（……風流なのはいいんだが……）

　ここがキャロルの住居ということに激しい違和感。

　マシロも同じだったらしく、

【ソリスくん、キャロルさんってどういう人なんですか？】

「……中等部以来の付き合いだけど、出身とかはよく知らないんだ」

　小声で答えるソリス。

　自分自身が死霊術の大家の嫡男という出自をあまり知られたくないため、他人の過去を詮せん索さくすることも控えてきた。

「……普段の態度からなんとなく、どっかの貴族のお嬢じようさんじゃないかなーと勝手に思ってたんだけど……」

　そのとき、キャロルが玄関の扉を開けた。

「「お帰りなさいやせお嬢ッ!!」」

　屋敷中に響くような複数の野太い声。

　玄関で直立不動で待っていたのは九人の執事服の男。

　年齢は様々。顔は一様にいかつい。

　眉まゆ毛げがない者、片かた眼めに刀傷がある者、スキンヘッドの者、モヒカンの者、頰ほおに十字傷のある者、顔の半分に火傷やけどのあとがある者、片手が鉤かぎ爪づめになっている者……。

　みんな個性的だったが、やたらとガラが悪い。

　それは執事服を着たくらいでどうにかなるものではなかった。

　そんな彼らにキャロルは当然のように微笑ほほえみ、

「出迎えご苦労ですわ。キウイ、チェリー、ピーチ、オレンジ、グレープ、アップル、パイン、ドリアン、ラズベリー」

「「押お忍すッ!!」」

　……元気よく返事したということは、キウイだのチェリーだのというのはメロン同様、彼らの名前なのだろう。何かが間違っている。

【執事さんって意外と変わった人たちなんですねえ】

「ち、違う……！　どう考えてもこれは執事とかじゃない！」

　マシロの言葉にツッコむと、

「っだこのガキャア、俺おれ達たちになンかケチつけようッてェのかコラあァンッ!?」

「ッころスぞラァッ！　ッメんやねェぞオラァッ！」

「ッれにむかッてガンとばしとんじゃワレ、ッモテ出んかいダボがァ！」

「おやめなさい！」

　キャロルが凛とした声で叫ぶと、ソリスにガン付けてだみ声で何やらよくわからないことを叫びながら威圧してきた男達、背筋を伸ばして黙る。

「申し訳ございませんソリス様、うちの執事たちがご無礼を……」

　……どうも本気で彼らを執事と呼んでいるらしい。




「──あらあら、あなたがキャロルお嬢じよう様のお友達ですか？　まあまあ、男の子なんですねえ。この家に男の子が来たのは何年ぶりかしら」




　やわらかい声がして、執事（？）達が道を空ける。

　現れたのは穏やかな笑みをたたえた一人の女性。

　地面まで届きそうなほど長い黒髪／黒い瞳ひとみ／割かつ烹ぽう着ぎ／やたらと大きい胸。

　年齢はよく判らない。

　ソリスやキャロルと同じくらいにも見えるし、三十歳近くだと言われても違和感はない不思議な雰囲気。

「……ようやくまともそうな人が出てきたな」

　マシロに小声で呟つぶやくと、

【どこがまともなんですかソリスくん。なんというおっぱい……あんなけしからんおっぱいは初めてです……！　まともな人があんな魔乳なわけがありません！】

「どういう理屈だよ……」

「あらあら、内緒話ですか？　うふふ、可愛かわいらしい骸骨さんですね」

　穏やかに笑う女性。

「姐あね御ご！　こいつァお嬢じようをたぶらかすふてェ野郎ですぜ！」

「こんな野郎にこの家の敷居をまたがせるわけにはいきやせんぜ姐御！」

「たたんじまいやしょうぜ姐御！」

「もう！　あなた達たちは持ち場に戻りなさい！」

　騒ぎ立てる執事（？）達にキャロルは怒鳴る。

　すごすごと去っていく執事（？）達。

　彼らがいなくなったあと、

「お嬢様、お着替えをお手伝いいたしますわ」

　おっとりと微笑ほほえみ、姐御と呼ばれた女性が言う。

「ん」

　キャロル、きわめて自然にさあ脱がせよとばかりその場で両手を広げ、

「…………」

【…………】

「ま、待ちなさい、ちょっとタンマですわっ！」

　ソリスとマシロの視線に気付き、真っ赤になる。

「あらあら、いつもは人目など気にせずにお着替えされるのに……うふふ」

「メ、メロンたちはただの部下ですからどうでもいいのですっ！　ソリス様はお客様です！　お客様の前ではしたない姿を見せるわけにはいきませんわっ！」

「うふふ、お風ふ呂ろあがりなんて裸のまま屋敷をうろつかれることも……」

「だ、だだだだだだだだ黙りなさいマナ！　そそそそそんなデタラメを！」

「はい～。うふふ、申し訳ございませんお客様。先ほどの私の言葉はただの冗談ですので忘れていただけますか？　お嬢様は普段、屋敷を全裸で歩き回るなんてことは全然ありません。本当なのです信じてください～」

「は、はあ……わ、分かりました」

　とりあえず口ではそう言っておく。

「マナ……！　あなたという人は……！」

　キャロル額に青筋を浮かべて怒るも、マナと呼ばれた女性はひるんだ様子もない。

「……まったくもう！　マナ、わたくしは着替えてきますわ！」

「うふふ、お一人で、ですか？」

「着替えくらい一人で出来ます！　あなたはその間にソリス様とマシロさんを客間にお通ししなさい。お食事の準備は既に出来ているのでしょう？」

　マナと呼ばれた女性は微笑ほほえみをたたえながら、

「はい、お嬢じよう様。……頑張っておめかししてきてくださいね、うふふふ……」

「べ、べつに頑張ったりなどしません！　普通に着替えるだけです！　それと！　くれぐれもソリス様におかしなことを吹き込まないようにっ！」

　キャロルが長い廊下をずんずんと歩いていく。

「うふふ……お嬢様ってば可愛かわいいんですから～」

　マナ、ソリスに向き直る。

「ささ、お客様はこちらへどうぞ」

　マナに案内され、キャロルが歩いていったのとは別方向に伸びる廊下を歩く。

「あの……マナ、さん……ですか？」

　ソリス、前を歩く彼女に声をかける。

「はい。マナ・フローズンリバー……この屋敷の執事長、およびお嬢様の世話係を務めさせていただいております」

「執事って……」

「うふふ、この格好についてはお気になさらずに。どうせ他の執事の皆さんも所しよ詮せんは肩書きだけですからー。本当のところは……そうですねえ……お手伝いさんというか………………舎弟、でしょうか……うふふ」

「…………」

　隣を歩くマシロが何やらノートに書き始める。

【ソリスくん、キャロルさんのおうちってもしかしてヤ─】

「待て待て待てマシロ、その続きは書いちゃ駄目だ！」

　慌てて止める。

　なんとなく、それを指摘してしまったらもう引き返せなくなってしまう気がする。

「うふふ、早い話がカリオストロ家ってヤクザ屋さんなんですよ」

「そ、そんなあっさりぶっちゃけないでください……」

　さらりと言ったマナに、ソリスうなだれて抗議。

　ヤクザ＝簡単に言えばアメツチ王国版のマフィア。主に賭と博ばくなど、非合法な商売を生業とする。

　キャロル・カリオストロ──有力貴族でも大商人でもない……ヤクザの娘、らしい。

「うふふ……お嬢様のご実家は、アメツチ王国カルサス市にあります」

「カルサス……！」

【有名なところなんですか？】

　ソリス苦い顔をして頷うなずく。

「……悪名だけどな。世界四大無法地帯の一つ、海上都市カルサス。新大陸から麻薬・保護動物の肉や毛皮、そして『人』など非合法な商品が多く出入りすることで知られ、『奴隷港』との異名をとっている。アメツチ政府も治安回復のために何度も動いているが、街を牛耳る非合法組織に阻まれて結果を出せずにいる」

「あらあら、お詳しいですわね」

「まあ、社会の授業で習いましたから……」

「うふふ、そしてキャロルお嬢じよう様のご実家は、カルサスの暗黒街で有数の勢力を誇る大物ヤクザさんなのでした～。特にお父様のグレアム・カリオストロ様は歴代当主の中でも冷酷非情、まさに『悪の帝王』ということで恐れられているんですよ。怖いですね～」

　話の内容とはまったく不釣り合いな喋しやべり方。

「……そんな話をどうして俺おれに？」

「さあて……どうしてでしょうね～」

　穏やかに微笑ほほえむマナ。

「ただ……お嬢様とお付き合いされるおつもりでしたら、それなりに覚悟というものが必要かもしれませんね～……な～んて、おね～さんはちょっと思ったりします～」

「……べつに俺とキャロルはただのクラスメートで……」

「お嬢様は～」

　マナ、振り向き、目を細めてソリスを見る。

　底知れない闇やみをたたえた眼差しに、寒気を感じる。

「うふふ……お嬢様は、ただのクラスメートさんをお屋敷に招待したりはしませんよ？」

「…………」

「ソリス様……くれぐれも、気をつけてくださいませ～」

「き、気をつけろって、何をですか？」

「執事の皆さんはみんなお嬢様に心酔していますから～。たとえば……これはあくまでたとえばの話なんですけど～、たとえば、もしもお嬢様に悪い虫が付こうものなら……」

　ちょうどそのとき、一匹の蛾ががマナの前をひらひらと横切った。

　刹せつ那な、マナの手が一瞬だけブレる。

　ドス。

　壁にナイフが刺さる音。

　磔はりつけにされた蛾。

「あらあら、壁に傷がついてしまいました～。お嬢様には内緒ですよう？」

　何事もなかったようにナイフを抜いて懐にしまい、震え上がるソリスにマナはおっとり微笑んだ……。
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　客間に通され、マシロと二人で待つこと三十分近く。

　畳の部屋。壁には掛け軸。

　ソリス、座布団の上に正座。

　マナには「楽な姿勢でくつろいでいただいて結構ですよ」と言われたのだが、あまり馴な染じみのない感じの部屋なのでどうも落ち着かない。

　それに廊下での一件……思い出すだけで寒気がする。

【キャロルさん、遅いですねえ】

「そうだなあ……。……っ、……なんか足が痺しびれてきた……」

【情けないですねえソリスくん。おねーさんはそんな子に育てたおぼえはありません】

「俺おれもマシロに育てられた憶えはない」

【あれー？　「いただきます」や「ありがとう」も言えないようながきんちょだったソリスくんに、人としての礼儀を叩たたき込んであげたのは誰だれでしたっけー？】

「…………マシロおねいさんです」

　ちなみにマシロも正座中。当然だが足が痺れた様子はない。




「──失礼いたします」




　落ち着いた声。

　ゆっくりと襖ふすまが開き、赤い髪、赤い瞳ひとみ、赤い着物姿の少女が部屋に入ってきた。

「……？」

　ソリスとマシロ、首を傾かしげて顔を見合わせる。

「お、お待たせして申し訳ありませんでしたソリス様」

　頰ほおを赤らめる少女。

「…………まさか……キャロル？」

　信じられないものを見るような目で尋ねると、少女は頰を染めてうつむく。

「わ、わたくしどこかおかしいでしょうか……。家ではいつもこの格好なのですけど……」

　ソリス慌てて首を振る。

「お、おかしくない！　おかしくないどころか……」

【とっても可愛かわいいですキャロルさん】

「……ああ。なんていうか、その……見違えた……」

　まだ頭がぼーっとしたままソリス。

　キャロル、ホッとした顔で微笑ほほえむ。その顔もまた可か憐れんの一言。

　普段の高飛車な態度からは正直想像もできない。

「そ、そう言っていただけると光栄ですわ。今こ宵よいはどうか存分に楽しんでいってくださいませ……。……マナ！　お料理をお持ちしなさい！」

「はいは～い。みなさん気をつけて運んでくださいね～」

「「押お忍す！　姐あね御ご!!」」




「くれぐれも、うっかりお客様に熱いお味み噌そ汁しるをかけて火傷やけどさせてしまうなんてことがないように、気をつけてくださいね～」

「「押忍！　姐御!!」」

　襖ふすまの陰に待機していたらしいマナ、それに執事（？）たちが、料理の載った盆を運んでくる。

「おおっとこいつぁうっかり!!」

　執事（？）の一人がわざとらしく味噌汁をぶちまけようとしてきたので、ソリスは慌てて立ち上がってお椀わんを奪い難を逃れる。

「気をつけなさいピーチ！」

「すいやせんお嬢じよう！」

　キャロルが叱しかりつける。が、さらに立て続けに他の執事（？）が、

「うわあ、つまずいたあ（超棒読み）」

「わざとらしいなおい！」

　顔面めがけて熱いご飯が山盛りの茶わんを突き出してきたのを回避。

「おっと、こんなところにゴミが落ちてやすぜ！」眼球に向けて投げつけられる塩。

「兄さん、タイが曲がってやすぜ！」頭上から振り下ろされる膳ぜん。

「おっと手が滑っちまったぜ」頰ほおを掠かすめる包丁。

「自慢の手料理をたっぷりと味わいやがれぇ!!」もはやカモフラージュするつもりさえなく突き出される右ストレート。

「くっ、無茶苦茶しやがる……！」

「ちっ、しぶてぇガキだぜ……」

　そんなことをしつつも、食卓の上には豪勢な料理が次々に並んでいく。

　天ぷら／刺身／寿司／鯛たいの塩焼き（尾頭付き）……

　話でしか聞いたことのなかった、アメツチ料理の数々。

「ふう……」

　どうにか並べ終わるまで執事（？）たちの猛攻を凌しのぎきったソリス、ため息。

　舌打ちしながら去っていく執事（？）たち。

「申し訳ございませんソリス様。うちの執事たちはうっかり者が多くて……」

「……うっかり、ね……はは……」

　ソリス、引きつった笑みを浮かべる。

　どう考えても一番うっかりしているのはキャロルだと思う。

「うふふ、どうぞ召し上がってくださいな～」

　のほほんとしたマナの声に従い、ソリスは箸はしを持つ。

　箸の扱いに慣れているわけではないが、一応は使える。

　嫌がらせのことは忘れ、今は食事に集中することにしよう。

（……さて……ど、どれからいこうか……）

　決断の早さには定評があり基本的に食べ物など「食えれば上等。あとボリューム」程度の価値基準しか持たないソリスが、軽く一分以上迷って最初に食べるものを選ぶ。

　ちなみにソリスは、好きな物から先に食べる派。

　どれも異常に美お味いしそう。

（中でも一際『美味オーラ』を放っているのは……）

　海え老びの天ぷら。

　海老フライは滅多に食べられないけど大好物。

　ならば天ぷらは一体どんな味なのか……否いやが応おうでも期待は高まる。

　ソリス慎重に箸を対象天ぷらへ接近／汗が滲にじむ／箸の先端が触れる／美しい黄色の衣／未知の感触／力を込め、挟む！／ゆっくりと持ち上げる／たしか、塩か専用のつゆを付けて食べるモノだと記憶／つゆ／あった／天ぷらの皿の近くに置かれた小鉢／慎重に運ぶ／つける／衣に浸食していく濃厚な黄金色／衣の油がつゆに波紋を広げる／いよいよクライマックス／つゆにつけた天ぷらを慎重に口へと運ぶ／運ぶ！／先端部分を口へと運ぶ！／衣が上下の唇に微かすかに触れる！／舌に触れる！／歯を立てる！／未知の感触！／サクッ！／軽やかな／それでいて柔らかな／なんだこれは／戸惑いながら歯は遂に衣の下へ／海老の本体へと到達／ぷりっとした微かな弾力／歯を通して伝わる熱／海老の身を破る／刹せつ那なに口全体に広がる、海老、いや、海の味──俺おれは今、生命の源たる海そのものを食しているのだ。




　気付けば、海老の天ぷらは全てソリスのお腹の中に収まっていた。




　天ぷら以外も本当に絶品だった。

　しかしこれ以上料理の美う味まさをしつこく描写すると恋愛モノではなくグルメ小説になってしまうので割愛する。

　ふと横を見ると、マシロがじーっとソリスの顔を見ていた。

　いや正確には、今まさに箸はしで刺身が運び込まれようとしている口を。

「……食べたいのか？」

　マシロはコクコク頷うなずく。

【あーん】

　大口を開けるマシロの口に、刺身を放り込んでやる。

　……刺身は顎あごの骨の裏側からぽとりと卓上に落ちた。

「……」

　ソリス、無言で落ちた刺身を箸で拾い、自分の口に放り込んだ。

　……こうなるだろうとは思っていた。

　やはりマシロは食べ物を食べることができない。

　昔は、おやつの時間にソリスのぶんのお菓子まで強奪しようとするほど食い意地が張っていたマシロが。

【あはは、やっぱり食べられませんでしたねー。ソリスくん、わたしのぶんまでたっぷり食べてください】

　……落ち込んでいるように見えるのは、ソリスの気のせいだろうか。
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　夢のような至福の食事タイムが終わった。

「あー……お腹いっぱいだ……」

　お茶を飲みながら大きく息を吐くソリス。

　相当な量があった料理は、全てソリスの腹の中に収まった。

　なんかもう、昼間と合わせて今日だけで一生分の贅ぜい沢たくな食事をしたような気がする。

　明日から普段の貧しい食事に戻って耐えられるか心配だ。

「うふふ、いい食べっぷりでしたね～。惚ほれ惚ぼれしてしまいました～」

　空になった食器を片付けながらマナが嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「満足していただけましたか？　ソリス様」

　キャロルの言葉にソリス心の底から頷く。

「ああ。満足したにもほどがある。ありがとうキャロル」

「光栄ですわ、ソリス様」

　キャロル頰ほおを染める。

「……さて、それじゃああまり長居しても悪いから、そろそろ失礼させてもらうよ。行こうかマシロ」

【はい】

「キャロル、今日は本当にありがとう。シェフの人達たちにもよろしく言っておいてくれ」

　ご馳ち走そうを食べて気力体力ともに充実。

　アパートに戻って明日の講義の予習をしたりマシロを人間に戻す方法を調べよう。

　だが、

「か、帰ってしまわれますの？」

　キャロルが慌てた声を上げた。ソリスは首を傾かしげる。

「……？　だって夕食に招待されただけだし……」

「そ、それはそうなのですけれど……で、でも……あ、あの……」

「……？」

　キャロル、顔を真っ赤にして俯うつむく。

「……で、ですから、こ、今夜は、その……と、泊まって……」

「え？　なに？」




「うふふ……。ソリス様、外はもう真っ暗です。男の子とはいえ、一人歩きは危ないですよ。今晩は泊まっていかれてはいかがでしょう？」




　微笑ほほえみながらマナ。キャロルもぶんぶん首を振る。

「そ、それはいい考えですわねマナ。わたくしもそう思います」

「いや、そこまで甘えるわけにも……明日の準備もあるし……」

　ソリス、言いながらふと部屋の外を見る。

　月のない真っ暗な夜。この屋敷以外に家はなく、あたりは農園ばかりのため街灯もない。

　ただでさえ夜は苦手なのに……。

「うふふ、どうしてもお帰りにならなければならないのでしたら、執事さん達に馬車で送らせますけど……」

「あ、それじゃあお願──」

「うふふふ……月のない夜～♪　何も見えない闇やみの中を馬車が一台～♪　……うふふ」

「…………」

　執事（？）達の敵意の視線を思い出す。

（……さ、刺される。月のない夜にこの家の執事なんかと一緒にいたら間違いなく闇討ちされる！）

　ほとんど確信に近い。

「……じゃ、じゃあお言葉に甘えて……泊めてもらおう、かな……」

　仕方なくソリスが言うとキャロルは頰ほおを染めて顔をほころばせた。

「うふふ、よかったですね～お嬢じよう様」

「な、何がよかったのですかマナ!?　べつにいいことなど一つもありませんわ！」

「そうですか～。だったらそういうことにしておきますね～」

　笑いながら部屋を出て行くマナ。客間に残されたキャロルとソリス、マシロ。

　キャロル、露骨に緊張した様子。

「あ、あの……ソリス様、ご、ごゆっくりおくつろぎください！」

「え、ああ……うん」

「…………」

「…………」

「…………く、くつろいでくださいませ！　さあ！」

「は、はい」

　……正座のままじっと見られていたら、くつろぎようがないのだが。

【キャロルさん、何か暇を潰つぶせるものはありませんか？　トランプとか双すご六ろくとか。せっかくなのでみんなで一緒に遊びましょう】

　マシロの言葉に、キャロル申し訳なさそうに首を振る。

「も、申し訳ありません……わたくし、娯楽の類たぐいはまったく……。……た、退屈な女だと軽けい蔑べつなさいますかソリス様!?」

「そんなわけないだろう。遊びもせず毎日頑張ってるんだろう？　その努力を笑うような真似、俺おれは絶対にしない」

　ソリス自身が見えないところで努力しているタイプだから、同じ努力家タイプのキャロルには共感できる。

　……だから必要以上に力強く断言してしまった。

　キャロルの目をまっすぐ、真剣な目で見つめながら。

「！　あ、あ、ありがとうございますソリス様！　ご、ごゆっくり！」

　顔を真っ赤にしたキャロル、逃げるように部屋から出て行く。

「え？　あの……？」

【この天然女たらし……】

　ソリスの横で、マシロはどこか面白くなさそうにそう書いた。

「ん？　何を書いたんだ？」

【べつになんでもありません（怒）】

「（怒）って……」

　そっぽを向くマシロに、ソリスは首を傾かしげた。
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　キャロルが出て行ったあと、ソリスとマシロは何をするでもなくぼーっと過ごす。

【退屈ですねえ】

「そうだなあ……授業の復習でもやるか。今日のノートとかは持ってきてるし」

【勝手にすればいいです。わたし、退屈なのは慣れてますから】

「……マシロ、機嫌悪い？」

　ぶんぶんと頭ず蓋がい骨こつを振るマシロ。

【べつにそんなことないです（怒）】

「……だから（怒）って」

【ソリスくんはちょっと他の女の子の前でかっこつけすぎじゃないですかなんて、わたし思ってませんから】

「……そんなこと思ってたのか……」

【思ってません】

「…………」

　どうも機嫌を損ねてしまったらしい。

（……かっこつけてるって言われてもなあ……特にそんなつもりはないんだけど）

　そう思いながら、鞄かばんから適当にノートを取り出す。

　たまたま取り出されたのは、『魔道倫理学』の講義ノート。

　魔道倫理学＝十年ほど前から魔道を学ぶ者にとって必ひつ須すになった科目で、魔道士としての倫理観、常識などを養う。

　基本的には暗記科目なので得意だし、魔道士によって引き起こされた犯罪や危険な魔道実験による惨劇など、歴史の要素も多いので、割とソリスの好きな科目でもある。

　正直この科目を復習する必要を感じないのだが、今はあまり集中できそうもないからちょうどいいかもしれない。

　とりあえずノートを開く。

　今日の講義内容は、人間を使った魔道実験の倫理的問題点。

　肉体強化、病気・怪け我がの治療など人間を対象にする魔法は多いが、練習には必ずマウスなどの動物を使い、完全に習得した者以外は絶対に人間に対してそれらの術を使ってはならない。新たな魔法の開発では尚更である……等々。

　人間を実験台にした魔道実験で近年起こった、犯罪史上に残る大事件といえば、七年前の『ハロルド・ファウスト事件』である。

　王都で孤児院を経営していた魔道士ハロルド・ファウストが、孤児院に住んでいた〇歳から十歳までの子供、計二十三人を次々に魔道の実験の被験者とする→そのほとんどが死亡。

　ハロルド自身も、実験が失敗して孤児院が大火災となり焼死。

　焼け跡から見つかった実験施設および子供達たちの遺体から事件が発覚。

　かろうじて生き残った数人の子供達は、他の孤児院に移された。

　孤児達だけでなく、ハロルドの助手をしていたという彼の実子も救出されたが、その後すぐに行方をくらました。

　ハロルドが何の研究をしていたのかは、一般には公開されていない──……。

（……ひどい事件だ）

　事件当時まだ九歳だったソリスは、マシロと遊んだり新しい魔法を覚えることに夢中だったので、学院に入学して死霊術以外のことを学び始めるまで、この事件のことは知らなかった。

　……ふと、思う。

　もしもマシロが亡くなったとき、ソリスがちゃんとした倫理観を持っていたらどうなっていただろう。

　死んだ者は甦よみがえらない。

　だからこそ生命は尊い。

　だからこそ生命を弄もてあそぶような真似をしてはならない。

　……そんな当たり前の倫理観が当時のソリスにあったなら、『反魂』の術など使わなかったかもしれない。

　その場合、トラウマを負うこともなく、今でも死霊術師の道を歩んでいただろう。

（だけど、そうしたらマシロが骸骨になって俺おれのもとに現れることもなかった）

　あのときの自分の行動が正しかったなんて思わない。

　けれど、マシロと再会できなくてもよかったのかというと、絶対にそんなことはない。

　たとえ骸骨であっても。

　たとえ倫理を無視した結果であろうとも。

　マシロが今ここにいることは、ソリスにとって無条件で肯定すべきことなのだ。

　何が正しいことで、何が間違っていることなのか──。

　答えを出すのは本当に難しいと、心の底から思う。

　…………なんだか気が滅入ってきた。

（……やっぱり他の科目にしよう）

　そう思ってノートを閉じたそのとき。

「ソリス様、お風ふ呂ろはいかがでしょうか～」

　部屋の外から声がして、マナが襖ふすまを開けて入ってくる。

「風ふ呂ろ？」

「はい～。ちょうど準備が出来ましたので、宜しければ一番でどうぞ～。あ、もしかして、お風呂はあまりお好きではありませんでしたか？」

「いえ、そんなことはないです。毎日欠かさず入ります」

　いくら忙しい日であっても、風呂には必ず入って一日の疲れをとることにしている。

「ありがたくいただきます、マナさん」

「はいはい～、それではご案内いたしますね～」

　マナはおっとり笑って、それからマシロの方に目を向ける。

「マシロ様もご一緒されますか～？」

　マシロ、じっとソリスを見つめる。

「……まさか一緒に入るとか言い出すんじゃ……」

　頷くこくん。

「だ、駄目に決まってるだろ！」

【昔は一緒にお風呂に入ったこともあるのに……】

「駄目ったら駄目！」

　ソリスとマシロの様子に、マナが首を傾かしげる。

「あらあら？　使い魔さんは魔道士にとって大事なパートナーさんですよ？　ちゃんとお風呂にも入れてあげるのがいいと思います～」

「いや、マシロの場合はちょっと事情が違うというかなんというか……と、とにかく一緒に入るのはアレなので！」

　慌てて立ち上がり、ソリスはマシロを残して部屋を出た。
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　マナに先導されて廊下を歩いていると、どこからか野太い雄叫びのような声が聞こえてきた。多分またあの執事（？）達たちだろう。

　声に混じって、ドンドンと床や壁を叩たたきつけるような音や、ビシビシという木と木がぶつかり合うような空気を裂く鋭い音も聞こえてくる。

「何の音ですか？」

　マナに訪ねると、

「うふふ、やってますね～。ソリス様、ちょっと覗のぞいて行かれますか？」

「はあ……」

　廊下を折れ、渡り廊下に差しかかる。

　渡り廊下の先には別の建物。音はそこから聞こえてくる。

「ここは道場なんですよ～」

「道場……？」

　首を傾かしげながら、ソリスは入り口の扉を少し開けて中の様子を覗のぞいてみた。

　道場にいたのは十人の執事（？）とキャロルだった。

　執事（？）集団は全員上半身裸で下は袴はかま姿。体中が傷だらけの者も多い。

　キャロルの方は、下は黒の袴、上は白装束。

　全員木刀……いや、竹刀しないと呼ばれる殺傷力のない特殊な剣を持っている。

　竹刀を構えた十人の執事（？）が、キャロルを取り囲んでいる。

　と、不意に。

「うおりゃあああああああああ!!」

　一人の執事（？）が竹刀を大きく振りかぶってキャロルに突進。

　凄すさまじい勢いで振り下ろされる竹刀を、キャロルは紙一重で横に避ける。

　次の瞬間、

　ぴしっ！

　キャロルの手の先が一瞬ブレたかと思えば、

「っぐぁあああ!!」

　執事（？）が苦く悶もんの表情で右手を押さえ、竹刀を床に落とす。

　どうやらキャロルが目にも止まらぬ速度で男に攻撃を当てたらしい。

（今、何をやったんだ!?）

　仲間がやられても執事（？）達たちはひるまない。

　まるで一人や二人の犠牲など当然と言わんばかり。

「うるあああああああああ!!」「タマとったるうううううう!!」「覚悟してくだせえええええお嬢じよオオオオオオオ!!」「好きじゃああああああああああ！！！！！！！」

　ガラの悪い雄叫びを上げて、一斉にキャロル目がけて殺到する。

　その全てをキャロル、流れるような動きで回避／回避と同時に攻撃。

　キャロルの持つ竹刀が縦横無尽に執事（？）達を打ちのめす。

　手を離れた竹刀が宙を舞う。

　腕を押さえて倒れ込む男／地面に叩たたき伏せられる男／壁に叩きつけられる男。

「うぐぐ……」「さ、さすがお嬢……」

「あら、もうおしまいですの？」

　キャロルが執事（？）達に向けて淡々と言う。

　すると彼らの目に再び炎が宿る。

　再び竹刀を手に取り「ぬおおおおおおお!!」「でやあああああああ!!」などと雄叫びを上げてキャロルに突撃していく。

　それを再び圧倒的な力の差を見せつけて打ちのめすキャロル。

　髪は乱れ、汗で白装束が肌に張り付き、妙に艶なまめかしい。

　十人の執事（？）とその主人の戦いは激しさを増していく……。

「あらあら、お嬢じよう様ってば、今日は絶好調ですね～」

　ソリスの隣でマナが微笑ほほえんだ。

「……これは一体……」

「お嬢様は毎日夕食後、執事の皆さんを鍛えてあげているんです～。『ひたすら向かってくる相手をひたすら叩たたきのめす』なんてことが鍛練と呼べるのかはわかりませんけど～、少なくともお嬢様にとっては、いい運動になっているみたいですね～」

「……いい運動って」

　冷や汗が頰ほおをつたう。

　最初こそ、執事（？）達たちが主人に対して遠慮しているのかと思ったのだが、彼らの闘志は間違いなく本物で、一人一人の動きだってなかなかのものだ。

　それを圧倒するなど、並大抵の技量じゃない。

「うふふ、お嬢様は剣術に関しては天賦の才に恵まれていますから～。実を言うとメロンちゃんやピーチちゃん達も、もともとはカリオストロ家の部下ではなくて、お嬢様ご本人の強さを慕って集まってきた人達なんですよ～」

「へえ……」

　たしかに見事なものだ。

（……もしかしてアイザックより強いんじゃないか？）

　魔法剣と竹刀しないでは扱いの難しさが段違いなので実際はそんなことはないのだろうが、それでもキャロルの斬ざん撃げきの鋭さ、身のこなしの華麗さはアイザックと比べても決して見劣りするものではなかった。

「うふふ、お嬢様のこと、見直しましたか？」

「いや、見直すも何も、キャロルのことはもともと凄すごい娘こだと思ってますよ。真面目だし努力家だし。尊敬に値すると思っています」

　素直に述べると、マナは意外そうな顔。

「でも魔道士としての力はソリス様より下なのでしょう？」

「俺おれの場合は物心ついたときから魔法を教えられてきたから、そのぶんハンデをもらってるだけですよ。スタート地点が同じだったら、正直キャロルに勝てる気がしません。特に光精霊ウイスプの扱いにかけてはキャロルの方が遙はるかに上手いですし」

「うふふ……キャロル様が聞いたら喜びますわ」

「……言わないでくださいね。恥ずかしいので」

「んもう、照れ屋さん♥」

　マナが学院の生徒でないとはいえ、少し本音を喋しやべりすぎてしまったと反省。

「……ところで、そんな天才剣術少女がどうしてトリス学院の精霊魔法科に？　魔法剣士科……もしくはアキレウス練武館にでも行っていれば、今いま頃ごろは凄すごいことになっていた気がするんですが」

「ソリス様。出来ることとやりたいことは違うのですよ～。お嬢じよう様にとっては、適性のある剣の道よりも、より大きな努力を要する精霊魔法の道の方を望んだのです」

「なるほど……。生まれついての境遇に縛られず、自分の本当にやりたいことをやる、か。立派ですね……」

　ソリスは本気で感銘を受けた。

　もともとは家業の死霊術を志していたのに挫ざ折せつし、妥協するように精霊魔法科に入った自分には、己の道を行くキャロルが凄く眩まぶしく見える。

「はい～。ちなみに精霊魔法科の制服がとっても可愛かわいかったので、どうしても着てみたくなったかららしいですよ」

「本当にやりたいことってそれ!?　剣術の道を行こうよ！」

　才能というのはこうして世に出ることなく埋もれていくんだなあと、ソリスは世の無情を嘆きたくなった。自分もまったく人のことは言えないが。

　中ではまだ激しい打ち合いが続いている。

　いつまでも覗のぞき見をしているのもアレなので、ソリスとマナ、キャロル達たちに気付かれないように踵きびすを返し、道場から離れる。

「……ところでずっと気になってたんですけど」

「はい～」

「ゴツいおっさんにメロンとかピーチという名前はどうかと思うんですが」

「お嬢様があの子達を拾ったのはまだ十歳かそこらの頃ころでしたからね～。過去を捨てるために新しい名前を付けて欲しいと頼まれてお困りの様子でしたから、『好きな果物の名前でも付けてはいかがでしょう』なんて冗談で言ってみたところ、お嬢様ってば本当にそうしちゃうんですもの～。さすがの私もびっくりしました～」

「あ、あんたのせいですか……」

　冗談で果物の名前を付けられた男達。哀れすぎる。

「意外と慣れるものですよ～。名前なんて所しよ詮せんは記号ですから～」
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「お着替えはこちらに置いておきますね～。あ、脱いだものはこちらで洗濯しておきましょうか？」

　屋敷の広い脱衣所にてマナ。

「あ、いえ、結構です。帰ったら自分で洗います」

「うふふ……おねーさんにぱんつを洗濯されるのは恥ずかしいですか～？」

「そ、そういうわけじゃないですけど」

　顔を赤くするソリスににこやかに微笑ほほえみながら、マナは脱衣所を出て行く。

　あの執事（？）や他の使用人達たちも利用するのか、脱衣所はやたらと広く、ロッカーが幾つも用意されていた。

　何から何まで普通の屋敷とは思えないなあと感心。

　まるで旅館のようだ。

　このぶんなら風ふ呂ろも期待できそう。

　アパートの共用風呂は非常に狭いので、常々不満に思っていた。

　服を脱ぎ、タオルを持って浴場の扉を開ける。

「……おお」

　アパートの風呂の何倍もある巨大な浴槽に感嘆。

　壁には何故か、炎を吐く巨大なドラゴンの絵。

（何故ドラゴン？　というか、何故風呂の壁に絵を？）

　不思議に思いながら身体からだを洗い、いよいよ湯船に。

　水面にそろそろと足をつける。

　熱めのお湯が足先から身体に熱を伝達。

　一気に身体を肩まで湯に沈める。

　いいお湯だ。

　一日の疲れが癒いえていく。

（と言っても、今日は疲れてるどころか昼と夜に美お味いしいものを食べて幸せすぎたんだけどな。仕事も勉強も全然やってないし……）

　こんなことでいいのだろうかと不安になるほど、極楽な一日だった。

（気力を蓄えて、明日からまた頑張ろう……それにしてもいい湯だなあ……）

　幸せな気分で目を閉じ、ウトウトしかける。

　そのときだった。

　ガラガラと入り口の扉が開く音に驚いて目を開ける。

　入り口に人影。

　しかし今は眼鏡をかけていないのでよく見えない。

　ソリス目を細め、人影を凝視。

　凍り付いたように動きを止める人影。

　肌色のシルエット、細身、赤い髪────────………………………………赤い髪？

　そんなの一人しかいなかった。

「キャロル……!?」

「ナ、ナゼ、ソ、ソリス様、ガ、ココ、ニ……？」

　全裸のキャロルが、硬直状態のまま口をぱくぱくさせる。

「ご、ごごごごごめん！　でも安心してほしい、見えてないから！　眼鏡をかけてないと俺おれ、この距離じゃ何も見えないから！」

　ソリス慌てて弁明。

　キャロル、相変わらず固まったまま、

「ソ、ソウデスノ、ソ……ソレナラ、イ、イイノデス」

「分かってくれて嬉うれしい。それじゃ俺はすぐに出て行くから……」

　努めて平静を装い立ち上がる。

　悲鳴が上がる。

「きゃあああああ!!　そ、ソリス様!?」

「わわっ!!」

　そうだった。

　ノー眼鏡のソリスには見えなくても、視力が悪くないキャロルの方からは、ソリスの姿が丸見えというかモロ見えなのだった。

　いきなり立ち上がったりしたら……もう、その、大変。

「ご、ごめん!!」

　恐るべき醜態にソリス真っ赤になって再び湯に身体からだを沈める。

　と、そのとき外から、

「お嬢じよう様～。湯加減はいかがでしょうか～」

　マナの声。

「マ、マナ！　どういうことですの！　どうしてソリス様が入っておられますの！」

「あら～、そういえばそうでした～。私としたことがついうっかり。ソリス様が先に入浴しておられるのを忘れておりました～すみませんお嬢様～」

　悪びれもせず、相変わらずのんびりした調子でマナ。

「……噓うそだ……絶対噓だ……」

「マナ！　あとで覚えてらっしゃい……！」

「あ、そうですお嬢様～せっかくなので、ソリス様のお背中をお流ししてさしあげたらいかがでしょうか～」

「「なっ!?」」

　ソリスとキャロルの顔が同時に真っ赤になる。

「ば、馬ば鹿かなことを言わないでくださいマナ！　そ、そんな、そんな、破廉恥な！」

「うふふ、お風ふ呂ろで背中を流してさしあげることのどこが破廉恥なんでしょう～？　私なんて毎晩お嬢じよう様のお背中をお流ししていますのに～。お嬢様、私のことを破廉恥な女だと思っていたのですね、しくしく……」

「わ、わざとらしい噓うそ泣きはおやめなさい！　あなたがわたくしの背中を流すのとわたくしが、そ、ソリス様のせ、せせ背中を流すのは全然違います！」

　キャロルの言葉にソリス全力で首を振る。

「そう、その通り！　それマズいですから！　絶対マズいですから！　ていうか、俺おれはもう身体からだを洗ったし！」

「二回洗えばいいじゃないですか～。減るものじゃないですし～」

「神経が磨り減りますよ！」

「まあまあ。ソリス様はお嬢様にお背中を流されるのが、それほどまでに不愉快だと仰るのですね～」

「そ、そんなこと言ってない！」

「では、不愉快ではないと。むしろ大歓迎だということですね～」

「なんでそうなる!?」

　ソリスの叫びを無視し、

「うふふ、お嬢様」

「な、なんですの？」

「カリオストロ家の淑女たるもの、お客様には最大限のおもてなしをするのが礼儀というものですわ。日ひ頃ごろお世話になっているご学友でしたら尚更のことです」

「だ、だからと言って！」

「お嬢様、私は残念です……」

「え？」

「お嬢様が、そんなことも出来ない情けないお方になってしまわれて……教育係として御主人様になんとお詫わび申し上げたらいいのか……もはや死をもって償うしかありませんううう……」

「ま、待ちなさいマナ！　わ、分かりましたわ！　やればいいのでしょうやれば！」

「納得しちゃった!?」

　ソリス驚きよう愕がく。

「うふふ、頑張ってくださいお嬢様。恥ずかしいことなんて何もありません。だってこれは、当たり前のことなのですから。お客様に礼を尽くすことに躊躇ためらいを覚える方が、むしろ恥ずべきコトなのですから。もちろん、高貴で誇り高いお嬢様のことですから、そのような恩知らずで恥知らずなことは絶対にないと思いますけれど……」

「と、当然ですわマナ！　わたくしにかかればソリス様のお背中の一つや二つ！」

「だ、騙だまされるんじゃないキャロル！　それはマナさんの罠わなだ！」

　しかしキャロル、人形のように機械的な動きでこちらに向き直る。

「恥ずかしくなどありません……当然のことなのです……わたくしはキャロル・カリオストロ……高貴で誇り高い……」

　自分に言い聞かせるようにブツブツと呟つぶやきながら、ゾンビのようにゆっくりと迫ってくる全裸の少女。

　……これ以上近付かれるとまずい。

　いくら眼鏡を外しているとはいえ、見えてしまう。バッチリ見えてしまう。

「くっ！」

　ソリス意を決し、タオルで前を隠して立ち上がる。

　湯船から出る。

　目を瞑つぶり、出口に向かって真っ直ぐにダッシュ。

「うふふ、かつてとある偉人はこう言いましたわ。『逃げちゃダメだ』と」

「逃げるっつーの！」

　外から聞こえてくるマナの妄言に律儀にツッコみ。

「逃がしませんわソリス様！　大人しくわたくしにお背中を流されてくださいませ！」

「!!」

　目の前からキャロルの声。

　思わず目を開ける。

　ソリスの真正面に立つ裸の少女。

「ど、どけキャロぶつかっ」

　衝突どんつ！。

　全裸で。

「きゃあっ!?」

「うあっ!?」

　悲鳴を上げて倒れる二人。

　しかも反射的に下に伸ばしたソリスの右手は、見事にキャロルの左胸に。

　硬直。

　無言で見つめ合う。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「……あのさ、キャロル」

　どう見てもキャロルを押し倒している状態のソリス。

「……何でしょうか、ソリス様」

　どう見てもソリスに押し倒されている状態のキャロル。

　二人とも平淡な声、ただし顔は真っ赤。

「……怪け我が、ナイカイ？」

「……背中ガ少々痛ムクライデスワ」

「……ソウカ」

「……エエ」

　けっこう勢いよくぶつかったので、大したことがなかったのは幸いだった。

　よかったよかった。

「………………」

「………………」

　さらなる沈黙が続き、やがて。




　キャロルはゆっくり目を閉じた。




　閉じられても困る。












　非常に困る。

「いや、あの……」

　そこでようやく、自分の右手がどこに置かれているか気付き慌てる。

　手の中にある柔らかな感触。

　決して大きくはないけれど、確かな弾力がある。

「そ、そのまま目を閉じててくれ！」

　立ち上がり、逃げるように再び出口へと駆け出し────

　がこんっ！

　足下に転がっていた盥たらいに気付かず思い切り踏んづけて、すっ転ぶ。

「うおわっ!?」

　思い切り頭を打つごんつ！。

「ソ、ソリス様!?　ソリス様！」

　キャロルの慌てた声を遠くに聞きながら、ソリスの意識は闇やみに落ちた。
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「う……ん……？」

　目を開けると目の前にぬーっと自分を覗のぞき込こむマシロがいた。

　いつもの堅いベッドじゃない……感触が全然違う、驚くほどふかふかの布団の上。

　どこだここは……と思いながらむくりと上体を起こす。

　着ているのは制服や部屋着ではなく、浴衣。

　初めて着るものだが、風通しが良くてなかなか着心地がいいと思う。

【どうぞ】

「ん？　ああ……」

　マシロが眼鏡を差し出してきたのでそれをかける。

【……大丈夫ですか？　ソリスくん】

「えっと……ここはどこだ……俺おれは……誰だれだ……」

　驚いた様子でマシロがカタカタと顎あごを鳴らす。

　肩を摑つかまれてガクガクと揺さぶられる。

「じょ、冗談だって！　大丈夫、ちゃんと記憶はある！　ここはキャロルの家で、俺は風ふ呂ろ場ばで転んで意識を失った！」

【悪趣味な冗談はやめてください！】

「ご、ごめん……」

　本気で怒っているようなので、ソリスは謝った。

【まったくもう。眼鏡をかけていないソリスくんはドジっ子にもほどがあります。これからはお風ふ呂ろに入るときも眼鏡をかけた方がいいと思います】

「……正直、俺おれもそう思う……」

　うなだれるソリス。

「……ところで、俺をここへ運んできたのは？」

【メロンさんたちです。着替えさせてくれたのもそうです。安心してください、おかしなことは何もされてませんから】

「おかしなことって何だよ！」

【おかしなことというのはですね、具体的に言いますと大勢のたくましい男の人達たちが裸で寝ているソリスくんの後ろからお尻しりの穴に】

「詳しく説明せんでいい！」

　ろくでもないことを書き出すマシロに全力で叫ぶ。

　そのとき、

「……お気づきになられましたか、ソリス様」

　襖ふすまの外から声がして、しずしずと白い浴衣姿のキャロルが入ってきた。

　どうやらずっと外で待っていたらしい。

「どうしてわざわざ外で……」

「マシロさんに、ソリス様のことは自分が看ているからと部屋を追い出されまして……」

　ソリスがマシロに視線を向けると、

【使い魔ですから】

　……だからといって別に部屋を追い出す必要もなかったとは思うのだが、まあ、黙っているとしよう。

　そんなことを考えていると、キャロルはいきなり床に手をつき、深々とソリスに向かって頭を下げた。

「本当に申し訳ありませんでしたソリス様……わたくしとしたことが……マナに乗せられてソリス様にあのようなはしたない真似……！」

【……はしたない真似ですか】

　マシロが聞きき咎とがめる。

【ソリスくんも目を覚ましたことですし、お風呂で一体何があったのか、詳しく聞かせてくれませんか】

　キャロルの顔が真っ赤になる。

　気を失う直前のことを思い出し、ソリスの顔も真っ赤になる。

【ま、まさかソリスくん……服を脱ぎ捨てたのと同時に理性をも脱ぎ捨てて、キャロルさんの肉体を獣欲のおもむくままに貪むさぼり】

「んなわけないだろ！」

「そ、その通りですわ！　ただわたくしがソリス様に押し倒されて、む、胸を揉もまれてしまっただけですわ！」

「誤解を招くようなことを言うな！　いやまあ、たしかに誤解とは言い難いかもしれないが、もともとキャロルが迫ってきたから……！」

　ぱき。

　……関節が鳴るような音がした。

　見ればマシロが拳こぶしを強く握りしめている。

「あ、あの……マシロ……？」

　手をぶるぶる震わせながら、マシロはノートに字を書く。

【迫ってきたキャロルさんを押し倒して胸を揉んだのですかソリスくん】

　……普段よりさらに乱れた筆跡に、妙な圧力を感じる。

「だ、だからそれは、その……事故だよ！」

「そうですわ！　ただの事故なのです！」

　二人して弁明。

【……事故、ですか】

　ソリスとキャロルはこくこく頷うなずく。

【……事故でおっぱいを揉んでしまったのですか】

「よ、世の中そういうこともあるさ」

【……それは一体どこのラブコメ時空のお話ですか】

「いやー、偶然って怖いよね」

【…………】

「いや、だからほんとに、ほんとなんだ……」

【…………】

「ソ、ソリス様の仰る通り、本当にただの事故なのですっ！　おっぱ……む、胸の肉がないマシロさんには解らないことかもしれませんが……」

　……上擦ったキャロルの言葉に、マシロの動きが一瞬止まった気がした。

　そして、

【まあ、事故なら仕方ないですね】

　拍子抜けするくらいあっさりと、マシロは引き下がった。

　ホッとするソリスとキャロル。

「そ、それはそうとソリス様、頭を打たれたようですが大丈夫なのですか!?」

　心配そうに尋ねてくるキャロルに、ソリス後頭部をさすりながら、

「ん、ああ。たんこぶとかもないみたいだし……問題ない」

「よかった……本当によかったですわ……」

　キャロルの目から、ぽろりと涙。

「あ、す、すみません……お見苦しいところを……」

「そこまで心配しなくてもいいのに……。俺おれが気を失うことなんて、ここ最近は日常茶飯事だし……」

　苦笑しつつも嬉うれしく思う。

「……ところで今何時？　俺は何時間気絶してたんだ」

【夜中の三時ですソリスくん】

　マシロが答える。

「……中途半端な……。朝まで起きてるのはちょっと辛いか。明日も学校だし無理にでも寝ておかないとな。全然眠くないけど……」

「うふふ～、よろしければお酒をお持ちしましょうか、ソリス様」

　マナが襖ふすまの外から顔を覗のぞかせた。

　彼女もキャロルにつきそって外で待っていたらしい。

「寝酒ですか……ありがたくいただきます」

　酒も結構好きなのだが、やっぱり貧乏なので滅多に吞のむ機会がない。

　酒やお菓子などの嗜し好こう品ひんを買う余裕があったらそのぶん主食や生活費に回せというのがソリスの日常だった。

　……ちなみにヘルメス王国の法律では飲酒は十五歳からとなっております。

「はいは～い、すぐにお持ちしますね～」

　顔を引っ込めるマナ。

「キャロルもそろそろ部屋に戻って寝た方がいいんじゃないか？」

　ソリスが言うとキャロルは首を横に振った。

「いいえ、わたくしもお付き合いいたしますわ。部屋の外で眠ってしまいましたから、今は眠くありませんの」

　……部屋の外で寝ていたというのは多分噓うそだろうなあと思いながら、

「そうか。それじゃ、一緒に飲むか」

「はい」

　キャロルは嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「お持ちしました～」

　早くもマナが戻ってきた。

　お盆に載せられた、徳とつく利りと呼ばれる壺つぼのような形の容器に入った冷酒と、お猪ちよ口こと呼ばれる小さなコップ。

　お猪口がちゃんと二つあるところをみると、キャロルも吞むことを想定して持ってきたのだろう。つくづく隙すきのない人だ。

「それではごゆっくり～」

　お盆をキャロルに手渡して、マナが退室する。

「どうぞ、ソリス様」

　キャロルが近付いてきて、ソリスにお猪ちよ口こを手渡す。

　徳とつく利りを手に取り、ソリスのお猪口に酒をつぐ。

　ほのかに白く濁った液体が、とくとくと音を立ててつがれていく。

「じゃ、いただきます」

　そっと口をつけ、お猪口を傾けて流し込む。

　ほどよい舌触り。

　甘くもなく辛くもなく……なんというか、ただ『旨うまい』というのが相応しい。

　流し込まれた酒が胃を中心に体中を温めていく。

「これまた……めちゃくちゃ旨いなあ」

　上機嫌でソリスは微笑ほほえむ。

　料理だけでなく、酒というものに対する認識まで今日一日で塗り替えられてしまった。

　こんな美食を経験しておいて、明日から本当に普段の食事に戻れるだろうか。

「俺おれもこの家の執事になれば毎日こんな生活が出来るのかなあ……」

　思わず、考えたことをつい口に出してしまった。

「ソ、ソリス様がこの屋敷の執事に……!?　そ、それはもう大歓迎ですわ、さっそくソリス様のためのお部屋を用意して執事達たちの持ち場を──」

「い、いや、冗談だから。本気じゃないからな」

　慌てて言うと、キャロルは露骨に残念そうな顔をした。

「ま、まあそれはともかくキャロルも吞のめよ」

　ソリス、今度は徳利を手に取り、キャロルの持つお猪口に酒をなみなみとつぐ。

「ソリス様にお酌をしていただける日が来ようとは……光栄ですわ」

　微笑みながら酒を口に含む。

「ほぅ──」

　仄ほのかに上気した顔が妙に色っぽい。

【ソリスくん、わたしもお酌してあげます】

　マシロが徳利を引ったくり、ソリスのお猪口につぐ。

「ん？　ああ、ありがとう」

　一気に吞む。

　口当たりはいいが意外と強い酒らしく、頭がぽーっとなる。いい気分。

　さらにつがれる。また吞む。

「マシロさん、わたくしにもいただけるかしら」

　キャロルが言うと、マシロは言われた通り酒をつぐ。

「骸骨さんにお酒をついでもらうというのも、なかなか乙なものですわね」

　キャロル微笑ほほえみながら酒を吞のむ。

　と、不意に神妙な顔になり、

「……先ほど……というわけでもありませんけど、……まことに申し訳ありませんでした、ソリス様」

「何のこと？」

「……お、お風ふ呂ろ場ばでのことですわ」

　目を背けてキャロル。

「……いやまあ、だからあれはお互い不幸な事故ということで……キャロルが気にする必要はまったくない。むしろ早く忘れてくれ」

「はい……そうしたいのはやまやまなのですが……」

　真っ赤な顔で俯うつむいてしまう。

「キャロル？」

「わ、わたくし、同世代の殿方のその、あの、あ、アレをあんなにはっきりと見たのは生まれて初めてで……今でもはっきりと頭に……」

「ぷ──ッ!!」

　ソリス口に含んでいた酒を思いきり吹き出した。

（そ、そういえばそうだった……）

　キャロルが入ってきたことに動揺して立ち上がったソリスは、思いっきり彼女にあられもない姿を見られていたのだった。

「……それこそ早く忘れてくださいお願いします」

　真剣な顔で懇願。

「わ、解りました、努力いたしますわ……。で、でも安心してくださいませソリス様！　ソリス様のあの……その……あ、アレは、うちの執事達たちと比べても何ら見劣りするものではありませんでしたわっ！」

　混乱しているのかとんでもないことを口走るキャロルに、ソリスますます羞しゆう恥ちで顔を赤くする。

【ズルいですキャロルさん。わたしだって大人になってからのソリスくんのアレなんて見たことがないのに……。今度見せてくださいソリスくん】

「だー！　マシロまで何言ってやがるんだ！」

　頭をかかえるソリス。

「……使い魔のかたでさえ見たことのないソリス様のアレを、わ、わたくしは……わたくしは……」

「だーかーらー！　頼むお願いします忘れてください……」

　ほとんど半泣き状態のソリスだった。

「わ、分かりましたわソリス様。カリオストロ家の誇りにかけて、ソリス様の名誉はお守りいたします。ソリス様のアレは私が死ぬまで頭の中に封印しますわ」

「いや封印しなくていいから忘れてくれ記憶から抹殺してくれ」

　……なんだかどっと疲れた。

　お猪ちよ口こに酒をつぎ、一杯を呷あおる。

「ふう……」

　やっぱり美お味いしい。

　キャロルも続いてもう一杯。その様子を見ながらソリス、

「……今日は本当にありがとうキャロル。一生分の贅ぜい沢たくをさせてもらったような気がするよ。さすが金持ちは違うなあ」

「ふふ……。ですがソリス様、わたくしが人より恵まれているのは事実でしょうけれど、そのせいで大変なことだってありますわよ？」

　……それはまあ、そうなのだろう。

　貧乏人には貧乏人の、金持ちには金持ちの苦労がある。当たり前だ。

　しかも彼女はただの金持ちの娘ではなく……

「そうだよなあ……なにせ暗黒街の帝王だもんなあ……」

　意識せず口に出していた言葉に、キャロルはすっと目を細める。

　……あまり触れられたくない話題だったのだろうか。そりゃそうだ、しまった……。

　ソリス、自分の迂う闊かつさを謝罪しようとした。が、




「……暗黒街というのは何のお話ですの？」




　キャロルは心底不思議そうな顔で首を傾かしげた。

　今度はソリスが眉まゆをひそめる番。

「…………？　いや、君の実家っていうのはアメツチ王国カルサス市の暗黒街を取り仕切る超大物ヤクザでお父さんは悪の帝王で……」

「な、何を馬ば鹿かなことを！」

　キャロルどうやら本気で怒っている模様。

「え、え？」

「わ、わたくしの実家は正真正銘、由緒正しきヘルメス二十四貴族が一、カリオストロ侯爵家ですわ！　父はロイド・カリオストロ、母は王家の血を引く名門クレイメル家出身のリア・カリオストロ！　そ、そそそそれを、ヤ、ヤクザ、などと……な、なんという侮辱でしょう！　いかにソリス様といえど到底聞き逃せる言葉ではありませんわ！」

「え、えええっ!?　だって」

「う、噓うそだとお思いなら次の夏期休暇に帰省するときにでも、王都の実家にご招待いたしますわ。そ、その……お友達、として！」

「いや、でもその……この屋敷の、えーと……し、執…事……？」

　今もまだアレを執事と呼ぶことに抵抗がある。

「あの人達たちはその……なんであんな……チンピラなんだ？」

「彼らがまだ執事として未熟であることは認めますわ……。なにせ彼らは元盗賊団で、わたくしが叩たたきのめしてあげたところ懐かれてしまったので、性根を鍛え直すべく執事として雇っているのです……。心を入れ替え真面目に働いてくれてはいるのですが、やはりお客様のお相手をさせるのはまだ早かったみたいですわね……。実家から何人か、優秀な者を呼び戻すことにいたします」

「…………。えーと、だったらその……なんで貴族のご令嬢のお屋敷なのにこんな純アメツチ風なの？　君の着物もそうだけど……」

「屋敷はお父様の趣味。着物は幼い頃ころから着ていて慣れているのですわ」

「……なるほど」

　どうやら。

　マナが言っていた話は全部真っ赤な噓らしかった。

「あ、あの人は……まったく……」

【やっぱりおっぱいが大きい人にろくな人はいませんね】

「いやそれはどうか知らんけど」

　一応マシロにツッコみ。

「……さてはマナがそんな与太話を吹き込んだのですね……。まったく……わたくしに恥をかかせてどうするつもりなのかしら！」

　憤りにまかせてキャロル、どくどくと酒をつぎ一気に呷あおる。続けて二杯、三杯。

「……もう……ソリス様がわたくしのことを……ひっく」

　四杯、五杯、六杯、

「わたくしのことを……ひっぅ、……き、嫌いになって……しまわれたら、」

　七杯、八杯、九杯、

「……一体……どうするつもり……」

「……あの、キャロルさん？　そんな勢いよく吞のまない方が……」

　十、十一、十二…………たくさん。

　……これは駄目だ。完全にスイッチが入ってしまっている。

「ソリス様もソリス様です……マナの与太話を真に受けてしまわれるなんて……」

「いや、ごめん、悪かった……」

　さらに呷あおる。

「ソリス様は……やっぱりわたくしのことがお嫌いなのですね……」

　目に涙を溜ためてこちらを見るキャロル。

「……仕方ありませんわね……ソリス様に対しての様々な無礼な言動の数々……」

「い、いや、たしかに正直、中等部の頃ころはやけにつっかかってきて鬱うつ陶とうしいなあと思うことはあったけど──」

「や、やっぱりわたくしは嫌われていたのですね！　……ああ……」

　この世の終わりみたいな顔をするキャロルに慌て、

「あ、いやでも、本気で刺々しかったのは最初の頃だけだったし、なんかいつの間にかその……『本気で嫌ってる感』が薄れてきたのはすぐに分かって、ことあるごとに突っかかってくるのは照れ隠しみたいなものだってことが見え見えでもう、え、なにこのツンデレ、実在するんだ……みたいな……ぶっちゃけその、可愛かわいいなあ……なんて……なんかその……珍獣的な可愛さっていうか……」

　しどろもどろ。

　よく考えると相当酷いことを言っているのだが、ソリスもキャロルも気付かない。

「え、か、可愛い、ですか？」

　ぽーっとした目でソリスを見るキャロル。

「あ、うん、君は可愛いと思う」

【もう……そういうことを簡単に言うから、ソリスくんは駄フラグを立てまくってしまうんですよ……自重してほしいものです】

　マシロが小さな字でよく分からないことを書いている。

　しかし今はそれどころじゃない。

「か、可愛い、ですか……わたくしが……この、わたくしが……」

　キャロルの声が掠かすれている。水分補給のためか、なんと徳とつく利りからお酒を一気吞のみ。

「な……！」

「可愛いだなんて……わたくし、お父様以外の殿方に言われたのは初めてですわ……」

「そ、そうなの？　でも執事の人達たちは…………あー、言わないかあ……強さに惹ひかれて舎弟になったような連中だもんなあ……」

「……ソリス様」

「は、はい？」

　キャロルとろんとした目でソリスを見つめる。

「わたくしのこと……お好きですか……？」

　なんか距離が近付いてきているような気がする。

　浴衣の帯がゆるみ、胸元ははだけ、この角度からだと、大きさはそれほどでもないが形の良い胸がチラチラと見えてしまっている。

　風ふ呂ろ場ばでの感触を思い出し、頰ほおが熱くなるのを自覚。

「す、少なくとも嫌いではないです、全然」

　視線を逸らしながら、何故か敬語。

「……ソリス様……」

　妙に切実な顔。

「わたくしはこれまで、貴族の娘というのはいくら教養を身につけても、いずれはどこかの貴族や政財界の有力者に嫁ぐしか道はない……そう思っていました。それがイヤでイヤで仕方なくて……学院で首席をとり、いずれは宮廷魔導師にも手が届くほどの魔道士になってしまえば、もしかしたらそんな定めに抗えるかもしれないと思いながら、これまで必死に努力して来ました」

　潤んだ瞳ひとみがどんどん近付いてくる。

　ソリスは魅入られたように身動きが出来ない。

「自分は一人で生きていく……常に頂点に立ち、何物にも縛られることなく、己の選んだ道を真っ直ぐに歩いていく。友人も恋人も必要ない……そう思っていたのです。でも、今は違います……」

　キャロルの細い指がソリスの肩に触れる。




「……ソリス様、お慕いしておりますわ……」




　しなだれかかり、キャロルは耳元で囁ささやいた。

「きゃ、キャロ、ル……」

　言葉を絞り出すソリスの唇に、人差し指が当てられる。

　浴衣の前は完全にはだけ、白い裸身が露あらわになっている。

　甘い声が耳じ朶だを打つ──。




「ソリス様、本日のメインディッシュです……わたくしを、食べてくださいませ……」




　脳髄が痺しびれるような感覚。

　意識が朦もう朧ろうとして自分が何をしているのか解らなくなる。

　メインディッシュ。食事に招かれた。それなのにメインディッシュを食べないのは礼儀に反するのではないだろうか。ですよねー。……そうか、いただきます。

　ソリスその手をキャロルの胸元へ──

【ダメです！！！！】




　ばちん、という頰ほおを張られる衝撃とともに目の前に飛び込んできた巨大な文字。

　叩たたかれた衝撃でハッとなる。

（俺おれは今何をしようとした!?）

　酔いが一気に覚めた。

「あら……そりすさま……」

　迫ってくるキャロルから慌てて逃げる。

「どうして逃げるんですの……ふぁぁ……そりすさ……ま…………」

　にじり寄ってきたキャロル、ソリスに向けて手を伸ばした状態のままうつ伏せに倒れ伏し……そのまま動かなくなった。

　聞こえてくる微かすかな寝息。

「た、助かった……」

　部屋の壁にもたれかかり、ソリスは深々とため息。

【……ソリスくんの浮気者】

　マシロの非難。












　今回ばかりは反論できない。

　酒でまともな思考力を失っていたとはいえ、あのままいけば、自分はキャロルと……。

「……ごめんなさい」

【他の女の子が見ている前であんなことをするなんて、信じられません】

「……キャロルはマシロのことを『女の子』だとは思ってないからなあ……」

【むー……】

　と、そのとき。




「あらあら残念……まさか使い魔さんに邪魔されちゃうとは思いませんでした～」




　襖ふすまを開けて、マナが入ってきた。

（まさかずっと外で……？）

「残念でしたね～お嬢じよう様……既成事実の一つでも作ってしまえば、ソリス様はなし崩し的にお嬢様のモノでしたのに～」

　よく解らないことを言いながら、マナは眠るキャロルを軽々と抱き上げる。

　それからソリスを見て微笑ほほえむ。

「うふふ……てっきりプレイボーイかと思いきや、意外と奥手なんですね～。せっかくの据すえ膳ぜんなんですから、遠慮なく食べちゃえばよかったのに～」

　ソリス、マナをキツく睨にらむ。

「……マナさん。あなたは一体何がしたいんですか？　キャロルの家のことで妙なデタラメを吹き込んだり、近付くなと脅してきたり……かと思えば俺おれとキャロルを風ふ呂ろ場ばで鉢合わせさせたり、酒に酔わせてこんな……迫らせてみたり」

「お酒に酔って迫ったのは私のせいじゃないんですけどねえ……」

　マナは微笑む。

「うふふ、実を言うと私、ソリス様のこと、最初は『消しちゃおうかな～』なんて、思っていたんですよ～」

「け、消しちゃおうってあんた……」

　物騒な言葉に冷や汗。

「でも、ちょっと観察しているうちになんだか気に入ってしまいまして～。だって私の作ったお料理をあんなに美お味いしそうに食べてくださった方は、ソリス様が初めてなんですもの。自分の料理をあそこまで喜ばれて、嬉うれしくない人なんていませんですよ～」

「あの料理ってマナさんが作ってたんですか……！」

「うふふ、実はそうなんです。マナ・フローズンリバー。お屋敷の執事長兼お嬢様の世話係、そして専属のシェフを務めております～」

　マナはほんの少しだけ頰ほおを赤らめた。

「……で、お食事のあとに道場の前でお話をして……『あ、この子になら、お嬢じよう様をとられちゃってもいいかな～』な～んて、思っちゃったりしたわけですよ～。でもお嬢様ってこの通り意地っ張りで素直になるのが下手な方ですから……ここは一つ、お嬢様の幸せのために一肌脱いで差し上げようかなって。あ、脱ぐと言ってもえっちな意味ではありませんよ～」

「……言われなくても解ってます」

　それからマナ、キャロルを抱えたまま深々と頭を下げる。

「お風ふ呂ろ場ばでのことはすみませんでしたソリス様……心からお詫わびいたしますわ」

「……いえ、転んだのは俺おれが間抜けだっただけですから」

「うふふ、そういうところも好きですよ？　お嬢様の代わりに私がいただいてしまいたいくらいです～。ソリス様は、大きなおっぱいはお好きですか？」

「な……っ！」

「うふふ……冗談です」

　穏やかに微笑ほほえんで、マナは部屋を出て行く。

　去り際、

「ソリス様……お嬢様のこと、これからもよろしくお願いいたしますね……」

　……それはどこか、寂しげな声だった。

【あの人、まるでキャロルさんのお姉さんみたいでしたね。おっぱいの大きい人が悪い人とは限らないんですね……】

「……いや、それは当たり前だろ」

【……どんな気持ちなんでしょう？　大好きな人のことを、他の人に『よろしく』するのって……】

「マシロ……？」

　マシロ、慌てたようにページをめくり、

【なんでもないです！】

　……明らかに何でもなさそうではなかったけれど、なんとなく、ソリスは何も言えなかった。

「……勝手に『よろしく』されても困るんだけどなあ……」








プロローグ　ｐａｒｔⅢ







「カイゼル……あの馬ば鹿かはまだ、《賢者の石》なんてものを追っているのか……。父親と同じ道をたどるつもりか……」

　険しい顔でシェンファ。

　その隣で湯船につかっているゲルニカ、微妙に引きつった顔。

「……あの、ねえさま」

「ん？　なんだ」

「……シリアスな顔でシリアスな台詞せりふを言うのはいいのですが……この手は一体何なのでしょうか」

　ゲルニカ、視線を自分の胸元に落とす。

　……シェンファの手がゲルニカの胸を撫なで回していた。実にいやらしい動きで。

「まあ気にするなニカ」

「き、気にします！　な、何故私の胸を触るのですか──ひゃんっ!?」

　敏感な部分を刺激され、ゲルニカが可愛かわいい悲鳴を上げる。

「ね、ねえさま！」

「ふふふニカ……お前は本当におっぱいがないなあ……だからとても敏感だ」

「うう～！　だから、なんで、こんな、こと、あぁっ♥」

　甘い声を漏らすゲルニカに、シェンファは口の端を吊つり上あげる。

「私は真面目な雰囲気が苦手なのだよ。よって、とりあえず気分転換に可愛いニカをメロディアスに奏でながらシリアストークをしようかと」

「き、気分転換で私にえっちなことをしないでください！　シリアスな場面ではちゃんとシリアスな行動を……はぁっ♥」

「まあまあ、気にするなニカ」

　そう言ってシェンファ、ゲルニカの胸をぺろりと舐なめる。

「ひゃあっ!?」

「くくく……可愛いなあニカは」

「や、やめてくださ……はぅ、ひゃんっ、あふっ♥」

　別の生き物のように動く手に、ゲルニカの身体からだから力が抜けていく。

「さて、それでは先ほどの話の続きだが」

　顔は大真面目、しかし手はゲルニカの胸や尻しりや背中を縦横にえろえろしく這はい回る。

「ゆ、許してくださぁ♥い、ねえっさまぁっ」

「ダメだ。カイゼルなんかに従っている罰として貴様の身体を弄もてあそんでやる」

「はぅ……あっ……し、仕方な、はぁ、ぃ、では、ありませんか、ろ、ろじゃーが、ァンッ、引き受けた、仕事、ぁんっ、なの、ですぅっ、から……」

「ふん、まあいい。……で、そのカイゼルのフラグメント蒐しゆう集しゆうとソリス・アレクサンドロに一体何の関係があるというのだ？」

「……ぁぁんっ、か、彼が、連れて……ハァ……いる……ね、ねえさま、ほんとにもう、ゆるしてぇ……」

「おお……すごくいい顔だぞニカ。……なんかノってきちゃった」

　シェンファ、サディスティックな笑みを浮かべ、手の動きをますます激しくする。

「ぁっ、ね、ねぇさまぁ、そ、そこは、ら、らめぇ、ですぅ……」

「いい声で鳴くじゃないかニカ……ぞくぞくする。ほら、早く話の続きをするのだ。でないと貴様の純潔は私のモノになってしまうぞ？」

「はぅっ、はぁっ、か、彼が連れて……はぁんっ、い、いるぅ、す、スケルトンの中に、ある、のはぁん……ひゃぁんっ、……はぁ、はぁ……フ、フラグメンとぉ……なん、で……すぅ……ぁん♥」

「ふむ……」

　ようやくシェンファの手が止まる。

「……まあ、もしかするとそうじゃないかとは思っていたのだ。召喚魔法科でもないソリス・アレクサンドロが、あんな高度な知性を有する使い魔を召喚したというのは不自然だからな……」

「はぁ……はぁ…………ではねえさまは、あのスケルトンさんの正体に気付いていながら放置していたというのですか？」

　荒い息をつきながらも、どうにか無表情に戻るゲルニカ。

「ふん、あの男がフラグメントに取り憑つかれて正気を失っていたりしたら、私が全力で止めていたところだが。しかしこの一週間、マシロ君と一緒にいるようになってからも、奴に変化はなかった……いや、どちらかというと以前より間抜けで愉快な男になっているからな。フラグメントとはいえ所しよ詮せんはただの珍しいスケルトン一匹だ。私を楽しませてくれるなら、あえて手を出すこともあるまい」

　シェンファはそう言って笑った。しかし。

「……果たしてそうでしょうか」

　淡々と言うゲルニカに、シェンファ眉まゆをひそめる。

「……？　どういうことだ？」

　ゲルニカ少し迷ったあと、はっきりと告げる。

「これはあだるとな私の女の直感なのですが──ソリス・アレクサンドロからは、ハロルド・ファウストと同じ匂においがします」

　シェンファ顔をしかめ、

「あまり軽々しくその名を口にするなゲルニカ。不愉快だ」

　冷たく突き放すような声。

　ハロルド・ファウスト＝運営していた孤児院の孤児達たちを魔道の実験に使い、その多くを死に至らしめた狂気の魔道士として犯罪史上に名を残す。

　カイゼル・ファウストの実の父。

　天地戦争で砕かれた《賢者の石》の欠片フラグメント──そのあまりに強大な力に魅入られ、人の道を踏み外した男。




　────物心ついたばかりだったシェンファやゲルニカに、フラグメントを使って強引に、常人を遙はるかに超える力を与えた男。




　……もう顔も覚えていないのに、自分を見る濁った泥水のような目は、今でもシェンファの脳裏に焼き付いている。

「ソリス・アレクサンドロがあの男と同じだと？　馬ば鹿かなことを。あの男は実に善良で人畜無害な男だぞ。見栄っ張りで自分が『天才』であるためにこっそり努力しているところなど、実に可愛かわいらしくて私好みだ」

　ソリスが優秀だが決して天才などではないことに、シェンファは気付いていた。

　生まれ持っての才能とハロルドにより強制的に与えられた力のおかげで努力とは無縁に生きてきたシェンファは、だからこそ、地道な努力によってシェンファと並び称されるほどの名誉を手にしているソリスのことが気に入っていた。

「あの男なら、たとえ賢者の石そのものを手に入れたところで大きな事件など起こすまい。扱いに困って簞たん笥すの奥にでも眠らせておくのが関の山だ」

　ソリスのことを全面的に信用しているシェンファは断言した。

　しかしゲルニカ──




「でもあの人、スケルトンさんとその……チュ、チュウをしましたよ？」




「……なに？」

　シェンファの目がすっと細められた。

「……まあ、チュウをしたのはスケルトンさんに魔力を補充するためのようでしたが……ともかく、そのあとスケルトンさんは、あだるとな女の人に姿を変えたのです」

「…………」

「……詳しい事情は私にはよく解らないのですが。……あのスケルトンさんは使い魔でもなければ勿もち論ろんただの高度な人工知能でもなく……ソリス・アレクサンドロにとって、どうやらとても大切な人……恋人だか友達だか知りませんが……大切な人の、なれの果て、みたいです」

　ゲルニカの言葉にシェンファの表情が消える。

「……ではソリス・アレクサンドロは……自分の愛する者を、フラグメントの力を使ってスケルトンにして甦よみがえらせたということか」

「そういうことになりますね」

　淡々と頷うなずくゲルニカ。

「……なるほど。それはたしかに……奴を思わせるな」

　ハロルド・ファウスト。

　彼の助手として研究の手伝いをしていた彼の実子カイゼルから言わせれば、昔は家族を愛する良き父親で、魔道士としての才能はそれほどでもなかったものの、人間としては素晴らしい人物だったという。

　資産家でもあった彼は妻とともに孤児院を設立し、多くの子供たちを救った。

　既に孤児院を出て独り立ちしていたシェンファやゲルニカの先輩──あるいは『兄弟』達たちは、事件のことを聞いたとき一様に「お父さんがそんなことをしていたなんて信じられない」などと驚きよう愕がくしたらしい。

　このことからも、過去のハロルドの人柄がうかがえる。

　ハロルドが狂い始めたのは、彼の妻が事故で死亡してからのこと。

　悲しみに沈む彼は、あるとき偶然にも、一つのフラグメントを手に入れてしまった。

　その強大な力に魅入られた彼は──妻を生き返らせるための研究を始めた。

　手に入れたフラグメントに蘇そ生せいの力がないことが解ると、他のフラグメントの蒐しゆう集しゆうに熱を入れるようになり……いつしかその目的は妻の蘇生ではなく、フラグメント自体の研究にすり替わっていった。

　怪け我がや病気の治療はもちろん、肉体を強化する実験、異常な再生能力を付加する実験、魔力を何倍にも増幅する実験────動物実験に飽き足らなくなったハロルドは、ついに孤児院の子供たちにまで手を出すようになる。

　毎日のようにおかしな薬を飲まされ、身体からだを切り刻まれ、そして修復される。

　地獄のような日々を耐えきり、七年前の孤児院の火災でようやく救われたのは、シェンファとゲルニカ、その他数名の孤児達と、助手であり自身もフラグメントによる強化を受けていたハロルドの実子カイゼル・ファウストのみ。

　カイゼルが父親の研究を引き継いだ目的は大体想像がつくので捨て置くとして……問題はソリス・アレクサンドロだ。

　勤勉で、ハロルドを遙はるかに凌しのぐ魔道の才覚を備えた若き魔道士。

「……もしも……」

　絞り出すようにシェンファ。




「……もしもソリス・アレクサンドロがハロルドと同じ道を辿たどる危険があるのなら……私はマシロをフラグメントごと破壊して、奴を正気に戻そう」




　強い意志を込めて告げた。

　…………再びゲルニカの胸を愛あい撫ぶしながら。

「それはそうとニカ。やはり私のもとに来る気はないか？　カイゼルの手助けなど……」

「……む、胸を触りながら、勧誘、しないで……ぅ……ください……ぁん……」

　喘あえぎを押し殺しながら無表情でゲルニカ。

「私は……カイゼルの……はぁ……こと、なんてぇ、あぁ……どうでもイぃ……のです。私は……ぁん……ロジャーに、ついて、イく……ぅ、だけ、です」

「ふむ……たとえこの私と敵対しても、か？」

「はい」

　ニカ、即答。

「……ぁンっ…………わ、私にとっては、ロジャーとともに……はぅっ……仕事をすることが、ぁん、全て、ですから……やぁっ♥」

「……ふん、ベタ惚ぼれだな。正直、ロジャーという男が憎らしいぞ。孤児院ではねえさまねえさまといつも私にくっついていたニカが……」

「昔は……ゃんっ、昔、ですっ」

　シェンファ、ぴたりと手を止める。

「……そうか。ならば貴様の好きなように生きるがいいさ。私もそうする。敵として出会うことがあれば容赦なく叩たたき潰つぶすぞ」

「はい。こちらも全力で行きます。……ただまあ、今回の任務失敗で契約を切られてしまう可能性が高いので、その機会は当分なさそうですが」

「くくく、命拾いしたな」

「そ、そんなことないです。私、ねえさまにだって負けませんから」

「ほほう……そんな生意気を言うニカには……こうだっ！」

　シェンファいきなりゲルニカに抱きつき、首筋に舌を這はわせた。

「は、はぅ……ね、ねえ、さまぁ……」

「くっくっく、私にもっともっとニカの可愛かわいい声を聞かせてくれ……」

　ニカの耳元で囁ささやき、かぷ、と耳たぶを甘あま嚙がみ。

「ひやぁっ、ら、らめ、れす、ねえ、さまぁ……ン……」

「ふふふ……貴様は私のものだニカ……貴様のやわらかい身体からだを、この私が隅々までしゃぶり尽くしてやろう……」

「くっ……こんな……はぁっ、恥辱……ぅぅ、ね、ねえさまといえど……ぁんっ……いつか、いつか必ず……ぁ、あっ、やっ、あ、ああっ!!」

　真夜中、学院の浴場に、幼女の甲高い悲鳴が響き渡った──……。








第三話　幼女乱舞　ＩＮ　温泉







　早朝。

　ソリスとマシロは、キャロルの屋敷から馬車でアパートまで帰ってきた。

　マナには朝食を勧められたが辞退。

　これ以上美お味いしいものに慣れてしまっては今後の食生活に影響が出そうだったし、昨夜あんなことがあったので、キャロルが起きる前に屋敷を出たかった。

【うふふ、馬車で朝帰りなんて優雅ですね】

「たしかに、どこの貴族様だよって感じだなあ」

【アパートの皆さんに勘違いされちゃうかもしれませんね♥】

「それはない」

　即答するとマシロはぷいっと不満そうに顔を背けた。

　と、そのとき。

　アパートの一階にある管理人室のドアが開き、中から一人の派手な婦人が出てきた。

「あらまあ！　ルーム№二〇四やないの。朝帰りい？　最近の若い子ってやあねえボハハハハハハハ」

　独特の笑い声を上げる婦人。

　歳の頃ころ四十ほど／虹にじ色いろの髪／恰かつ幅ぷくの良い体格／歯は全て金歯／ゴージャスなドレス／全身に宝石をじゃらじゃら────いかにも金持ち……ただし貴族的な気品など微み塵じんもない、かなり下品な印象。

　マダム・エリザベス＝このボロアパートの大家。

　見た目の印象通り金はあり余っている筈はずだが、アパートの改修も食事の改善も一切やってくれない。

　本人曰いわく『アパートの大家』ではなく『ボロアパートの大家』がやりたいらしい。

　若い学生達たちが貧乏な暮らしに苦しみながら頑張る姿を見るのが何より楽しみという、かなりアレな性癖。

　……ただまあ、家賃がバカ安なのは事実なので、ソリス達貧乏学生にとってありがたい存在ではある。

「おはようございます、大家さん」

【おはようございます】

　ソリスとマシロ揃そろって頭を下げ、大家の横を通り過ぎようとする。

「あ、そうそう、ちょっと待ち」

　呼び止められた。

「はい？」

「あんた、昨日の夜は帰ってへんやろ？　なら知らんやろー。今日から暫く、風ふ呂ろ場ばが使えへんで我慢してなボハハハハ」

「風呂場が？　え、どうしてですか？」

「昨日ルーム№三〇五が風呂場で魔法の実験やってな、失敗して風ふ呂ろ釜がまを爆発させてもうたんやて。困った子やわほんまにボハハハハ」

「風呂釜を爆発……」

（三〇五号室の住人というとノーラか。たしかフェルナンドの生徒だったな）

　王立フェルナンド魔道学園＝一般的に魔法学校としてはトリスメギストスより格下とされているが、学費の安さなどからトリスよりこちらを選ぶ者も多い。さらには精霊魔法や白魔法など比較的メジャーな魔法体系の学部しかないトリスと違い、専門家が国内で数人しかいなかったり新興で理論がまだ確立していないようなマイナーな魔法体系も積極的に導入しているので、一概にどちらが上とは言えない。

「……ノーラは無事ですか？」

「ああ、頑丈な子やねえ。怪け我が一つしとらんわ」

「そうですか、それはよかった。……その、アパートを追い出したりとかは……」

「アホやねえ。風呂釜の一つくらいで追い出すわけないやないのボハハハハハ」

　豪快に笑う大家。

　アパート内で爆発事故なんて普通なら追い出されても仕方ないのだが、この婦人は見かけによらずいい人というか見た目通り器がでかい。

　このアパートを選んでよかったと、ソリス改めて思った。





　　　†






　教室に到着するといきなりキャロルとばったりでくわした。

「お、おはようキャロル」

「おはようございますソリス様。挨あい拶さつもなく帰ってしまわれるなんて、少し失礼ではありませんこと？」

　少し刺々しい。

「ごめん、寝ているのを起こすのも悪いと思って……」

「もう。今朝はせっかくソリス様と一緒に登校できると思っておりましたのに……あ、いえ、べつにどうしても一緒に行きたかったというわけでは全然なく、たまにはそういうのも一興ではないかと思っていただけですけど」

　いつもの照れ隠し。

　……あまりにもいつも通りすぎることに違和感。

　昨夜、初めてはっきりと想いを告げられ、ほとんど裸の状態で迫ってきたにもかかわらず、どうしてこんなに普通なのだろう。

　自分なんて、否いや応おうなく昨夜のことが脳裏に浮かんでしまい、キャロルの顔がまともに見れないというのに。

「……あのさ、キャロル、昨夜のことは……」

　ソリスが言うとキャロル、顔を真っ赤にした。

（……あ、平気な振りをしていただけだったのか）

　納得。

「さ、昨夜は本当に申し訳ありませんでしたソリス様。まったくもうマナったら……ソリス様が入浴しておられることを忘れるなんて……」

「え……？」

「しかしご安心くださいませソリス様、わたくし、絶対に誰だれにも言ったりいたしません……あ、あんな……素敵な……あ、いえ、その……失礼なこと……」

「あの、キャロル、何を言って……」

「ああ、お、思い出すだけでもう……恥ずかしいですわ……！　あ、あんなこと、言えるわけがございませんもの……ですからソリス様、わたくしを信じてくださいませ……」

　ものすごく必死な顔で、キャロル。

「ソリス様の裸を見てしまったり胸を触られてしまったことなんて、決して誰だれにも言いませんから!!」

　教室中に響く大声で、キャロルは叫んだ。

「な、なんてことしやがる……」

　ソリス顔を引きつらせる。

　教室中の生徒達たちの視線が痛すぎる。

（……明日には全校に広まってるんだろうなあ……）

　世の中、ゴシップほど広まるのが早い。

「あのだなキャロル、そのことはさておき……いや、本当はさておいたらマズいんだが、とりあえずおいといて」

「は、はい……」

「俺おれが風ふ呂ろ場ばで気絶した……そのあとのことなんだけど」

　するとキャロル、またしても赤面。

「本当に申し訳ありませんでした……。ソリス様が意識を取り戻されるまで部屋の外で待っているつもりでしたのに、このわたくしとしたことが、そのまま朝まで眠ってしまうだなんて……キャロル・カリオストロ、一生の不覚ですわ……。しかもおかしな姿勢で眠ってしまったからか、今朝から頭痛がしますし……」

「は!?」

　ソリス目を丸くする。

「部屋の外で眠ったって……じゃあ、覚えてない？」

「……？　何をですの？」

「……いや……」

　とぼけている様子はない。

　どうやらキャロルは、酒に酔った勢いでソリスに半裸で迫ったことを完全に忘れているらしい。

（……好都合、なのかなあ……）

　これからキャロルにどう接すればいいのか、昨夜マナに『よろしく』されてからずっと悩んでいたのに。

　問題が先送りになっただけのような気はするが、とりあえずはこれまで通りに接していけばいい。

　だが……酒の力を借りてとはいえ、素直じゃないキャロルがようやく口に出せた言葉がリセットされてしまったのは、可哀かわい想そうな気がする。

（割り切るしかないんだろうな……これまでみたいに）

　怪け訝げんな顔をするキャロルを、ソリスはしばらく見つめていた。
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　授業が終わり放課後になって、ソリスはいつものように、キャロルとマシロと一緒に生徒会室へ向かう。

　部屋に入ると、シェンファが何やら不機嫌そうな顔で睨にらんできた。

「……ふん、ソリス・アレクサンドロにキャロル・カリオストロか。二人揃そろって出勤とは仲良しだな」

「べ、べつにそういうわけではありませんわ！」

　顔を赤くしてキャロル。

「会長。俺おれとキャロルが一緒に来るのはいつものことなんですが。クラスが同じなので」

「ふん。そうやって二人して言い訳する……ふん」

　ぷいとそっぽを向いてしまうシェンファ。

　……こうして見ると、本当にただの幼女にしか見えなかった。

「どうせ私の知らないところでイチャイチャイチャイチャにゃんにゃんにゃんにゃん……まったく、いやらしい」

「わ、わたくしはべつに、いちゃいちゃなどしておりませんわ！」

「ふん、『べ、べつにソリス様のことなんて好きじゃないんですからねっ』ってか。はいはいツンデレツンデレ。……そうかソリス・アレクサンドロはツンデレが好きだったのか。道理で私があれだけ迫っても無反応だったわけだ。この私としたことが、どうやら戦術を誤ったようだな。まったく……魔法戦術科の首席が聞いて呆あきれる。なんという無様。私はあのとき、『お兄ちゃんにならどんなエッチなことされてもいいから！』ではなく『お兄ちゃんなんか大嫌い（ツン）！　大嫌いだからちょっとしかエッチなことさせてあげないんだからねっ（デレ）！』と言うべきだったのだろう。ふん、なんという失策」

【会長さん。上っ面だけのツンデレなんて痛いだけですよ】

　マシロがどうでもいいことにツッコんだ。

　ソリス、自分の席に座りながら小声でアイザックに尋ねる。

「なあ、会長どうしたんだ？　今日はいつにも増して頭がおかしいぞ」

　アイザック淡々と、

「……アレクサンドロとカリオストロが昨夜結ばれたという情報を入手して以来、パラケルスス殿はずっとあの調子である」

「ぶ──っ！」

　ソリス噴き出した。

「な、なんなんだその噂うわさは！　そんな根も葉もな……くはないけど……」

　実際にキャロルが大声で叫んじゃったし。

「でも、その噂はデタラメですから。信じないでくださいよ」

「そ、そうですわっ！　わ、わわわたくしとソリス様がそのような……む、結ばれ……など、まだ決して！」

「……昨日、貴様らが二人で馬車に乗り込むのを目撃した生徒が何人もいるのだが？」

　シェンファがジト目でソリスとキャロルを見る。

「き、昨日はキャロルの家で夕飯をご馳ち走そうになったから……」

「夕飯をご馳走！　そうか……食べ物で釣るという手があったか！　基本的すぎて思いつきもしなかったな。美お味いしい食べ物で満腹にさせたあと『デザートはわ・た・し♥』ということかこの外道！」

「そ、そのような真似、このわたくしがするわけがないでしょう！」

　……メインディッシュがどうのこうのという台詞せりふ＆浴衣をはだけて迫るキャロルの艶あで姿すがたを思い出してソリス赤面。

「む……？　ソリス・アレクサンドロのこの反応……まさか本当に」

「ち、違います！　そんなことあるわけないじゃないですか！　たしかに昨日はキャロルの家に泊まったけどそんなやましいことはまったく！　信じてください会長」

　真剣な目でシェンファを見つめる。

「……むう……信じていいのだな？」

「はい」

「も、もちろんですわ！　昨日はお風ふ呂ろでソリス様のお背中を流してさしあげようとしたわたくしが、ソリス様に押し倒されて胸を触られてしまっただけで、やましいことなど何もありませんでしたわ！」

「それのどこがやましくないのだ！　やましすぎる！　うらやましすぎるぞ！」

　シェンファがびしっとキャロルに指を突きつけた。

「風呂場ということは当然二人ともすっぽんぽんで……くっ、私などまだソリス・アレクサンドロの裸体すら見たことがないのに……見せたことはあるのに……なんという理不尽。許せんな。しかもアレだろう、裸だったら当然アレも見たのだろう！」

「……み、見ました、わ……」

　顔を真っ赤にして馬ば鹿か正直にキャロル。

「大きさはどうだった！」

「ふ、普通だったと思いますわ」

「何の話してるんですか会長！　キャロルも真面目に答えなくていい！」

「す、すみませんソリス様……！」

　シェンファは今度はソリスの方を見て、

「……そうか……ソリス・アレクサンドロのアレは普通サイズなのか……私としては少し小さめの方がありがたかったのだが……。……ふむ、やはり自分の目で確認しなければ信じられないな……」

　椅い子すから立ち上がり、じりじりとにじり寄ってくる。

「あ、あの……会長？」

「ソリス・アレクサンドロ。脱げ」

「脱ぐか！」

　全力で拒否。

「ふむ、この私に逆らおうというのか……。ザック。この男を取り押さえろ」

「御意」

　何の躊躇ためらいもなく立ち上がるアイザック。

「ま、待っ、正気かアイザック！」

　慌てて逃げながらソリスが言うと、アイザックは相変わらずの無表情で、

「某それがしはただ、パラケルスス殿の命に従うのみ。……アレクサンドロ、脱がされろ」

「イヤじゃボケ──ッ！」

　踵きびすを返して逃げようとするソリスだったが、アイザックに一気に距離を詰められ、後ろから羽交い締めにされる。

「くっ、は、離せアイザック！」

　しかし近接戦闘なら学院最強のアイザックに、力で敵かなうわけもない。

「くっくっく、よくやったザック。さあてソリス・アレクサンドロ、今から貴様を裸にひん剝むいてやるぞ……」

　邪悪な笑みを浮かべてシェンファが近付いてくる。

「お、おやめなさい会長！　そのような破廉恥な！」

「ほほうキャロル・カリオストロ、貴様はつまり、そんな破廉恥なモノを風ふ呂ろ場ばでしっかりと見てしまったわけだな？　おやおや、なんという破廉恥な女だ……この痴女め」

　無茶苦茶な理屈だった。…………キャロル以外には通じないほどの。

「な……っ！　わ、わたくしは痴女などではありませんし、ソリス様の裸は破廉恥などではありません！」

「うーん、口だけなら何とでも言えるからなあ。実際に確認してみないことには、貴様が破廉恥な女かそうでないか判らないだろう」

「わ、わたくしが噓うそをついていると仰るのですか!?　な、ならば好きなだけ確認すればよろしいですわ！　ソリス様の美しいお身体からだを見て、わたくしの言葉が真実であることをしかと見届けてくださいませ！」

「ギャー！　あっさり会長の口車に乗せられてんじゃねー！」

「我慢してくださいませソリス様……ドキドキ……実はあのときは動揺していておぼろげな記憶しか……今度こそじっくりと、永久保存版的な感じで……」

「永久保存されてたまるか──っ!!」

　キャロルはアテにならない。他に頼れるのは、

「マシロ！　頼む、助けてくれ！」

【助けてあげたいのはやまやまなのですが、眼鏡をかけた少年がお友達に羽交い締めにされているという芸術的な光景を壊すわけには！】

「わけのわからんことを……！」

【わかってくださいこの乙女心……。あ、アイザックさん。できればソリスくんの胸元をちょっと乱暴にはだけさせていただけるとありがたいです】

「ありがたくねえよ！　マシロは断じて乙女じゃない！　言うなればそう、腐った女子……腐女子だ！」

【失礼ですね。わたしは腐りません。骨だけに】

「心が腐ってるんだ！」

【ひ、ひどいです。傷付いたのでわたしもソリスくんを脱がすお手伝いをします】

「ぎゃああ！　やーめーてー！」

　ソリスが悲鳴を上げたそのとき。

　乱暴にドアが開いたばたん！！

「ソリス先パイ！」「せんぱいっ！」

　乱入してきたのは死霊術科の二人組。

（た、助かった……）

　そう思ったのもつかの間、

「ソリス先パイほんとなんですか昨日キャロル先パイと結婚式でそのあとキャロル先パイの部屋でイチャイチャしたり馬車の中でイチャイチャしたりお風ふ呂ろでイチャイチャしたりベッドの中でイチャイチャしたり！

（急に横を向いて）『俺おれはお腹が減ってるんだ』

（一八〇度向きを変えて）『それじゃあさっそくご飯の支度をしますねあ・な・た♥』

（また一八〇度半回転）『ご飯より、俺が食べたいのはキミさー♥』（抱きしめる動作）

　的なアレだったり！

『ソリス様の耳はどうしてそんなに素敵な形なのですか？』（お祈りをするように手を前で組む乙女チックなポーズで）

『キャロルの声をよく聞くためだよ』（爽さわやかな笑顔）

『ソリス様の眼鏡はどうしてそんなにスタイリッシュなのですか？』（また手を前で組む）

『キャロルの顔をよく見るためだよ』（爽さわやかな笑顔）

『ソリス様のアレはどうしてそんなに大きいのですか？』（頰ほおに手を当て恥じらうように）

『お前を食べるためさあ！』（鬼畜のような顔で）

『あ～れ～』（色っぽい顔でくるくる回る）

　という感じのアレをしたり！　ソリス先パイのエッチ！　ツンデレですか、それともぺちゃぱいがいいんですかっ!?」

　息つく間もなくやけに達者な一人芝居を交えてアレなことをまくし立てるメイ。

　ヒカリの方は完全に無表情でキャロルの方を見ながら、

「……昨夜せんぱいとにゃんにゃん……澄ました顔でにゃんにゃん…………泥棒猫。泥棒猫。泥棒猫。泥棒猫。泥棒猫。泥棒猫。泥棒猫。泥棒猫。泥棒猫。泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫泥棒猫…………」

　ブツブツと呟つぶやきながら、淡々と手にした人形（赤毛＆赤目）にぷすぷす針を刺している。

　キャロルが二人に向かって叫ぶ。

「で、ですからわたくしは、べっ、べつにソリス様のことなど！　というか、ここは生徒会執行部以外立ち入り禁止です！　早く出て行きなさい！」

　しかしメイ怯ひるむことなく、

「ほーら出た、お得意の『べっ、べつに』うんちゃらかんちゃら！　これですか、これがいいんですかソリス先パイは……！　だったらわたし、これからツンデレになりますっ！　かっ、勘違いしないでくださいねっ、べっ、べつにわたし、ソリス先パイのコトなんか好きじゃないんですからっ！　あとほらソリス先パイ、眼鏡ですよ～眼鏡のツンデレですよ～♥　で、でも勘違いしないでくださいね、べっ、べつに先パイのために眼鏡をかけるんじゃないですから！」

　どこからか取り出した伊だ達て眼鏡をかけ、メイが頰を膨ふくらます。

　カオスすぎてもう何がなんだか。

「……せ、せんぱい、せんぱいが、その……つんでれというのがお好きでしたら、私、頑張ってつんでれます！　べ、べつに私、せんぱいのことなんて好きじゃないんですからっ！　こ、こんな感じですか？　ああっ、す、すみませんせんぱい私のようなクズがせんぱいに対してこのような暴言、決して許されることではないと思います死にます私もう死にます！　か、勘違いしないでくださいねっ、べつにせんぱいのために死ぬんじゃないんですからっ！　……はぁ……どうせ私なんか生きててもいいことないんです。道を歩いてるだけで誰だれかに馬ば鹿かにされてる気がします。息をするだけで死ねと言われてる気がします。世界に嫌われてる気がします。……あ、そっか、きっと世界は私にツンデレなんですよ。デレなんて一度も感じたことありませんけどね。現実のツン：デレの比率はいつだって10：０なんですよ。ツンデレだと思ってるのは自分だけで実は本気で嫌われていたという鬱うつ展てん開かいですよ。今日だってせんぱいを泥棒猫にかっさらわれて……いい加減少しはデレてくださいよ……でないと手首切っちゃいますよ……うふふふふふ……」

　ヒカリはヒカリで壊れていた。いつも以上に。

「で、ですからわたくしはツンデレなどという者ではありません！　これ以上の侮辱は許しませんわよゾンビ娘！　表に出なさい！　少しお灸きゆうを据すえて差し上げますわ！」

「望むところです！　わたしもキャロル先パイとは一度決着をつけなくてはいけないと思っていたところですから！」

　キャロルとメイがいつものようにバチバチと火花を散らす。

　……シェンファとアイザックの注意も二人に向いている。

（チャンスだ！）

　判断するが早いか、ソリスいきなり力を込めてアイザックの腕を振りほどく。

「……む!?」

「おのれ、逃げるかソリス・アレクサンドロ！」

　睨にらみ合うキャロルとメイの間を通り抜け、啞あ然ぜんとしているヒカリの横をすり抜けて、生徒会室を飛び出した！

　追ってくる足音。

　呪じゆ文もんを高速詠唱。

「力ある跳ちよう躍やくを！」

　風精霊のランクＤ、《風の靴ウインドブーツ》。

　足下に風を集め、ジャンプ力を高めたり着地時の衝撃を弱める魔法。

　中央棟の五階から吹き抜けになっている一階まで、迷わず飛び降りる！

　さすがのアイザックも、これにはついてこれない。

　ソリス危なげなく着地。

　いきなり飛び降りてきたソリスに啞然とする他の生徒達たちを尻しり目めに、そのまま中央棟の出口に走り、さらにダッシュで学院の校門を出た。

「はぁ……はぁ……」

（ここまで来れば……大丈夫だろ）

　呼吸を整えながらソリスは思う。

　広い学院の敷地を全力疾走したので、かなり汗をかいてしまった。

（今日はもう帰ろう。アパートに戻ったら汗を流して……）

　と、そこで思い出す。そういえば暫く風ふ呂ろは使えないと大家さんが言っていた。

　どうしようか考える。

（キャロルの屋敷の風ふ呂ろは広くてよかったよなあ……）

　さすがに二日連続で泊めてもらうわけにもいかないが。

　でも、無性に広い風呂に入りたい気分。

（そうだ、久しぶりに公衆浴場に行こう）

　温泉の源泉が豊富なカドゥケウス市には、市営および私営の公衆浴場が幾つもあり、多くの学生達たちが利用している。

　基本的には有料なのだが、一つだけ無料で入れる温泉を知っている。

　少々遠いが、食費を削らなければならないほど困窮している今、出費は極力抑えたい。

　学校帰りの学生達でにぎわう道を、ソリスは歩いていく。
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　公衆浴場『猿の湯』。

　市の郊外、学院から徒歩で一時間ほどの距離にある温泉。

　距離的にはそれほど大したことはないのだが、山の中腹にあるため結構急な坂道を登らねばならず、疲れるし靴も汚れるので「たかが風呂に入るためにそこまで苦労したくない」と、学生達にはあまり人気がない。

　しかし露天風呂につかりながら見える景色は綺き麗れいだし、何より無タ料ダ。

　以前同じアパートの友人に教えてもらって知った、なかなかの穴場。

「ふう……やっと着いた……」

　二十分ほど坂道を歩き続け、ソリスは浴場の建物の前に到着。

　そこに。

「やっと来たかソリス・アレクサンドロ」

「遅いですよソリス先パイ」

【わたしを置いていくなんてひどいですソリスくん】

　……何故かシェンファとメイとヒカリとキャロルとアイザックとマシロがいた。

「な……っ!?　なんで!?」

「簡単なことだソリス・アレクサンドロ。貴様のアパートの風呂が壊れたとマシロ君から聞いてな。ならば貴様は学校帰りに公衆浴場に行くに違いないと考えた。貴様が風呂好きということは既に調査済みだからな。そして、市の公衆浴場の中で、ギリギリ歩いて行ける距離で無料なのはここだけだ。馬車を飛ばして先回りさせてもらったというわけだよ」

「そ、そこまでしますか……！」

　恐れおののきながら後あと退ずさりするソリス。

「まあ待てソリス・アレクサンドロ。ここで貴様を無理矢理脱がせる気はない。せっかくだから我々も温泉に入ろうと思っただけだ」

「……信じていいんですね……？」

「勿もち論ろんだ。愛する貴様に噓うそなどつくわけがない。ニヤリ」

「そうですよ先パイ。イヒヒ」

「信じてくださいせんぱい……ふふふふ」

【べ、べつにわたし、ソリスくんの裸になんか興味ないですからっ！　くくく】

　露骨に怪しかった。が、そこでキャロル、

「……ご安心下さいソリス様。他の方達たちが何か妙な真似をしようとしたときは、わたくしが全力で阻止いたしますわ」

「ああっ！　ズルいですキャロル先パイ！」

「……泥棒猫……そうやってせんぱいの好感度を掠かすめ取って……」

「言いがかりはやめてくださいなゾンビ娘ズ！　わ、わたくしはただ、常識的なことを言っているだけですわっ！」

　またも言い争いを始める後輩二人とキャロルにソリスは深々とため息。

「……もう勝手にしろ。俺おれは早く風ふ呂ろに入りたい。この温泉は男女別だし、覗のぞき防止用の塀もある。……ついでに、魔法で光の屈折率をいじって覗こうとしても無駄だぞ。上空に魔法障壁が張ってあるから」

「なんですって……!?」

　短い悲鳴を上げたのはキャロル＝光魔法の達人。

（……やっぱり全員ろくでなしだ）
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「ふ～」

　広い露天風呂に浸つかりながら、ソリスは大きく息を吐いた。

（いい眺めだ）

　夕暮れに染まるカドゥケウス市の街並み──山道を登る価値は十分にあると思う。

　……ちなみに昨日の反省から、曇り止めを塗って眼鏡をかけている。

　隣にはアイザック。

　男湯にはソリスとアイザック以外の客はいない。

　アイザックは湯に浸かりながら無言で目を閉じている。

　傍らには魔剣《朱雀すざく》。

「無粋だなあ。風呂場にまで剣を持ってこなくてもいいのに……」

　呆あきれながらソリスが言うと、

「甘いぞアレクサンドロ。むしろ風ふ呂ろ場ばや厠かわやといった無防備になる場所でこそ、いっそう用心すべきである。事実、過去五年間に国内で起きた暗殺事件の約三割は、入浴中に襲われているのだからな」

　アイザック真顔で返答。

「……誰だれがわざわざただの学生を暗殺するんだ……」

「些さ細さいなことで命を狙ねらわれるなど珍しくもない。自分は学生だから安心、などという油断は禁物である。生き延びたいなら、常に細心の注意を払っておくべきである」

「物騒だなあ……」

「うむ、物騒な世の中であるな」

「……お前の頭の中が物騒だって言ってるんだよ」

　ソリスは苦笑し、綺き麗れいな景色を見て再び息を吐いた。

　リラックス……リラックス……。
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　一方その頃ころ、女湯では──……。

「うーん……さすがにこれを登るのは無理かなあ」

　膨ふくれっ面のメイ、男湯と女湯を隔てる高い塀の前に立ち、塀を睨にらみつけて言った。

　塀の高さは軽く七、八メートルほど。

　魔法で空を飛んで覗のぞきに挑む者もいるとはいえ、何もここまでしなくてもいいのにと思うようなアホな高さだった。

「む～」

　豊満な胸をゆさゆさ揺らしながら壁の前を行ったり来たりするメイ。

　そんな彼女を横目に、マシロ、キャロル、ヒカリの三人は温泉に浸つかっている。

「はぁ～、骨身に染みますわねえ……」

　キャロルがリラックスした表情で言う。

【そうですねえ……とってもいい気持ちです】

　隣にいるマシロがノートにそんなことを書く。

「あら、マシロさんにもそういう感覚はあるのですか？」

　キャロル、少し驚いた顔。

【湯加減とかは分かりませんけど、なんとなく……浸かってるだけで気分的にぽかぽかしてくるというか。風景も素敵ですし】

「さすがソリス様の使い魔だけあって、風情ふぜいというものをよく解っておいでですわね」

　感心して微笑ほほえむ。

【本当は私も、全身で温まりたいんですけどね……】

　小さな字でマシロ。しかしそれは見せずに、ノートのページをめくる。

「……？　どうかなさいまして？」

【いえべつに。ただ、温度を感じられないと熱すぎても判らないので、知らない間にダシを取られちゃっても気付かないですねえと思っただけですよ】

「うふふ、マシロさんは面白いですわね」

　マシロの冗談だか本気だか判らないような言葉に、キャロルは微笑ほほえんだ。

「……それはそうとそのノート、こんなところに持ってきてもいいのですか？」

　先ほどからマシロは、風ふ呂ろ場ばだというのに平然とノートをぶらさげて文字を書いている。

　湯気で紙がふやけてしまうだろうに。

【あ、これ、ここに来る途中で会長さんにもらったノートなんです】

「会長から？」

【はい。会長さんが作った魔法の筆記セットだそうです。水につけても大丈夫だし、このペンがあれば水中でも字が書けるんです】

　証明するように水中でノートに字を書いてみせるマシロ。

【専用の修正液を使えば字を綺き麗れいに消すこともできますし、あと、暗いところだと字が光るらしいですよ☆】












「……はあ……地味にすごい技術ですわね……。さすが魔道具科の導師号を持っているだけありますわ……」

　キャロル感心したような呆あきれたようなため息。

【導師号ってなんですか？】

「『導師』というのは他の学術分野における『博士』の魔道士版といったところですわ。もっとも、取得するのは博士号よりも遙はるかに難しいのですけれど。なにせ『知識』と知識を生かすための『智ち慧え』、それに加えて『魔力』『速度』『安定性』さらには『体力』といった、『魔法の実行力』そのものが必要になりますから」

【……？】

　よくわからないといった様子で首を傾かしげるマシロに、

「そうですわねえ……音楽で例えるなら、音楽理論の習得は勿もち論ろん、作詞作曲も出来て、楽器の演奏も出来て、さらに歌唱力までプロ並の実力が必要ということですわ」

【はー、なんとなくわかりました……。すごいんですねえ導師って】

「すごいのです。トリス学院に通う学生でも、導師号まで取得出来る学生はほんの一握り。高等部卒業と同時に自動的に取れる『道士』と、その一つ上の『錬士』号さえあれば、魔道士として大抵の職には就くことが出来ますし。……しかも会長は、魔道具だけでなく白魔法の導師号まで持っていますからね……」

【それはそんなに難しいんですか？　同じ魔法じゃないですか】

「とんでもない。魔法というのは体系によって必要な能力がまるで違うのです。もちろん比較的近い分野もありますが、魔道具と白魔法の両導師号持ちなんて、一流のシェフが同時に一流のフットボール選手として活躍しているようなものですわ」

【なるほどー】

「導師号なんて、三十歳前に一つ取得できれば十分に一流の魔道士と言えます。ソリス様やわたくしは既に『道士』の称号を持っていて、実力的に考えると今年の錬士試験を受ければ高等部卒業を待たずして独り立ちすることも可能でしょうが、導師にはまだまだ遠く及びません」

【ふむふむー。……あれ？　でもソリスくんは学校で『シェンファ会長と並ぶ天才』って言われてるんですよね？　それって変じゃないですか？】

「会長の凄すごさは次元が違うので、凡人にはどれだけ凄いかが実感できないのですわ。ソリス様にも『天才』と称される資格は文句なしにありますから、一般の生徒にとってはソリス様も会長も同じように『凄い人』にしか見えないのでしょう。ですがきっと、ソリス様自身は会長との間に絶対的な開きがあることをちゃんと理解されている筈はずですわ。……そのソリス様にすら及ばない私は、もっともっと精進しなくてはなりません……」

【おおー、キャロルさんって、ちゃんと自分を冷静に見られる人だったんですね。なんだか見直しちゃいました】

「おーっほっほっほ！　当然ですわ！　なにせこのわたくしこそ、ソリス様の最大のライバルなのですから！」

【……すいません。自分を冷静に見られるというのは勘違いでした。しょせんツンデレはツンデレでした】

「ど、どういう意味ですの!?」

【べっつに～】

　一方、

「むー……どうやってこの壁を乗り越えるか……それが問題です……！　けれどわたしの先パイへの想いはこんな壁なんかに負けません！」

　げしげしと壁を蹴けり始めるメイ。もちろん壁はぴくりともしない。

　蹴るたびに豊満な胸がゆさゆさ豪快に揺れる。

　やがて無駄だと悟ったのか、再び壁の前を行ったり来たりする。全裸で。

「メ、メイちゃん……せめて前は隠そうよ～」

　タオルを巻いて湯に浸つかっているヒカリが、恥ずかしそうに言った。

【ヒカリさん、タオルを巻いて温泉に入る方が邪道ですよ】

「へ？」

「マシロさんの言うとおりですわ。あなたアメツチ人でありながら、温泉の入り方も知りませんの？」

　マシロとキャロルが説教。

「ス、スケルトンさんと貴族のお嬢じよう様に温泉のマナーを教えられる私って一体……なんだか急に自分がボウフラ以下の存在に思えてきました……お風ふ呂ろで溺おぼれて死にます……ぐぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ…………ぷはーっ！」

　水死を試みるも、五秒で息が続かず顔を上げるヒカリ。

【早っ！】

「ほらほら、そんなつまらない一発ギャグなどやめて、早くタオルをお取りなさい」

　冷静にキャロルがヒカリのタオルをひっぺがしにかかる。

「ギャグ扱い……!?　って、や、やめてください！　恥ずかしいです、私の貧相な身体からだを大気中に晒さらしたら空気が汚れちゃいます！」

「ですからあなたのそういうネタは面白くありませんの。さあ、観念なさい」

　構わずタオルをはがし、温泉の外に投げる。

「うう、は、恥ずかしいですもう死にたいです……」

【そんなに恥ずかしがる必要はありませんよ。ヒカリさんのおっぱいはキャロルさんよりありますから】

「た、たしかにそうです……キャロルせんぱいはこんなにもかわいそうな身体からだなのに恥ずかしげもなく全裸で……私なら羞しゆう恥ち心しんのあまりショック死してしまうところなのに……えらいです、尊敬です」

「……ゾンビ娘Ｂ……あなたもメイさんに負けず劣らず無礼ですわね……」

　キャロルはこめかみを引きつらせた。

　外ではなおもメイがうろうろ。

「……うーん……この高さじゃここにいる全員が肩車しても無理だし……せめてもう少し人数が多ければいいんですけど………………そうだっ!!」

　いきなりポンと手を打ち、脱衣場の方へ走っていくメイ。

「……あの健康全裸系ゾンビ娘は本当に諦あきらめが悪いですわね……。お湯にも入らず見苦しい脂肪の塊をぷらぷらさせて走り回って……実に目障りですわ」

「メイちゃんおっぱい大きくていいなあ……。……あれ？　入ってないといえば会長さんはどうしたんですか？」

　ヒカリが首を傾かしげた。

【そういえば姿が見えませんね。脱衣場までは一緒だった筈はずですけど】

「…………」

「…………」

【…………】

　そして三人同時に男湯の方を見る。

「「【まさか！】」」

　そのときメイが脱衣場から戻ってきた。

「♪」

　腕には何やら人形のようなものを幾つも抱えている。

「……？　何をするつもりですの？」

「あ、メイちゃんそれ……」

「えへへー」とメイは笑い、

「えいっ！」

　持ってきた全ての人形を一気に湯の中に放り投げた。

　メイが持ってきた人形＝『水に浸つけると膨ふくらむ死体』＝ホラー関連グッズで有名な玩具おもちやメーカー・サンジェルマンカンパニーが開発した魔法の玩具。見た目は腐乱死体や白骨死体の二〇分の一ゴム人形だが、その名の通り水に浸けると人形に封じられた『巨大化』の魔法が発動し、本物の死体の大きさになる。基本的には肝試しなどで使用する玩具だが、神経や筋肉などがなくても『死体っぽい形』さえしていれば使用可能な低ランクの死霊術なら、本物の死体の代用品として使える。安価なのにリアルな造形は評価が高い。

　……温泉に浸つかるキャロル達たちの周囲で、見る間に巨大化していく本物のゾンビやスケルトンそっくりな人形達。

　ソリスでなくとも、いきなり数十体の白目剝むいて内臓剝き出しの腐乱死体や薄汚れた白骨死体に囲まれたら普通の人間はびびる。

「きゃああああああああああああ!?」

　悲鳴を上げ、目を回して倒れるキャロル。

「素敵……まるで天国みたいです……」

　死体人形に囲まれてうっとりした顔のヒカリ。どう見ても天国というより地獄だった。

【へえー、よくできたお人形ですねえ。ところでこんなことをしてどうするつもりなんですか？】

　手近な骸骨人形をぺたぺたと触りながらマシロ。

　全裸のメイは腰に手を当て豊満な胸を大きく反らして得意げに、

「ふっふっふ、この死体人形たちを積み上げてあの高い塀を乗り越えようという寸法なのです。目指すはソリス先パイの裸！屍しかばねの山を築き、それを踏みしめながら！　わたしは遠き理想郷を目指すのです！　というわけでマシロっち、ヒカリちゃん、積み上げるの手伝ってくれる？」

「わ、わかりましたメイちゃん！　私ソリスせんぱいに誓ったんです、もっと強くなるって！　だから頑張ります！」

　立ち上がり、手近にあった死体人形を運ぶ。

　本人的には一応前向きなつもりであるらしい。

【なんだかおもしろそうですねー。じゃ、わたしもお手伝いします】

　マシロ、白骨死体人形を運び始める。ちなみに関節はワイヤーで繫つながれている。

「よーし、三人でソリス先パイの裸を見ちゃいましょー！」

　そう言ってメイ、ゾンビの頭をずるずる引きずって壁際に移動させた……。




「……ん……ぅん…………」




　数分後、キャロルが目を覚ました。

　彼女が見たものは。

　一生懸命に死体を積み上げる金髪と黒髪の少女二人と、スケルトン。

　五メートルほどの高さにまでなった死体のピラミッドの上に全裸のメイ。

　ヒカリが運んできた死体を上で受け取り、山が崩れないよう丁寧に積み重ねる。

「ま、またあのゾンビ娘は馬ば鹿かなことを……！」

　あまりにも馬鹿げた光景に本気で頭が痛くなりながら、キャロルは脱衣場に戻って杖つえを持ってくる。

　呪じゆ文もんを唱えながら、つかつかとメイ達たちの方に歩いていき、至近距離で、

「……《華炎レツドフラワー》ですわ」

　積み上がった死体の山の中心目がけて炎の攻撃魔法をぶっ放す。

　燃える死体、爆風で吹っ飛ぶ死体。

「きゃあああ!?　ちょっ、な、なにするんですかあ!?」

　悲鳴を上げるメイ。

「あつっ、あつっ、きゃっ、や、山が崩れて────ッ!!」

「ふん、少しは反省なさい」

　踵きびすを返して温泉に戻ろうとするキャロルに、

「きゃあああああああああああ────ッ!?」

「メ、メイちゃん危ない！　キャロルせんぱいも！」

　崩れる死体の山から落下するメイ、

「な──ッ!?」「ひゃあああ──ッ!?」




　ごつん。

　嫌な音を立ててキャロルとメイが頭をぶつけ、さらにそのキャロルの持っていた杖が今度は近付いてきたヒカリの頭をクリーンヒット。

　ごん。

「ぎょあっ！」

　どたどたどたどたどたどた────。

　崩れた無数の死体人形に囲まれて、三人の少女は仲良くのびた。全裸で。
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　その頃ころ、男湯。

　ソリスは相変わらずまったりしていた。

「……ふう……なんか女湯の方が騒がしいな。またメイとキャロルが喧けん嘩かでもしてるんじゃないだろうな」

「くっくっく、大方、塀をよじ登って男湯を覗のぞこうと足あ搔がいているのだろう」

「……この高さをよじ登るってどう考えても無謀なんですけど……たしかにあいつらならやりかねないかも──って、うおいっ!?」

　答えた声に驚く。

　全裸のシェンファがソリスの隣で入浴していた。

「なんで堂々と男湯に入ってきてるんですかあんたは！」

「子供が保護者と同じ風ふ呂ろに入ることに何か問題があるのかな？」

「誰だれが保護者だ──っていうかあんたもう子供じゃないだろ！」

「いや？　実年齢はガチで十一歳。公称の十七歳というのは生徒会選挙のための詐称だ」

「……マジですか」

「うん」

　堂々と頷うなずくシェンファ。……本当なのか噓うそなのかさっぱり判らない。

「ど、どっちにしろ男湯に入ってこないでください！　アイザックだっているし」

「愚かだなソリス・アレクサンドロ。飼い犬に裸を見られて恥ずかしがる人間がどこにいるというのだ？」

「い、犬扱いですか……」

　当のアイザックは、気にした様子もなくぼーっと湯に浸つかっている。

「まあ気にするな。……それにしてもあれだな。たしかにキャロル・カリオストロの言った通り、アレは普通だな」












　ソリスの股こ間かんをじーっと見る幼女。

　慌ててタオルで隠すソリス。

「な、なに見てるんですかこの変態！」

「くっくっく、傍はた目めには、幼女と一緒に入浴している貴様の方が変態ではないかな？」

「あんたが勝手に入ってきたんでしょうが！」

「ほらほら喜べお兄ちゃん。幼女のおっぱいだぞ？」

　ソリスの腕に身体からだをぐいぐい押しつけてくるシェンファ。

「だ、誰だれがお兄ちゃんだ！」

「……ふむ……やはりツンデレの方がいいのか？」

　言うが早いか、

　ぱんっ！

　シェンファいきなりソリスの頰ほおをビンタしてきた。

「ばかっ！　お兄ちゃんなんか大嫌い！　もう知らないんだからっ！」

　涙目になってお湯から出て脱衣場の方に走っていくシェンファ。

「……いや、俺おれも知らねえよ」

　ソリスはジト目で見送る。

「おいおいお兄ちゃん！　ここは追いかけてくる場面だろう！」

　戻ってきた。

「……そのままどっかに行ってくれればよかったのに」

「……むう……ツンデレも駄目か」

「……いや、よく解りませんけど今のはツンデレとかじゃないでしょう」

「そうだ！」

　シェンファいきなり立ち上がる。

「……人の話を聞いてくださいよ……」

　もちろん聞かず、シェンファ、ソリスの目の前に仁王立ち。

　胸とか股またとか、全部見えている。

　しかしここで目を逸らしたら負けだと思い、出来る限り冷ややかな視線を向けてやる。

「……で、今度は何ですか？」

　シェンファは片足をソリスの方に突き出してきた。

「…………？」




「──足を舐なめろ。犬のように」




「……会長」

「うむ」

「アホか」

　端的に言って、風ふ呂ろから上がる。

　今日はもう帰ることにする。

　もっと入っていたかったけど、これ以上あの幼女に付き合ってなどいられない。

（……どうせアパートの風呂の修理が終わるまで毎日通うしな）

　火照った身体からだを冷ましながら、タオルで軽く身体を拭ふき、脱衣場に戻る。

　アイザックも無言でついてきた。

　バスタオルで身体を拭き、服を着る。

　脱衣場の扉では全裸のシェンファが何やらぶつぶつ言っている。

「……むう、妹もツンデレも女王様も駄目か。一体何が不満なのだ……」

　ソリス嘆息。

「……あのですね。会長がどこまで本気なのかよく判らないのでアレなんですが」

「うむ」




「俺おれ、一応好きな人がいるので。会長とアレコレは出来ないです」




　はっきりとそう言った。

　……早まったか？　と言ったあとに少し後悔。

　だが、これでいいのだと思い直す。

（……俺はマシロを人間に戻さなきゃいけないんだ。会長のお遊びに時間を割いている暇はない）

　シェンファの顔から表情が消える。

「……そうか。好きな人が、いるのか」

「はい」

「……それは、今あっちにいる連中の誰だれかか？」

　女湯の方を指さしてシェンファ。

　暫く迷ったのち、ソリス。

「……はい。誰か、までは言いませんよ？」

「そうか──」

　シェンファ、すっと目を細めてソリスに微笑ほほえむ。

「……会長？」




「────貴様はそんなに、マシロ・アナスタシアのことが好きか」




「……!?」

　ソリスは驚きよう愕がくする。

　今日噂うわさになったキャロルでも、いつも積極的に迫ってくるメイでも、アメツチ系美人のヒカリでもなく、ソリスが好きなのは白骨死体のマシロだと断定された。

　マシロが恋愛対象だと見抜かれた。……ありえない。

「ふん、図星か」

「な、なんで……」

「マシロが使い魔というのは真っ赤な噓うそ。その正体は、貴様が《欠片フラグメント》の力を借りてスケルトンとして甦よみがえらせた、死んだ貴様の幼なじみ。そうなのだな？」

　ソリス、聞き慣れない単語に眉まゆをひそめる。

「……フラグメント？」

「なんだ、知らなかったのか？　三百年前、英雄ルザルカらによって二五五個に砕かれた《賢者の石》の《欠片》──マシロの中にあるのはそのうちの一つだ」

　淡々とシェンファ。

「……あの黒い魔石が……伝説の《賢者の石》の欠片？」

「その通り。ナンバーまでは判らんがな。だが、まがりなりにも生前の意思を持ったまま現世に甦らせたのだ……そこそこ上位の欠片であることは間違いないだろう」

　シェンファの言っていることはよく解らない。

　だが、それはマシロを人間にする鍵ヒントであることを直感する。

「教えてください会長！」

　ソリス、シェンファに真剣に懇願する。

「そのフラグメントってやつについて！　詳しく！　俺おれはどうしてもマシロを人間の姿に戻してやりたいんです！　完全に生き返らせてあげたいんです！」

　シェンファは無言でソリスを見つめ……不意に穏やかな笑みを浮かべた。

「会長！」

　ソリスその笑みを肯定と受け取る。

　だが。




「いやだね」




　そんな短い言葉と同時に、シェンファの右手に青白い光が集まり、次の瞬間輝く光の弾が放出され、女湯と男湯を隔てる塀に衝突。

　派手な音を立てどかん、塀に大穴が開いたガラガラガラ。

「か、会長!?」

　……塀の先では何故かメイとキャロルとヒカリがアンデッドの大群と一緒に倒れていて、その傍らでマシロがおろおろしているのが見えた。

「ふむ？　事情はよく解らんが好都合だな」

　再度集まる青い光。

「くっ！」

　ソリス咄とつ嗟さに杖つえを手にダッシュ！

　マシロをかばうようにシェンファの前に回り込み、無慈悲に放たれた光弾を自分の身体からだで受け止める。

「ぐあっ！」

　防御魔法を使っている暇はなかった。

　凄すさまじい衝撃にソリスの身体は温泉の中へと吹っ飛ばされる。

　壁をも砕く攻撃だ。精霊魔法科の制服にデフォルトで防御魔法がかかっていなければ大ダメージを負っていたところだろう。ましてや無防備なマシロに直撃したら……。

「なにするんですか会長!!」

　立ち上がり怒声を上げる。

　シェンファ、平然とした顔。

「決まっているだろうソリス・アレクサンドロ。マシロくんを……その中にあるフラグメントを破壊するのだよ」

「な……!?」

　絶句するソリスにシェンファは酷薄な笑みを向ける。

「教えてやろうソリス・アレクサンドロ！　私は昔、父親みたいな男にフラグメントで酷い目に遭わされてね……それ以来、フラグメントが大嫌いなのだよ。あの男も貴様と同じようなことを言っていた……死者を生き返らせるとかなんとかな！」

　同時に発射される無数の光弾を、魔法障壁でガード。

　どうにか全弾防ぎきったものの、障壁は力を失い消え去った。

　……いつもの悪ふざけではない。

　シェンファは本気で、マシロを破壊するつもりらしかった。

「ふん、やるではないか、さすがはソリス・アレクサンドロだ」

　無詠唱で杖も持たず、ただ自分の魔力を塊にして撃ち出すだけの攻撃でこの威力。

（……さすが学院始まって以来の……俺おれとは違って……本物の天才）

　そのときソリスの前に白い影が立つ。マシロだ。

【会長さん！　どうしてソリスくんをいじめるんですか！】

「逃げろマシロ！　会長は君を破壊するつもりだ！」

　シェンファの手から再度無造作に放たれる光弾。

　ソリスはまたもマシロをかばってそれを身体からだで受ける。

「ぐわっ！」

　シェンファは不機嫌そうな顔をする。

「ふん、御立派なことだ。そこまでマシロ君が大切かね」

「大切ですよ。世界で一番」

　ソリスは強い力を込めて断言した。

「……正気に戻れソリス・アレクサンドロ。ソレはもう死んでいるモノだ。この世に存在してはならないのだよ。貴様は生きている人間と適当にイチャイチャして幸せになればいいのだ。ほら、目の前にこんな可愛かわいい裸の幼女がいるぞ？　貴様が喜ぶコトなら何だってしてやるぞ？　この美しい身体が全部貴様のモノになるのだ。どうしても幼女が駄目というなら、近い将来私がぼいんぼいんになるまで、そこに倒れている三人娘を私の代用品として使うことも許そう」

「ふっ……」

　シェンファの言葉に、ソリスは思わず笑ってしまった。

「……？　何がおかしいのだ？」

「……いや、他でもないマシロ自身からも前に同じことを言われたので。自分のことなんか忘れて、生きている人と幸せになれって。……でも」

　ソリスはシェンファを睨にらむ。

「でも……自分一人がどれだけ幸せになったところで、マシロが幸せにならなければ意味なんかないんだ」

　シェンファはソリスを睨み返す。

「……一見立派だが危険な考え方だなソリス・アレクサンドロ。自分より他人を優先する……そんなのは欺ぎ瞞まんにすぎん。そんな人間は遅かれ早かれ破滅するぞ」

「やってみなくちゃわかんないでしょう。俺おれはマシロと一緒に幸せになります」

「……馬ば鹿か者が」

　吐き捨てるようにシェンファ。不意に後ろを向き、

「ザック。私は服を着る。その間、相手をしてやれ。もちろん貴様がマシロを破壊してしまっても構わん」

「……御意」

　剣を携えたアイザック、静かに前に歩み出てくる。

「……だから破壊するとかさあ……マシロのことをモノみたいに言うなよ……」

　静かな怒りを込めてソリスは呻うめく。

「参るぞ、アレクサンドロ」

　魔法剣士科首席──学院最強の剣士アイザツクが静かに抜剣。

「……アイザック。犬扱いされてまで、なんで会長に従ってるんだ」

「それが某それがしの生きる道ゆえに」

　アイザック淡々と言い放ち、疾駆。

　温泉の真ん中に立っているソリスと、その隣に立つマシロに向かって。

「お前なんかとまともに戦ってられるかよ！」

　ソリスはアイザックめがけて魔法を発動。

　湯に入っては足をとられるので、アイザックは温泉の縁の岩を足場に跳ちよう躍やく。

　空中で剣を大きく振りかぶり、マシロを一刀両断すべく迫る。

（……予想通り！）

　放ったのは攻撃魔法ではない。

《風の靴ウインドブーツ》──アイザックがジャンプする直前、彼の足下に、跳躍力を高める風の結界がまとわりついた！

「……むっ!?」

　思い切り力強くジャンプしたアイザック、彼の狙ねらいよりも遙はるかに高く空へ跳び上がってしまう。

　空中にいる間は無力。その隙すきにソリスは次の呪じゆ文もんの高速詠唱。

「打ち砕け！」

　今度は攻撃魔法。《乱風衝拳ウインドフイスト》──見えない空気の塊が、空中でろくに回避もできないアイザックの身体からだをサンドバッグにする！　どがっ！　ぼごっ！　ばごっ！

「ぐ……ぅっ！」

　苦く悶もんの表情でアイザック、温泉の中へ背中から落下／派手な水飛沫しぶき。

　その隙にソリスはマシロの手を引き湯から出る。

「……くっ」

　魔石を交換し、すぐに立ち上がってくるアイザックにさらに魔法。

「光を奪え！」

　闇精霊シエイドのランクＤ、《闇霧ブラインドフオツグ》。

　黒い霧がアイザックの頭を覆い尽くし、その視界を奪う。

　これでアイザックにソリス達たちの姿は見えない筈はずだ。

　ソリスさらに魔石を交換。

「叩たたきのめせ！」

　土精霊のランクＣ《岩暴撃ロツクバスター》。

　温泉の周囲に無数に転がっていた岩の塊が浮かび上がり、弾丸となってアイザックを強襲する。

　だが目が見えない筈はずのアイザック、気配を感知しその全てを剣で弾き返してみせる。

「飛び道具など無駄だ、アレクサンドロ」

　迫る無数の岩の弾丸を打ち払いながら淡々とアイザック。

「知ってるよ」

《岩暴撃ロツクバスター》はただの時間稼ぎ。本命は、

「生セイ命メイの源ミナモト／清セイ明メイの水面ミナモのノもモとト／静セイ鳴メイす皆ミナ／息イキを潜ヒソめ／息イキを殺コロし／意イ気キを殺オカされ／生イきキるを赦ユルさる／域イキは無ナくク／行イきキ場も無ナくク／無ム明ミヨウの檻オリへと囚トラわワれレるル／何ナン人ピトも皆ミナ囚シユウ人ジンなり／水面ミナモに映りし己オノレに／息イキを亡ナくクして皆ミナもモ泣ナくク─……捕らえよ！」

　温泉の湯が急激に湧き上がり、中央で立っていたアイザックの身体からだを包み込む。

　剣で斬きることも出来ない水に全方位から責められては回避も不可能。

　直方体をした湯の牢ろう獄ごくに封印されるアイザック。

「……ッ！」

　抜け出そうともがく。しかしアイザックの身体の動きに合わせて湯の塊も同じように動くため、逃れることは出来ない。

　水精霊のランクＣ──《水宮監獄アクアプリズン》。

　敵を水の檻おりに閉じ込めて溺でき死しさせるというえげつない魔法。

　自力で脱出するのは極めて困難な強力な術だが、原理自体は単純なため使用難度は低く、魔力もさほど必要としない。ただし川や海など、相手を十分に包み込めるだけの大量の水がある場所でしか使用できない。

「ッ!!」

　水中で苦しげにもがくアイザック。

　死なせるわけにはいかないのでそろそろ術を解こうとするソリスだったが、その前にアイザックの手にした魔剣《朱雀すざく》に刻まれた呪じゆ文もんが赤い光を放った。

　湯の中にもかかわらず、剣から噴き出される紅ぐ蓮れんの炎ほのお。

　渾こん身しんの力を込めてアイザックが魔剣を振るうと、封じ込めていた水の監獄が水蒸気を立てて切り裂かれた。

「──くはっ、──げほっ、げほ、げほっ！」

　水の監獄から脱出するなり、剣を落とし岩に手をついて咳せき込こむアイザック。

　まさか自力で脱出されるとは思わなかったが、この様子では戦闘は無理だろう。




「……ふん、流石さすがだなソリス・アレクサンドロ。ザックでは相手にならなかったか」




　いきなり後ろから声。

　全裸のまま服を抱えたシェンファが、破壊された塀、メイ達たちが倒れている場所に立っていた。

「……この場所じゃなかったら使えない戦法でしたけどね。アイザック相手じゃ二度と通じないだろうし」

　まともにぶつかり合っていたら秒殺されていたのはソリスの方だ。

　一度でも接近を許せば、魔法を使う前に剣で叩たたきのめされて終わる。

　奇策を用いて速攻で勝負をかけなければ勝ち目はなかった。

　シェンファは笑う。

「それが流石さすがだと言うのだよソリス・アレクサンドロ。私は貴様を一流の魔道士と認めているが、それは強力な魔法が使えるからでも多くの魔法が使えるからでもない。状況を的確に把握する判断力、低級魔法のみで学院最強の剣士アイザツクを倒すような応用力、何より『奇襲で一気に勝負を決めなければこちらが負けるであろう友人』に対してちゃんと奇襲が行える決断力──容赦のなさを私は評価するのだ。……やっぱり私のモノになれ。私と貴様が組めば、学院を牛耳ることも可能だぞ？」

「既に十分牛耳ってる気がしますが」

「それもそうか。じゃあ世界征服でもしよう」

「スケールでかいなおい……。つーか、世界なんて征服してどうするんですか」

「え？　なんか楽しそうじゃないか」

「いやべつに……」

「むう。男の子らしくないなあ。世界なんかより、マシロ・アナスタシアとにゃんにゃんしていた方がいいというわけか」

　ソリス、赤面して頰ほおをかく。

　その反応に、シェンファ面白くなさそうな顔。

　と、そのとき。

　後ろで物音がした。

　見ればアイザックが再び剣を構えていた。

「ザック、貴様はもういい。ここで伸びている小娘たちをどこかへ運んでおけ」

「……御意」

　無表情のまま、ソリスの横を通り過ぎていくアイザック。

　すれ違いざま、

「……次は負けぬ」

　小さくそんな声が聞こえた。

（……もう二度と戦いたくないんだけどなあ……）

　アイザック、命令通り全裸で伸びているメイ達たち三人を同時に担ぎ上げ、姿を消した。

「ではいくぞ、ソリス・アレクサンドロ。マシロくんを守りたければ私を倒すことだ」

　シェンファが凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

　どうやら本当に、戦うしかないらしい。

　が、その前に。

「……その前に服を着てください会長。別に着替えてる間に攻撃とかしませんから……」

「別に私はこのままでもいいのだが。全裸の幼女があちょーあちょーと戦う姿を見たくはないか？」

「見たくもないです」

「……ふん、小こ癪しやくな」

　不機嫌な顔で、シェンファはいそいそとパンツを穿はく。

　次にスカートを穿くために足を上げ──

　その隙すきをソリスは容赦なく狙ねらった。




「すいません会長！　着替えてる間に攻撃しないって言ったのは噓うそです!!」




【ソリスくん!?】

「這はい蹲つくばらせよ！」

　水精霊のランクＡ《水竜の息吹サンダーブレス》。

　無数の水の弾丸が、バチバチと青や黄色のプラズマを放ちながらシェンファ目がけて飛んでいく。弾丸の一つ一つの中で無数の水精霊が激しく暴れ回りぶつかり合い、電気を発生させている。

　雷を操るという水竜のブレスにも似た、高度な魔法。

　卑ひ怯きようだとは思う。

　だが、シェンファと自分の力量に天と地ほどの開きがあることは、ソリス自身が一番よく知っている。

　シェンファを一撃で倒すには不意打ちしかなかった。

　スカートを手にしたまま硬直するシェンファ。

　食らえば確実に戦闘不能に陥る弾丸を前に──




「ふん」




　不敵な笑みを浮かべた。

　次の瞬間、シェンファの周囲に突如として鈍く輝く銀色の球体が六つ出現。

　球はシェンファの前方に展開／一つ一つの球が極彩色の障壁を発生。

　障壁と《水竜の息吹》が激突、電気を帯びた弾丸はバチバチと派手な光を放ち、その全てがシェンファに届くことなく消滅した。

「な……!?」

　絶句するソリスにパンツ一枚の幼女は得意げに微笑ほほえみ、ゆっくりとスカートを穿はいた。

　その周囲を、六つの球が警戒するように旋回。

「ふふふ、私が開発した対攻撃魔法用自動迎撃デバイス『イージスくん』だ。普段は異相空間に隠れているのだが、私に対して敵意を持った魔力の接近を察知すると、自動的に出てきて攻撃を防いでくれる。もっとも、この私に不意打ちで魔法攻撃をぶっ放してくるような命知らずなど滅多にいないがな」

「そんな……」

　反則にもほどがある。

　威力を抑えてあったとはいえ、ランクＡの攻撃魔法を完全に無効化するなど。

　とんでもなく強力な防御用魔道具だった。

（さ、さすが魔道具科の導師……ただの頭おかしい人じゃなかった……！）

「さて……あくまでもフラグメントの破壊だけが目的だったのだが……この私を騙だまし討うちしようなどと企んだ愚か者には、少しお仕置きが必要だな……」

　着替えを終えて制服姿になったシェンファ、酷薄な笑みを浮かべてソリスを見る。

　あまりの威圧感に後あと退ずさり。

「くっくっく、怖がるなよソリス・アレクサンドロ……。そうだ、私の足を舐なめて許しを乞こうなら、先ほどの暴挙は水に流してやってもいいぞ？　私は優しいだろう」

「わ、分かりましたよ……足でも何でも舐めますよ。だから助けてください」

【ソリス君くん!?】

　驚くマシロを横目に、卑屈な顔でソリスはシェンファに近付いていく。

「ほほう、素直だな。私は私の前に他の人間がひれ伏すのが好きだ。…………だが」

　シェンファが目を細める。

「いくらなんでもそんな手が通じるかこの大根役者が！」

「引きずり堕おろせ！」

　怒声を上げてシェンファが後退するのと、ソリスが『イージスくん』に向けて攻撃魔法を放ったのはほぼ同時。

　ソリスの使える最大威力の攻撃魔法《闇渦への供物アビスゲート》。

　射程距離が短いのが難点だが、この距離なら！

　空中に出現する黒い渦／密集して障壁を展開する六体の『イージスくん』。

　全てを引きずり込み虚無に還かえす暗黒の渦と極彩色の光が激しくぶつかりあう。

「いけえっ!!」

　…………だが、最終的に勝利したのは『イージスくん』だった。

　暗黒の渦は力尽きたように縮小し、跡形もなく消失。

「ア、《闇渦への供物アビスゲート》まで無効化するのか!?」

　これではソリスの使える攻撃魔法は一切効かないことになる。

「一度ならず二度までも私を騙だまし討うちしようと企むとは、いい度胸だなソリス・アレクサンドロ」

　シェンファが愉しげに微笑ほほえむ。

「二度と噓うそがつけないように、一生私のパンツを咥くわえたままで過ごさせてやろうか？」

「へ、変態ですかあんたは……！」

「ふっ、この私を何度も何度も変態呼ばわりする貴様に、最後のチャンスをやろう」

「……？」

　怪け訝げんな顔をするソリスに、シェンファ、どういうつもりか…………




　再びパンツを脱いだ。




（……狂った？　ついに狂いましたか会長）

　素でそう思うソリス。

　シェンファ、脱いだパンツをソリスの足下に投げつけ、サディスティックな笑みを浮かべて命じる。

「それを頭にかぶって命いのち乞ごいをしろ」

「アホか！」

　パンツを投げ返そうとソリスは手を伸ばし────刹せつ那な、パンツが爆発した。

「ぎゃああああ!?」

　木こっ端ぱ微み塵じんに四散するパンツ、爆発の衝撃を至近距離で受け、吹っ飛ばされるソリス。

　爆発の威力は制服の防御魔法を軽々と貫通し、服はボロボロに。

　火傷やけどと出血の痛みをこらえながら、ソリスどうにか立ち上がる。

　しかし痛みはともかく、あまりにも不条理すぎて頭がおかしくなりそうだ。

「ぐっ……な、なんで……パンツが爆発……」

　呻うめきながらシェンファを睨にらむ。

「ふん、騙し討ちとはこうやるのだソリス・アレクサンドロ。まさかパンツが爆発するとは誰だれも思わないだろう？」

「思ってたまるかあああああッ!!」

　全力でツッコむ。

　なんて馬ば鹿か馬鹿しい……が、なんて恐ろしい。パンツに攻撃魔法を封じる技術といい、そんなことを思いつく大胆な発想力といい……さすが魔道具使いにして魔法戦術家。

【大丈夫ですかソリスくん】

　駆け寄ってくるマシロに強がりの笑みを返す。

「かすり傷だ、こんなの。学院の医務室で治療してもらえばすぐに治る」

「その必要はないぞ。ほら」

　シェンファの手から金色の鱗りん粉ぷんのようなものが噴き出し、ソリスの身体からだを包む。

「……！　何を……ッ!?」

　焦燥。だが、

「……傷が……治っていく……？」

　血が止まり痛みが引き、火傷やけども裂傷も見る間に元に戻っていく。

「簡単な治癒魔法だ。どうということもない」

　当然のように言うシェンファ。

　……せっかく与えたダメージをあっさり治してしまうとは、シェンファにとってソリスを叩たたき潰つぶすなど造作もないことなのだと思い知らされる。

（だが、会長に付け入る隙すきがあるとすれば、この慢心だ……）

「くっくっく、ソリス・アレクサンドロ……貴様は今、私の慢心に付け込めば勝機があるのではないか……とでも考えただろう？」

「……！」

「くははっ、図星かっ！　だが甘いぞソリス・アレクサンドロ。私のこれは慢心などではない。極めて冷静に貴様と私の実力差を分析した上で、貴様に多少の慈悲をくれてやっても勝敗にはこれっぽっちも影響しないと判断しただけだ！」

「く……っ！」

　どこまでも無敵な幼女だった。勝てる気がまったくしない……！

【ソリスくん】

　破れた制服の袖そでをマシロが引っ張った。

【こうなったらもう、アレしかありません】

「…………アレ、か」

　マシロの頭ず蓋がい骨こつの中にある黒い魔石──シェンファによれば《賢者の石》の欠片──それを使うことで、ソリスの魔力は大幅に強化される。

　だが、そのためには………………マシロとキスする必要があるのだった。

　もちろん、さすがに何日も一緒にいれば、いかにスケルトンが苦手とはいえマシロの顔くらいは直視できる。だがキスとなると……

【ソリスくん、わたしとちゅうするのがそんなにイヤですか……？】

　ソリスの心の迷いを見て取り、マシロは寂しげに首を傾かしげる。

「い、いや、そういうわけじゃない……」

　本当だ。

　頭ず蓋がい骨こつに口づけする……それ自体は本当に、別に何とも……というわけでもないが、どうにか我慢できる。

（だが、そのあとのことを考えると……）

　脳裏をよぎるおぞましい映像──人間の姿に戻ったマシロが再びスケルトンに戻っていくグロテスクな過程。

　思い出すだけで身体からだが震える。

【ソリスくん……】

　不安そうなマシロ。

「くっくっく、どうしたソリス・アレクサンドロ。抵抗は無駄だと悟ったか？」

　哄こう笑しようするシェンファ。

（く……っ！　覚悟を決めろ、俺おれ！）

　目を瞑つぶり、出来るだけ何も思い出さないように頭の中をからっぽにするよう努めて、ソリスはマシロを抱き寄せる。

　目を閉じ、その口……というか歯に、唇を付ける。

　ソリスの身体に流れ込んでくる、黒い魔石の膨大な魔力。

　マシロの身体が黒い霧に包まれて、数秒後その霧が晴れる。

　そこにいたのはスケルトンではなく、ソリスと同じ年とし頃ごろの美しい少女。

「……ほう……それがマシロ君の生前の姿というわけか。胸以外は私に劣るがたしかに美人だな。ふん、ソリス・アレクサンドロが夢中になるのも無理はない」

　スケルトンが人間に変わったこと自体には特に驚いた様子もなく、シェンファは不機嫌そうに鼻を鳴らした。

【あ、これは別に生前の姿というわけではないですよ？】

　何故か骸骨時と同じく筆談でマシロ。

「へ？」

　驚いたのはソリスだった。初耳だ。……いや、たしかに生前のマシロよりも、『もし彼女が生きてれば』という仮定の年齢相応に成長しているのだが……。

【この姿は多分、ソリスくんの『もしもわたしが今も生きていたらこんな姿をしていた筈はずだ』というイメージに基づいた、ハリボテの姿にすぎませんから】

「そう、なのか」

【はい。だから簡単な表情くらいは作れるんですけど、細かい臓器までしっかり再現されてるわけじゃないので、喋しやべったり物を食べたりすることは出来ません】

「……そ、そうだったのか……」

【そうなんです。イメージ映像というやつですね】

　笑顔でマシロ。

　それからふと思いついたように、かがみ込んで温泉に手を伸ばした。

　湯をそっと搔かき回まわし、

【……やっぱりお風ふ呂ろの温かさも感じられませんね】

　立ち上がり、少し寂しげに微笑ほほえむ。

「マシロ……」

　ソリス、こんなところでいきなり明かされる事実に困惑。

　だが、すぐに思い直す。

　このマシロの姿が本当の姿でないなら、やはり一刻も早くマシロを本当の姿にしてあげなければ。

（……その前にまず、会長からマシロを守らないと……！）

　ソリス、マシロの手を握る。

　マシロも握りかえしてくる。

「ふふふ……来るかソリス・アレクサンドロ。面白い」

（……フラグメントとやらの力で強化された魔法なら、あるいはあの魔道具の防御を突き崩せるかもしれない……！）

　魔石を変更、黒シエイドから緑シルフへ。

「晴れすぎた空／切れ間ない蒼ソウ天テン／満たす大気／舞い上がる覇愚王者／切り刻まれて真マ逆サカに墜ちる／前触れもなく／気まぐれな風が詩シとなり謡ウタとなり／耳元で囁かれるウタワレルだろう／狂宴の幕が上がる／乱ランが起きる／嵐ランが起きる／其ソは劔ツルギにして鉾ホコ／怒イカりリもなく／祈イノりリもなく／そこには唯／運命サダメだけが在った─……」

　全魔力を注ぐ勢いで唱えるは、ソリスの得意技、風精霊のランクＡ。

　一昨日は魔石を間違えるという初歩的なミスでスカートめくりをしてしまった、

「吹き荒れよ暴威の刃ヤイバ！《荒嵐裂波迅タイラントストーム》！！！！」

　目の前の空気がかき乱され、視界が歪ゆがむ。

　龍りゆうの鱗うろこをも切り裂く鎌かま鼬いたちが渦を巻き、シェンファの方へ一直線に突き進む。

　自動迎撃デバイス『イージスくん』が障壁を展開、真空の刃と激しく火花を散らす！

　極彩色の火花／見えない刃／不意にシェンファから離れた場所にあった樹きの枝が、鋭利な刃物で切断されたように地に落ちる。障壁に防がれあさっての方向にねじ曲げられた鎌鼬／シェンファが愉しげに唇を歪める／一方のソリス、気が気ではない。もしもこれでも通じなかったら！

（ダメ押しにもう一発！）

「深い深い大地の底／煮えたぎる灼シヤク熱ネツ／猛タケりリ狂う神よ／怒イカりリ狂う神よ／極ゴク彩サイの真シン紅ク／災サイ厄ヤクの業ゴウ火カ／最サイ悪アクの劫ゴウ火カ／ゲヘナを構想／焼き尽くせ／大地を裂け／道ミチを空けよ／これより王が通る／未ミ知チを空けよ／大地に充ミちチよ／今ここに新時代の幕を開ける─……」

　火精霊のランクＡ《煉獄饗宴ゲヘナフレイム》。

「煉れん獄ごくを顕現せよ！」

　灼しやく熱ねつの炎が渦を巻き、真空の竜巻に続いて『イージスくん』を攻め立てる！

　極彩の火花はその激しさを増し、目が眩くらむような強烈な光を放つ。

　至近距離でその美しくも恐ろしい光の奔流を見てシェンファ、あろうことかさらに楽しげに哄こう笑しようを上げる。

「くはははははははは！　なかなか綺き麗れいな花火ではないか！　さすがソリス・アレクサンドロだ！　さあ、もっと私を楽しませ────」




　ばつん／すぱっ




　不意に『イージスくん』の一つが放っていた障壁が砕け散り、次の瞬間、真空の刃がシェンファの右手を切断した。

　同時に真空と炎の竜巻もその力を失い、燻くすぶるように消えていった。

「か……かい、ちょう……！」

　切断されて地面に転がる右手／手首から大量の血を噴き出すシェンファ。












　凄せい惨さんな光景にソリスは絶句。

「は、はやく……て、あて……」

「おいおい、今こそ好機だろう。何を敵の心配をしている」

　シェンファが言った。

　笑みを浮かべながら。

「か、会長こそ何を言ってるんですか！　早く手当を！」

「……ふむ……身体からだを切られるのは久しぶりだな」

　シェンファ、切断された手首を無造作に拾い、それを切断面にくっつける。

　そしてまるで世間話でもするかのような気軽さで、

「──くっつけ」

　一瞬金色の光がシェンファの右手を包み、次の瞬間には言葉通り、くっついていた。

「ほら、この通り」

　見せつけるようにシェンファ、右手を開いたり閉じたりする。

（そういえば……この人は白魔法の導師号も持ってたんだっけ……）

　鉄壁の防御を誇る魔道具／万一怪け我がをしてもすぐ治せる白魔法の技術／パンツを爆弾にする発想力／冷静な分析眼／……何より、手を切断されて笑っている異常な精神力。

　ソリスは初めて──シェンファ・パラケルススのことを、怖いと思った。

「どうしたソリス・アレクサンドロ。震えているぞ？」

　大穴の開いた塀と女湯に散らばるアンデッド人形を背景に、シェンファは笑った。

　……なんとシェンファはこれまで、あの場所から一歩も動いていない！

（……か、勝てるわけ……ないじゃないか……）

　絶望的な表情で、隣に立つマシロの方を見る。

　マシロも不安そうな顔で、こちらの手をぎゅっと握ってきた。

　たとえ仮の姿であろうと、マシロに不安な顔などさせられない。

　ソリスは萎なえそうになる気力を振り絞って叫ぶ。

「あーちくしょう！　勝ち目がなくてもやるしかねえんだよこっちはッ!!」

　片っ端から高威力の攻撃魔法を高速詠唱し連続発動、シェンファ目がけてぶっ放す！

　イージスの障壁の、六つのうち一つは突破できたのだ。

　全部破壊することだって不可能ではない筈はず！

　派手な光を周囲にまき散らし、障壁と攻撃魔法がぶつかり合う。

「ふむ……そろそろ花火にも飽きたな」

　淡々とシェンファは言って──さらに恐るべき言葉を紡いだ。




「──予備デバイス全射出。フォーメーション六芒星ヘキサグラム」




　何もない空間から突如、新たに六つの銀色の球体が出現。

　計十二個の球体が、シェンファの前方で六芒星ヘキサグラムの形に配列される。

　さっきまでとは比較にならない巨大な障壁が、ソリスの放った攻撃魔法を尽ことごとく防ぐ。

　……絶望とはこういうことを言うのかと、ソリスは痛感した。

　それでも。

　それでもまだ、諦あきらめるわけにはいかない。

「マシロ、ちょっと走るぞ！」

　マシロの手を引き、シェンファに向かって疾駆。

（……こうなったら出力全開の《闇渦への供物アビスゲート》を連続で打ち込んでやる）

　呪じゆ文もんを唱えながらソリスは接近、

「引きずり堕おろせ!!」

　先ほどとは比較にならない、ともすれば自分も巻き込まれそうになるほどの虚無。

　暗黒は六芒星を形成する球体全てを覆い尽くすべく広がる。

　だが、

「ふん、貴様にしては迂う闊かつだな。忘れたか？　『イージスくん』は自動迎撃デバイスだということを」

　シェンファはすっと目を細めた。




「──一番から六番はそのまま防御、七番から十二番はモードチェンジ、砲撃モードへ。イージスカノン、ターゲット『マシロ』、てぇぇぇぇぇぇ────ッ！！！！」




　とてつもなく嫌な予感／ソリスは大急ぎでマシロの手を引いて横に跳ちよう躍やく／直後六芒星の中心から虹にじ色いろに輝く極太の光線が発射／闇やみを貫き、まるで本物の虹のように空の彼方かなたに向かって直進──。

「……なんだ、これ……」

　……威力は想像もつかない。だが、食らえば絶対にマズいことだけは解る。

　強化版《闇渦への供物》の虚無をぶち抜くほどだ。

　自分が使える最強の防御魔法でさえ防げるかどうか危うい。

　逃げるしかない。

「くはははははははははははははははははははははは──────────ッ!!」

　シェンファの哄こう笑しようが響き渡る。

　最初のものと比べれば細い虹色の光線が、間断なくマシロに向かって発射される。

　逃げ続けながらも、ソリスは駄目もとで攻撃魔法を連発。

　たとえ防御を打ち破ることが出来なくても攻撃は続行しなければ。

　銀色の球体を全て防御から攻撃に回されたら絶対に回避しきれない！

（それにもしかしたら……）

『イージスくん』は恐らく、シェンファの魔力をエネルギーにして動いている。

　防御障壁＆攻撃とこれほどデタラメに使っていては、消費する魔力も半端ではない筈はず。

（問題は、それまで俺おれの体力が持つか、だ……）

　魔力はマシロ……正確にはその中にある黒い魔石から、ほとんど無尽蔵に供給されている。だが、攻撃魔法を放つたびにソリスの疲労は蓄積していく。しかもこんなふうに全力で走り回っている状態だ。動きがどんどん鈍くなるのを感じる。

（それでも、フラグメントがあるぶんこっちの方が……）

「一ついいことを教えてやろうソリス・アレクサンドロ。私の魔力か体力が底をつくのを待っても無駄だぞ」

「…………!?」

「……フラグメントはそれぞれ違う特性を持っているのだが、強力な魔力増幅器ブースターであるという点は共通している。あらゆる魔法の前提である『等価交換』の原則をも無視して……一の魔力と引き替えに、十や百の魔力を引き出すことが可能なのだ」

　なんとなく解る。

　マシロに魔力を供給することで、逆にマシロからその何倍もの魔力が返ってくる。

　普通に考えれば、そんなことは有り得ないのだ。




「……実を言うとなソリス・アレクサンドロ。私の身体からだにもフラグメントが埋め込まれているのだよ」




「……！」

　衝撃的な告白に言葉を失う。

「よって私の魔力に限界はない。しかもこのフラグメントは私の身体の一部のように機能しているから、息をするのと同じくらい容易く魔力を捻ひねり出だすことが出来る。疲労などこれっぽっちも覚えることはない」

　誇るでもなく、むしろ不機嫌そうに、シェンファは淡々と話す。

「魔道士ハロルド・ファウストによって体内にフラグメントを埋め込まれた人造魔道士ホムンクルス──《禁断の子供たちフオビドウン・チルドレン》が一人、《虹にじのパラケルスス》。それが過去の私の名前だ」

　……ハロルド・ファウスト……孤児を魔法の実験台にしていたという狂気の魔道士。

　会長が、教科書にも載っているような事件の被害者だったとは。

　その驚きを頭の隅に追いやり、ソリス冷静に分析。

　魔力は無限／魔法の使用に体力を必要としない／出で鱈たら目めな防御性能と出鱈目な攻撃能力を備えた反則魔道具／ダメージを与えてもすぐ回復／頭の回転も速い／精神的にも無敵。

　シェンファが一流と賞したソリスの判断力が、どこまでも冷徹に告げる。

　……勝てる要素が何一つとして存在しない。

　……どれだけ足あ搔がいても、絶対に勝てない。




（……………………あ、駄目だこれ）




　ついにソリスの心は折れた。

　逃げるのをやめて、がっくりと膝ひざをつく。

【ソリスくん!?】

「ふん、ようやく諦あきらめたか。それではトドメといこう」

　シニカルな表情でシェンファが告げる。

（……せめて……せめてこの攻撃からだけでもマシロを守ろう。俺おれの身体からだを盾たてにして……そしたら会長、マシロを助けてくれるかな？）

　自分の身を捨てる覚悟をソリスが決めた、そのとき。




「──ねえさま相手によく粘りましたねソリス・アレクサンドロ。あなたのおかげでねえさまに気付かれずに準備が出来ました。感謝します」




　どこからともなく響く、聞き覚えのある声。

「今こそ私の復ふく讐しゆうのときです。立ち上がりなさい、アンデッドさんたち！」

「ニカか!?」

　シェンファが驚いた声を上げた。

　と同時に。

　シェンファのすぐ後ろ──女湯の塀周辺に散らばっていた無数のアンデッド人形が突如として立ち上がり、一斉に彼女を取り囲んだ。

　珍しく取り乱すシェンファ。

「馬ば鹿かな!?　『イージスくん』は私に対して攻撃的な指向性を持つ魔力に自動的に反応する！　アンデッドとて例外ではない！」

　……だが『イージスくん』、後ろでシェンファが囲まれているというのに前方で六芒星の陣形を組んだままで、アンデッドの群れには無反応。

「これは一体……？」

　混乱するソリス。

「……また会いましたね、ソリス・アレクサンドロ」

　男湯の更衣室の方から、紫のローブを纏まとう灰色の髪の少女が姿を現した。

「ニカ！　これはどういうことだ!?」

　悲鳴を上げるシェンファ。

　現れた少女は、眠たげな無表情で淡々と告げる。




「ゲルニカ・バーンフィールド──私し怨えんによりソリス・アレクサンドロにお味方します」




「私怨で!?」

　ソリスのツッコミ。

「馬ば鹿かな！　私はニカに恨まれるようなことをした憶えなどないぞ！」

　どうも本気で言っているらしいシェンファに、ゲルニカはジト目を向ける。

「……よくもまあいけしゃあしゃあと……私にあのような恥辱を与えておいて……」

「あんなのは軽いスキンシップだ！」

「……そうですか。ではこれも、軽いスキンシップですね」

　呆あきれ顔でゲルニカは言う。

「……このアンデッドさん達たちに与えた命令は単純明快……『取り囲め』──それだけです。防御デバイスが反応しないのは当然でしょう」

「……なるほど。つまりこいつらはただ立っているだけの木で偶くの坊ぼうというわけか。少しは驚いたが、こんなもの何の意味もない。私に危害を加えようとした瞬間に、イージスくんが撃ち抜いてくれるからな」

「さて、それはどうでしょう……」

「……なに？」

　ゲルニカ、アンデッドの大群に命じる。




「さあ、くすぐりなさい。ねえさまに私から、笑顔一年分プレゼントです

　命令に従い、シェンファを取り囲んでいたアンデッドの群れが一斉にシェンファに躍り掛かる。

「ぎゃああああ！　や、やめるのだニカ────ッ!!　笑顔は間に合ってる！　私の生活にはいつも笑いが絶えないぞ！」

「まあ遠慮なさらずに」

　情けも容赦も遠慮もなく、問答無用でシェンファの身体からだのあちこちを、ひたすらくすぐりまくるゾンビやスケルトン達。

　腹を、ほっぺたを、脇わき腹ばらを、尻しりを、膝ひざの裏を、足の裏を、太ももを、首筋を、こちょこちょこちょこちょこちょこちょ────ッ！

「ひゃはははははははは、やっ、やめ、やめてっ、ちょ、どこをさわっているのだ貴様ああああああひゃひゃひゃひゃひゃああああひゃあ、や、やめてこのエッチ！　さ、さわるな、わひゃんっ、ふははははははは、くははは、ひゃう、く、くるしっ、ほんと、もうっ、あふぁあああひゃははははふゃふぁふぁひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

　シェンファの甲高い笑い声がこだまする。

　十二体の『イージスくん』は自動的に異相空間に姿を消した。

「ひゃひゃ、はひゃひゃひゃひゃああああ、も、もうら、らめええひゃははははははあははははははははははは、お、おねがいだからひゃははははははは、ゆ、ゆるひてえええははははははははははははははは──────ッ!!」

「許しません。もっとくすぐってあげてください」




　……ゲルニカによるシェンファへのくすぐり地獄は、シェンファが笑いすぎで意識を失うまで続いた。




「……ぁ……ぁは……ぁは、はは…………」

　意識を失ってもなお引きつった笑みを浮かべて、シェンファはひくひくと身体からだを痙けい攣れんさせて倒れている。

　服はほとんど脱がされ、綺き麗れいな金髪はボサボサに乱れ、酷い状態になっていた。

「ひ、ひでえ……」

　思わず呟つぶやいたソリスに、ゲルニカが振り返った。

「おかげさまで無事にねえさまに天てん誅ちゆうをくだすことができました。感謝します。私一人では、ねえさまに気付かれずにこっそり死霊術ネクロマンシーを行うことは出来なかったでしょう」

　淡々と言って、ぺこりと可愛かわいらしく頭を下げるゲルニカ。

「え、ああ、うん……こっちこそ助かったよ。ありがとう」

　数日前に死闘を繰り広げた相手にお礼を言うのは、なんだか変な気分だった。

「ところで、なんで君がここに？　つか、『ねえさま』って……」

「女性の過去を詮せん索さくするのは野暮というものですよ」

　ゲルニカはソリスに背を向け、

「つんつん」

　倒れているシェンファの太ももや脇腹を杖つえでつつき始めた。

　そのたびにシェンファの口から「ひゃうっ！」などという声が漏れる。

「……ソリス・アレクサンドロ。私はねえさまに話があります。あなたはもうお帰りになって結構ですよ」

「……そうさせてもらうよ」

　ソリス、マシロの方に向き直る。

　美しい少女の姿をしたマシロは、穏やかな笑みをたたえている。

　ソリスは無意識のうちに、マシロの頰ほおに手を伸ばしていた。

　そっと撫なでる。

　柔らかな肌、確かな温もりを感じる。

　この姿が仮の姿に過ぎないだなんて、とても信じられない。




　……マシロが一歩下がって、ソリスの手から離れた。




「あ……」

　マシロ、ノートに文字を書いてソリスに見せる。笑顔のままで。

【ソリスくん、そろそろ時間です。目を瞑つぶっていてください】

　時間──マシロが骸骨の姿に戻る時間。

「あ、そ、そうか」

　あのときの恐怖が甦よみがえり、ソリスは慌ててぎゅっと目を閉じた。












　また気絶してしまったら困る。




　……マシロが悲しげに目を細めたことに、ソリスは気付かなかった。




　数秒後。

　軽く肩を叩たたかれソリスが目を開けると、目の前には白骨に戻ったマシロの姿があった。

　ひどく切ない気分に襲われたけれど、どうにか顔には出さず微笑ほほえみを作り、

「じゃ、行こうか」

　こくんと頷うなずくマシロ。

　そして二人は並んで歩き、浴場をあとにした。








エピローグ







「ふう──」

　アパートの自室に辿たどり着くなり、ソリスはベッドに倒れ伏した。

　シェンファとの死闘で、心身共にへとへとだ。

【お疲れ様でした】

　ねぎらいの言葉をかけてくれるマシロに、弱々しい微笑ほほえみを返す。

「うん……疲れた……」

　今日はもう寝よう。

　……なんか最近、日課の予習復習を全然やれてない気がする。

　マシロを人間に戻すための方法探しも…………

（あ、そっちは一応進展したか）

　フラグメント。

《賢者の石》の欠片──正直、眉まゆ唾つばではあるのだが、実際にマシロの中にある魔石にはとてつもない力が秘められてるし、フラグメントを体内に宿しているというシェンファも凄すさまじい力を持っている。

（……会長、かあ……）

　シェンファのことを考えると気が滅入る。

　明日からどんな顔して会えばいいのか。

　またマシロを狙ねらってきたら、今度は守りきれるのか。

　正直、まったく自信がない。

　先ほどの戦いだって、ソリスはもう負けを覚悟していた。

　どういうわけかゲルニカがやってきたので助かったものの、あの戦いは完全にソリスの負けだった。

　……いや、負けただけなら、まだよかった。

　実力差を考えると絶対に勝てない相手なのだ。

　どれだけボロボロにされても仕方ない。

　最悪、死んでいてもおかしくない戦いだったし。

　勝敗なんかよりもっと重要なのは──自分が何より許せないのは──……




（……俺おれが、諦めてしまったということだ……！）

　どうにもならないことを悟り、完全に心が折れてしまった。

　最後の最後まで、どれだけ絶望的な状況であろうと、心だけは絶対に折れてはならなかったのに。

　自分の覚悟なんて、しょせんはそんなものだったのか。

　その程度の覚悟で、本当にマシロを人間に戻せると思っていたのか。

　その程度の覚悟で、死者の蘇そ生せい──自然の摂理に逆らった奇き蹟せきを成し遂げられると本気で思っていたのか。

　どうにもならないことをどうにかしなければならない。

　自分が足を踏み入れたのは最初からそういう道だ。

　そんなことも解っていなかったのか。

「くそ……っ」

　拳こぶしを握りしめ、子供みたいに乱暴に壁に叩たたきつける。

　そんなソリスを、マシロは無言で見つめていた。

　と、そのとき。

　不意にドアを叩く音がした。

　ソリスが返事をするのも待たず、勝手にドアを開けてその訪問者は部屋に入ってきた。




　シェンファだった。




　ずかずかとこちらに近付いてくる金髪の幼女。

「か、会長……！」

　ソリス緊張を滲にじませ、マシロをかばうように立つ。

　……しかしシェンファの様子はおかしかった。

　何やらもじもじと、顔を俯うつむけて、ソリスの方をしっかり見ようとはしない。

「…………めん……」

　シェンファがモニョモニョと口を動かした。

「はい？」

「…………めん……なさい」

「あの、会長、よく聞こえな──」

「ごめんなさいと言ったのだ！」

　顔を真っ赤にしてシェンファは怒鳴った。逆ギレだった。

　ソリスは耳を疑う。

（あ、あの会長が……『ごめんなさい』……!?）

【ソリスくんさがって、この人は会長さんのニセモノです！】

「……ああ、わかってる！　マシロこそ油断するなよ、本物の会長はきっとどこかから俺おれたちのことを……！」

「し、失礼だな貴様らは！」

　子供っぽく頰ほおを膨ふくらませてむくれるシェンファ。

「私は正真正銘、シェンファ・パラケルススだ！　なんならぱんつを見るか？　ほら──ってしまった、ぱんつは爆破したのだった！」

　自らスカートをめくって見せるシェンファに、ソリスとマシロは納得した。

「……あー、このふざけた言動は間違いなく会長だ」

【ですねえ】

「……人が下手に出ていれば調子に乗りおって……せっかく謝りにきてやったというのに。マシロ・アナスタシア、無理矢理消そうとしたりして悪かった。ソリス・アレクサンドロ、散々いじめて悪かった！　ごめんなさい！」

　早口で、しかしはっきりとシェンファは謝った。

「……どうしたんですか急に。公衆浴場で問答無用で襲ってきた人の言葉とは思えないんですけど」

　怪け訝げんな顔のソリスに、シェンファはもじもじしながら答える。

「……あのあと、ニカのやつに説教されたのだ。『自分の考えを他人に押しつけて、しかもそれで誰だれかに迷惑をかける者は最低です。それではねえさまの嫌いなカイゼルと同じではありませんか』と……。…………言われてみれば……そうかな……って。てへっ」

「……『てへっ』で殺されそうになったら命が幾つあっても足りませんよ……」

　ソリス冷や汗。

「……でもまあ、反省したなら俺おれの方はもう何も言いません」

【わたしもです。これからもよろしくおねがいしますね、会長さん】

　マシロの言葉に、シェンファは心底驚いた顔をする。

「……理不尽に消されそうになったというのに……マシロ・アナスタシア、貴様はどれだけ度量が大きいのだ……。くっ、これでは勝てない……」

　ぶつくさと呟つぶやく。

「それはそうと会長。フラグメントについて……マシロを人間に戻す方法について、心当たりがあったら教えてください」

　真剣な顔でソリス。

　シェンファ、少し迷ったあと、

「……まあ、迷惑をかけたお詫わびだ。少しは話してやるか。……正直、あまり大したことは知らないがな」

「ありがとうございます」

「うむ。感謝しろ」

　頷うなずき、シェンファは話し始める。

「賢者の石の欠片は全部で二五五個あるというのは話したな？　で、二五五個のフラグメントは、それぞれがまったく異なる能力を持っている。また、その全てにナンバーが付いていて、基本的にはナンバーが若いものになるほど、より有り得ない奇蹟を引き起こすことが出来るのだ」

「……有り得ない、奇き蹟せき……」

「そう。例えば──『死んだ人間を生き返らせる』とかな」

「……生き返らせる……」

「マシロ・アナスタシアの中にあるのは、『死者をアンデッドとして蘇よみがえらせる』という悪趣味な特性から察するに、恐らく№９、《黄よ泉み》だろう。つまり一ひと桁けたナンバーですら、不完全な形でしか死者を蘇らせることなど出来ないということだ」

「…………」

「……だがもしかすると、他の未だ発見されていないフラグメントの中には……『死者を完全な形で蘇らせる』力や『アンデッドを普通の人間に戻す』力を持ったものも、もしかしたら、あるのかも知れない」

「……！」

「……私に言えるのはこれくらいだ。では、今日はもう帰る。本当はもっと貴様といちゃいちゃしたいのだがな……」

　そう言って、シェンファ踵きびすを返す。

「会長」

　ソリス部屋を出て行こうとするシェンファを呼び止める。

「……ありがとうございました。参考になりました」

　心の底からお礼を言う。

　ようやくマシロを人間に戻すという目的に、一筋の光明が差した気がする。

　シェンファ少し顔を赤くして、

「べ、べつに貴様のために教えてやったわけじゃないからなっ！　あくまでケジメを付けただけだっ！　勘違いするなよっ！　ふんっ！」

　乱暴にドアを開け、シェンファは出て行った。

　あの照れ隠しは多分、素だったと思う。

（……金髪ツーテール幼女のツンデレか……）

　そんなどうでもいいことを思った。





　　　†






　扉を閉めてベッドの方に戻ると、マシロがソリスの前に立った。

「……マシロ？」

　マシロ、ノートにさらさらと文字を書く。

【ソリスくん】

「ん？」




【ソリスくん、わたし、人間になりたいです】




　何を今更……そう言おうとして、ソリスはハッとした。

　マシロが人間になりたいと自分で言ったのは、これが初めてのことだった。

　初めて部屋に来たときからずっと──マシロは、骸骨である自分のことを、特に不満に思っている様子はなかった。

　それが、ついに。

【わたし、人間になって他のみんなみたいにソリスくんといちゃいちゃしたいです】

「……いちゃいちゃって……」

　マシロはなおも書かき綴つづる。

　まるで感情があとからあとから溢あふれて来ているみたいに。

　これまで溜ため込こんできた想いを、一気にぶちまけるかのように。

【人間になって、ソリスくんとお喋しやべりしたいです。

　人間になって、ソリスくんにぱんつを見せてあげたいです。

　人間になって、ソリスくんにおっぱいをさわらせてあげたいです。

　人間になって、ソリスくんと一緒に美お味いしいものを食べて「美味しいですね」って笑い合いたいです。

　人間になって、ソリスくんと一緒にお風ふ呂ろに入りたいです。

　人間になって、わたしの裸を見てソリスくんにどきどきしてほしいです。】

　……マシロの表情は分からない。

　けれど……もしもマシロに人間の顔があったら。

（きっと泣いてるんだろうな……）

　と、ソリスは思った。

　……そのとき不意に、死の国から死んでしまった愛する人を連れ出そうとした男の神話が頭に浮かんだ。




　最愛の人を失った男。

　彼女を甦よみがえらせるために死の国へ向かい、幾多の苦難を乗り越えて、男はついに彼女と再会する。

　そして男は彼女を連れて、死の国と地上を繫つなぐ長い坂を登る。

　だが彼は、地上に着くまで決して振り返ってはならないという禁を破ってしまう。

　振り返った男が見たものは、生前の美しさなど見る影もない、醜く恐ろしい姿に変わり果てた愛する人の姿だった。

　男は悲鳴を上げて、彼女を突き放してしまう。

　彼女は再び死の国へと連れ去られ、二人は二度と会うことは出来なくなった。




　バッドエンドおしまい。




　……最も有名なのはアメツチ王国のものだが、似たようなエピソードは世界各地の神話や伝承にいくつも存在する。

　世界中で、男が変わり果てた愛する人を、悲鳴を上げて突き放している。

　誰だれ一人として、無事に愛する人を黄よ泉み返がえらせて幸せな結末を迎えた者はいない。

『死者の蘇そ生せい』は大昔から世界中で禁忌とされてきた。

　だからこそ、物語の中ですらそれを成功させた者はいない。

「……でも俺おれは……それでも俺は……！」

　呻うめくようなソリスの言葉に、マシロは不思議そうに首を傾かしげた。

　そんな彼女に、決意を込めてソリスは告げる。

　神話の時代の英雄ですら成し遂げられなかった奇き蹟せきに挑む覚悟を、ソリスは改めて告げる。

　自分に言い聞かせるように。




「……俺は絶対に、マシロを人間にしてみせる」




　ソリスは誓う。

　目の前にどんな絶望が立ちはだかろうと、もう二度と、諦あきらめたりしない。

　変わり果てた彼女の姿に悲鳴を上げることはあっても、絶対にその手を放したりしない。

　絶対にマシロを人間に戻して、物語をハッピーエンドで終わらせてみせる。

　たとえそれが、人類最大の禁忌であったとしても。

　世界を敵にまわす行為であったとしても。

　好きな人を幸せにしたいと願うことが間違いならば、自分は間違っていても構わない。

　好きな人を泣かせるような正しさなんかいらない。

（……負けるもんか）

　唇を嚙かみしめ、瞳ひとみに決意の炎を宿らせて、ソリスは拳こぶしを握りしめた。




　……そんなソリスに見えない小さな字で、マシロはもう一文を書き記した。




【人間になって、ソリスくんに自分の口で好きって言いたいです】





（終わり）










あとがき。







　どうにかこうして２巻をお届けすることが出来ました、お久しぶりです平ひら坂さかです。

　今回のテーマは『決意』、裏テーマは『脱衣』です。１巻よりもちょっぴりえっちな内容になっていますが、楽しんでいただけましたでしょうか。

　勘の鋭い読者さんの中にはもしかするとお気づきの方がおられるかもしれませんが、この『ねくろま。』シリーズは、なんというかその、お風ふ呂ろだとかぱんつだとか、いわゆるひとつの「サービスシーン」がかなり多めになっています。

　時にはストーリー上何の必然性もないところで脈絡もなくポロリしたりします（おっぱい以外の部分がポロリしてしまうことやおっぱいの肉が地面にポトリしたりすることもありますが、それは忘れてください）。

　だから読者さんの中には、僕のことをエロい人だと思ったり、「この女の敵！　セクハラ魔人！」とお怒りになられる方がおられるかもしれませんが、それは誤解なのです。

　商品として出版される小説は、作家が好き勝手に書けばいいというものではなく、普通は編集部の方から「こんな感じにしてほしい」といった要求をされたりします。

　僕は『ねくろま。』の１巻を書くにあたって、担当編集のＫさんから次のような要求をされました。

「メインヒロインのマシロがその、アレなので、他のヒロインのサービスシーンをガンガン入れてお色気分を補ってください」

　……なんという恐ろしい要求でしょうか。

　皆さんも御存知の通り、本作のメインヒロインであるマシロちゃんは、服や下着を一切身につけず白くて美しい肌を常に晒さらしているという、全裸の女の子です。

　正直僕は、マシロの設定を思いついたとき、「こんなにエッチで大丈夫だろうか。いくらなんでもやりすぎではないだろうか」「あまりにもエロすぎて読者の皆さんが引いてしまったらどうしよう」「もしかすると読者さんのご両親や教育委員会とかから苦情が来るかもしれない」などと、非常に不安でした。

　それなのに担当さんは、マシロ以外のキャラまでもっとエロくせよと仰る。

　この人は一体どれだけエロいのだろうと僕は本気で戦慄しました。

　しかし売れっ子作家でもない僕が担当さんの意向に逆らえるわけもなく、仕方なくえっちぃシーンを書いているのです。

　本当の僕はぶっちゃけ裸とかパンツとかどうでもよくてとにかく何の救いもなく努力など一切報われずやたらとグログロで腕が千切れたり内臓が飛び散ったり幼女が解剖されてホルマリン漬けにされたり腸を引きずり出されたり恋人に刺し殺されたり信じていた人に裏切られたり人類が皆殺しになったり近親相姦だったり寝取られだったりという鬱うつ展てん開かいが大好きです白馬の騎士がお姫様を救うような王道ストーリーをこよなく愛しているごく普通の文学青年で、「おっぱい」という単語を見るだけで赤面してしまうシャイボーイなのです。キスはレモン味だと信じています。赤ちゃんがどこから来るのか解りません。

　……一巻のあとがきと全然違うことを言っていますが、あれはもちろん噓うそです。本当はえっちなのはよくないと思います。

　というわけで、この本がえっちなのは全て商業主義がもたらした不可避の悲劇であり僕は悪くありません。ノリノリで書いてなんかないです。プロットの段階では存在しなかったえっちぃシーンがいつの間にか増えていたとか、そんなことは全然、いやホントに……！




　以下、謝辞です。

　僕と同じく「エロいの描けー」と言われているであろうイラストのじろうさん、担当氏をはじめ編集部の皆様、およびこの本の製作に関わった多くの方々に心から感謝を。

　何より１巻に引き続きこの本を手にとってくださった読者の皆さんに、最大級の感謝をささげます。今後とも『ねくろま。』をよろしくお願いいたします。





二〇〇七年八月下旬




平ひら坂さか読よみ


















　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　１９＊＊年７月のとある晩、極東の島国にある、聖書にすら記述のない地方都市の、白き壁に囲まれし建造物の一室で、空気を震わすほどの産声をあげてこの世に生を受けた。生まれながらにして五本の指、顔には目と耳と鼻と口が存在した。その日、空にはベガ、デネブ、アルタイルが輝きを放ち、月明かりが大地を照らしていたという──……。

　　その後なんかいろいろあって今に至る。




　イラストレーター

　じろう

　　１９８３年12月北海道生まれ、静岡県在住。普通の社会人やりながら絵描いてます。まともに仕事いただいたのは今シリーズがはじめてなので、大分緊張気味。

　　公式ＨＰ「Chekoro」

　　http://chekoro.sakura.ne.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／じろう
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